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本報告書は，北海道縦貫自動車道の建設にともなって，昭和54年度に実施した埋蔵

文化財発掘調査の概要を収録したものである。

北海道縦貫自動車道江別インターチェンジから岩見沢インターチェンジ間の高速道

路建設予定地内には,北海道教育委員会の分布調査により， 7遺跡あわせて103,950m2

の埋蔵文化財包蔵地の分布が確認されている。本年度は， このうちの大麻1遺跡，東

野幌1遺跡，西野幌1遺跡および西野幌3遺跡の計4遺跡55,700m2を対象に， 日本

道路公団札幌建設局の委託により，発掘調査を実施した。

昭和54年9月1日，財団法人北海道埋蔵文化財センターが設立されたことにより，

発掘調査の前半は北海道教育委員会が，後半および資料整理の業務は， 当センターが

受託して行った。

調査の結果，野'l滉丘陵地域における縄文時代から擦文時代に至る歴史解明の手がか

りを得るとともに， 昭和55年度以降に予定されている， 当地区の残りの発掘調査の実

施に必要な諸資料を入手することができた。

この発掘調査の成果が，学術関係者はもとより，広く一般の人びとにも活用される

ことを期待するものである。

本報告書の刊行にあたり，文化庁および北海道教育委員会の懇切なご指導ならびに

日本道路公団札幌建設局同札幌工事事務所の深いご理解とご協力のあったことを記

して謝意を表するとともに，江別市をはじめ調査にご協力をいただいた関係各位にお

礼申しあげる次第である。

~
昭和55年3月31日

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長浅井理一郎
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凡 例

1． 本書は，北海道縦貫自動車道江別地区埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2． 本報告書では，住居跡をH,士擴（墓, Tピット， その他の上°ツト）をP,住居跡に付属し

ない焼土をFの略号で示す。なお，西野幌3遺跡を除いて，大麻1遺跡にはO,西野幌1遺跡

にはN,東野幌1遺跡には地区名A～Dを冠して用いてある。

3． 遺構内出土の遺物は，伴出関係の不明な覆士出土のものであっても遺構の項に示す。

4． 遺構の規模は， 「確認面での長軸／床（底）面での長軸×確認面での短軸／床（底）面での

短軸×最大深（厚）さ」で示す（単位はm)｡

5． レベルは標高（単位はm)。

6． 遺構図の縮尺はつぎのとおり。
がま

（1） 住居跡, T上・ツトおよび炭窯 1 :60

（2） その他の遺構 1 ：40

7． 遺物図の縮尺は， とくに示すものを除いてつぎのとおり。

（1） 土器復元実測図 1 ： 4

（2） 土器拓影図 1 ： 3

（3） 石器器等実測図 1 ： 2

8． 本報告書は，原則として当用漢字・現代かなづかいによって書かれている。ただし，慣用的

に用いられるつぎの漢字はこの限りでない。また，学術用語等でかな書きが適当でない場合に

は， 「ふりがな」付きで用いたものがある。

凹・殻・攪・褐・擴・痕・皿・縄・唇・尖・竪・坦・貼・壺・砥・凸・剥・鉢・斧。磨．礫．

堆

9． 岩石名の略号はつぎのとおり。

略号 英名 和名
めのう

Aga. Agate 璃瑞

And. Andesite 安山岩

BI-Sch. BlackSchist 黒色片岩
けい

Che. Chert 珪岩
かこう

Gran. Granite 花崗岩

Gr-Sch. GreenSchist 緑色片岩
かこうせんりよく

Granod. Granodiorite 花崗閃緑岩
けつ

HardShale

Mudstone

Obsidian

硬質頁岩

泥岩

黒曜石

Ha-Sh.

Mud.

Obs

V



かんらん

撤攪岩

軽石

砂岩

片岩
じゃもん

蛇紋岩
けっ

頁岩

粘板岩

滑石

凝灰岩

Per.

Pum

Sa.

Sch.

Ser.

Sh.

S1.

Ta.

Tu.

Peridotite

Pumice

SandstOne

Schist

Serpentine
△

Shale

Slate

Talc

Tuff

V1
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ﾉに麻1遺跡全景（東上空から）

西野'晩1遺跡・東野'晩1遺跡・西野'l'%3遺跡全景(南束上空から）
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大麻1遺跡全景（束上空から）

西野'幌1世跡・東野'晩1遺跡・西野I幌3世跡全景(南東上空から
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大麻1遺跡作業状況

i几i野幌1遺跡作業状況
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I 調査の概要

1 ． 調査概要

(1) 調査要項

事業名北海道縦貫自動車道江別地区埋蔵文化財発掘調査

事業委託者日本道路公団札幌建設局

事業受託者北海道教育委員会（昭和54年4月2日～昭和54年8月31日）

財団法人北海道埋蔵文化財センター（昭和54年9月1日～昭和55年3月31日）

但し，遺物および記録資料の整理は， （財）北海道埋蔵文化財センターが行っ

た。

遺跡名・所在地および調査面積

登載Na 遺跡名 所 在 地 8月31日以前 9月1日以降 計 備 考
調査面積 調査面積

A－02－』 大麻』遺跡江別市元野幌3"番地ほか 7,960㎡ ヨ,450㎡ 』1,410㎡講喜面積21,780㎡

A－02－44 西野幌1遺跡江別市西野幌36番地ほか 13,887 18,503 32,390

A－02－46 西野幌3遺跡江別市西野幌92番地の1ほか 550 550

A－02－43 東野幌1遺跡江別市東野幌106番地ほか 7,303 4,047 11,350

計 29,700 26,000 55,700

遺跡名 ｜ 所 在 地

(2) 調査体制

1） 昭和54年8月31日以前の体制

（調査主体者） 北海道教育委員会

教育長

北海道教育庁社会教育部長

同文化課長

中川利若

松田一好

安達 整

(昭和54年5月25日まで）

秋山 操

(昭和54年5月26日から）

藤本英夫

波津俊昭

(昭和54年8月15日まで）

富樫良雄

同

同文化課長補佐

同埋蔵文化財係長

~

同

(昭和54年8月16日から）

大山武士

(昭和54年6月15日まで）

同主査

1



I 調査の概要

同 小山内光之

（昭和54年6月16日から）

同調査第二班主査 高橋稀一

（調査員）

文化課調査第二班文化財保護主事中村福彦・種市幸生・大沼忠春・宮塚義人
（調査補助員）

青柳文吉・和泉田毅・浦辻栄治・長内正俊・鬼柳彰・熊谷仁志・佐藤和男・武田修・立ﾉl l

トマス・寺林伸明・中村英重・中村公宣・中村裕・西田茂・長谷部一弘・増川栄一・森岡
健治・屋代正之

2） 昭和54年9月1日以降の体制

（調査主体者）財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 浅井理一郎

専務理事 松田一好

業務部長 馬場治夫

業務部管理課長 小山内光之

同管理課主事 佐川俊一

同経理課長 長谷川睦雄

同経理課主事 菅野 聡

調査部長 高橋稀一

調査部調査第一班長 中村福彦

同調査第二班長 森田知忠

（調査員）

調査部調査第一班文化財保護主事種市幸生・長谷部一弘・青柳文吉・増川栄一

同調査第二班文化財保護主事大沼忠春・西田茂・浦辻栄治

（調査補助員）

石浦節子・和泉田毅・長内正俊・熊谷仁志・佐藤和男・武田修・立川トマス・寺林伸明・

中村英重・中村公宣・野村留美・森岡健治・屋代正之

2調査の経緯と経過

･昭和50年， 日本道路公団札幌建設局は，北海道教育委員会（道教委）に対し，北海道縦貫自

動車道建設に伴う，江別インターチェンジ－岩見沢インターチェンジ間の埋蔵文化財調査

を要請した。

･昭和50年5月及び6月，道教委文化課は前記区間の埋蔵文化財所在確認調査を行い，江別市

大麻・野幌両地区において，工事用地内に8か所の遺跡が所在することを確認した。

･昭和52年及び昭和53年，道教委文化課は8か所の遺跡について範囲確認調査を実施し， 7か

所において，合わせて102)510m2の埋蔵文化財包蔵地が分布することを確認した。

２



I 調査の概要

･昭和54年，道教委文化課は工事計画の一部変更に伴い，再度範囲確認調査を実施し，西野幌

’遺跡において200m2の埋蔵文化財包蔵地を追加した。

.以上の結果にもとづき， 日本道路公団札幌建設局と道教委文化課は，埋蔵文化財包蔵地の保

護・保存について協議を重ね，工事計画の変更は困難との判断に立ち，記録保存を目的にし

た，発掘調査を実施することで合意した。

･昭和54年5月'4日から同年8月31日まで，道教委文化課は要項に示す4遺跡合わせて29,700

nl2の発掘調査を実施した。

･昭和54年9月1日，財団法人北海道埋蔵文化財センターが発足し，従来道教委文化課が実施

してきた北海道縦貫自動車道建設用地内の発掘調査を引継ぐ・こととなった。

･同年9月’日から10月31日まで’ 当センターは要項に示す, 3遺跡26,000m2の発掘調査を

実施した。

･同年11月1日から昭和55年3月31日まで， 当センターは道教委文化課及びセンターが実施し

た’前記4遺跡，合わせて55,700m2の調査資料について整理し，報告書の発行を行った。

､調査は，①発掘区の設定②25％調査③旧石器確認調査④包含層調査⑤遺構調査の順

で実施した。

※25％調査は, 5m×5mの発掘区を縦横それぞれ一つおきに掘開する調査方法で，全面発掘に先だって

遺跡の性格や遺構，遺物の分布状況を把握し，計画的かつ能率的な調査を行うことを目的とする。

※旧石器確認調査は，発掘対象面積の，％掘開する方法で実施した。

3． 調査の方法

（1） 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては，工事路線の中心線を基準とした。 この中心線に対して, 10m"

隔に直交させた線には算用数字を付し， また， 中心線に10m間隔で平行に引いた線にはアルフ

ァベットをもって表わした。 これを各遺跡について具体的に示すと，大麻lでは中心線に直交さ

せた線を，北西から南東へ0， 1， 2…46, （ただし，今年度の調査区域は， 9～36まで）これ

に対し中心線に平行する線を，北東から南西へH, 1, J…Rとした。同じく，西野幌1では東

から西へ0, 1, 2…51,北から南へD, E, F…Vとし，西野幌3では東から西へ19, 20･ ･ ･

23,北から南へU, V･ ･ ･Xとし，東野幌1では東から西へ3, 4, 5･ ･ @28,北から南へF, G,

(例） 3 4 5 H…Pとした。更に， これによってできた10m方眼を5

m×5mに小分割し，逆時計まわりにa, b, c, dと表

示することにした。なお，大麻’遺跡では通称二番通りを

狭んで，南東側の調査区の中心線は，北西側調査区のそれ

に対して3.5.傾斜している。

斜線の部分は, J-3-aと呼称する。

』協 ｄ

－

Ｃ

－

繊

叫
K

Lヨ

図1－2 グリド設定図

３



I 調査の概要

（2） 遺物の分類

大麻1,西野幌1,西野幌3,東野幌1各遺跡から出土した資料の整理にあたって,従来の美沢川

流域の遺跡群の整理に使用している分類基準(注1）に若干の修正を加えて使用することとした。

土器については，縄文時代早期に属する資料をI群とし，以下順次前， 中，後，晩期をⅡ群’

Ⅲ群，Ⅳ群, V群とし，続縄文時代に属する資料をⅥ群，擦文時代に属する資料をⅦ群としてい

る。なお，大麻1遺跡から出土した土器のなかには，新潟県室谷遺跡（注2）や山形県高畠町内
ゼロ

の諸遺跡（注3）の土器に類似するものがあり，草創期を示す0群を設けた。また，従来Ⅲ群b

－2類に含められていた柏木川式（注4） と余市式は，今回の調査で出土状態を異にしているこ

とが判明したためさらに区分することが望ましく，改めて柏木川式をb－2類，余市式をb－3

類として区別した。石器については従来のものをほぼそのまま踏襲した。 （これは石核，剥片，

礫を加えて分類したものである）

1）土器

く0群＞

縄文時代草創期に属する土器群。今回の調査では，押圧縄文系士器に相当するとみなされる

ものが出士している。

<I群＞

縄文時代早期に属する土器群。本群はa, bの2類に分類され，後者はさらにb-1, b-

2, b-3, b-4の4類に細分される。

a類：貝殻腹縁圧痕文，条痕文のある士器群。今回の調査ではアルトリ式（注5）に相当す

るものが出土している。

b類：縄文， より糸文，絡条体圧痕文，組ひも圧痕文，貼付文等のある土器群。
ひがし<しる

b－1類：東釧路Ⅱ．Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。
なかちやろ

b－3類：中茶路式に相当するもの。今回の調査では出士していない。

b－4類：束釧路Ⅳ式および吉野V式（注6）に相当するもの。

＜Ⅱ群＞

縄文時代前期に属する士器群。胎士に植物性繊維を多量に含むもので, a, bの2類に分類

されるが，前者はさらにa-1, a-2の2類に細分される。

a類：縄文尖底土器群。
つなもん

a－1類；綱文士器とそれに伴うとみなされる羽状縄文土器群。今回の調査では出土してい

ない。

a－2類：中野式に相当するものおよびそれに類似するもの。
うえない

b類：円筒土器下層式に相当するもの， および植苗式（注7)，大麻V遺跡出土資料（注8）

に類似するもの。今回の調査では出士していない。

＜Ⅲ群＞

4



I 調査の概要

一般に縄文||寺代中期に属すると考えられている土器群。本群は, a, bの2類に分類され

る。後者はさらにb 1, b-2, b-3の3類に細分されるが， このうちのb－3類は後期

にまで下る可能性がある。

a類：円筒土器上層式に相当するもの。嵐山遺跡出土資料（注9）は本類に含めておく。
ぼくとう

b－1類：北筒式（小島の沢I式＝注10＝を含む)，天神山式に相当するもの。

b 2類：柏木川式およびそれに近似する紅葉山式(注11)， またはノダッフ。Ⅱ式（注12）に

相当するもの。
このつぼろ

b－3類：余市式に相当するもの。小島の沢Ⅱ式(注13),小野幌式（注14)を含む。

＜Ⅳ群＞

縄文時代後期に属する士器群。本群はa, b, cの3類に分類される。
ていね

a類：手稲砂山式（注15）および入江式に相当するもの。
ちやつ

b類：手稲式および茶津洞穴Ⅳ層出土資料に相当するもの。
どうばやし

c類：堂林式および茶津洞穴Ⅲ層出士資料に相当するもの｡今回の調査では出士していない。

<V群＞

縄文時代晩期に属する土器群。本群はa, b, cの3類に分類される。

a類：大洞B式に相当するもの。上ノ国式に類似するものを含む。

b類：大洞C, ・C2式に相当するもの。シピシウス遺跡士擴墓出土資料（注16)を含む。

c類：大洞A式に相当するもの。 タンネトウL式を含む。

＜Ⅵ群＞

続縄文時代の土器群。今回の調査では,後北B式と後北C2 ・D式とに相当するものが出土し

ている。

＜Ⅶ群＞

擦文時代の土器群。

北海道教育委員会1979：美沢川流域の遺跡群Ⅲ

中村孝三郎1964：縄文早期室谷洞窟，長岡市立科学博物館研究調査報告6

佐々木洋治1971 ：高畠町史別巻，考古資料編

上野秀一1978：石狩海岸砂丘地帯の遺跡群について，北海道考古学14

竹田輝雄1956：北海道豊浦町アルトリ遺跡について，上代文化26

浦幌町教育委員会1978:吉野遺跡，浦幌町吉野遺跡発掘調査報告書

苫小牧市教育委員会1976：植苗貝塚，苫小牧市文化財調査報告書2

江別市教育委員会1970：江別市大麻V遺跡発掘報告

嵐山遺跡調査会編1968:嵐山遺跡
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中村齊，松下亘1975 ：小島の沢遺跡
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I 調査の概要

前注10に同じ

前注4に同じ

石川徹1967：札幌郡手稲砂山出士の土器について，北海道考古学3

石橋孝夫ほか1979：志美第4遺跡, SHIBISHIUSU, n,花畔砂堤列における縄文時代

晩期の住居趾。竪穴群・墓地の記録石狩町教育委員会

■
●
由
凸

３

４

５

６

１

１

１

１

2） 石器

<I群＞

尖頭部をもつものを本群とする。

A:石やじり
ぞく

1 ：石刃錐（今回の調査では出土していない）

2 ：細身で薄いもの基部が内湾するものもある。

a ：柳葉形を呈するもの

b :五角形を呈するもの

3 ：三角形を呈するもの

a :基部が平らなもの

b :基部が内湾するもの

4 ：茎部をもつもの

a :茎をもつもの

b :ひし形を呈するもの

5 ：木葉形もしくは円基のもの

B:石やりまたは両面加工のナイフ

1 :茎部をもつもの

a ：茎をもつもの

b :ひし形を呈するもの

c ：つまみ状の茎をもつもの

2 ：木葉形もしくは細身で五角形のもの

a :幅広で木葉形のもの

b :細身で柳葉形のもの

c ：基部が平らかもしくは内湾するもの細身で五角

形のものを含める

C: ドリルまたは刺突器

1 ：棒状のもの

a ：棒状のもの

b :石やじりを転用したもの

2 ：全体的に二次加工が施されているもの

‘輪舎舎畠“
畜舎會舎“
皇患“

患患患"。
●紳皐｡“
総"･雑“

~ ~
1b

2b
B2c
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I 調査の概要

a :つまみをもつもの

b :つまみの無いもの

3 ：素材の一部に刺突部を作出したもの

くⅡ群＞

つまみ付きナイフ， およびスクレイパーを本群とする。

A:つまみ付きナイフ

1 ：片面加工のもの

a ：二次加工が片面全体に施され，表面右側縁に急

角度の刃部をもち，裏面右側縁に表面の加工の

ための打面が設けられているもの

b :二次加工が片面全体に施されるもの

c ：二次加工が周辺に施されるもの

d :つまみの太いもの

2 ：両面加工のもの

a :両面加工のもの

b:身部底辺の刃部が内湾するもの（今回の調査で

は出土していない）

3 ：横形のもの

4 ：つまみと身部の比がほぼ等しく，つまみの作出が

顕著なもの

B:スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの

a :片面加工のもの

b :両面加工のもの

2 ：長円形を呈するもの

a :片面加工のもの

b :両面加工のもの

3 ：ラウンドスクレイパー

4 ：エンドスクレイパー

5 ：尖端部をもつもの

6 ：えぐりこみをもつもの

零”瀬"乳忌‘
Ⅱ群

＆門7 J 7 F

ｂ

１

１

．

門
“

B1a

口じ瀧零
B3-g4

厩創閉園
B6 B7 q｡" B8

7 ：錯向剥離により刃部を作出したもの

8 ：不定形で，一辺もしくは二辺に刃部をもつもの

くⅢ群＞

I ｡Ⅱ群以外の剥片石器を本群とする。

７



I 調査の概要

A:異形石器

くⅣ群＞

コア・フレイク・チップ°を本群とする。

A:コア

B:フレイク・チップ｡

C:二次加工または使用痕のあるフレイク

<V群＞

石斧・たたき石・礫器等を本群とする。

A:磨製石斧

1 ：擦り切り手法で製作したもの

2 ：打ち欠きで整形したもの

3 ：ペッキングで整形したもの

4 ：磨きのみで製作したもの

5 ；石のみ

B:打製石斧

C:たたき石

1 ：棒状礫の一端もしくは両端を使用したもの

2 ：扁平礫の周縁を使用したもの

3 ：扁平礫の腹・背面を使用したもの

a :腹・背面の片・両面を使用したもの

b : くぼみ石と称されるもの

4 ：ストーン・ リタッチャー（今回の調査では出土し

ていない）

5 ：磨製石斧を転用したもの

D:礫器

1 ：片刃のもの（チョパー） （今回の調査では出土し

ていない）

2 ：両刃のもの（チョヒ°ング・ トウール）

＜Ⅵ群＞

すり石・砥石等を本群とする。
きよ

A:石鋸

B:すり石

l :北海道式石冠と称されるもの
へん

2 ：扁平礫を半円形状に粗く打ち欠き，弦をすったも

の

群Ｖ

童

簿
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~
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I 調査の概要

3 ：角柱状の礫の稜をすったもの

4 ：扁平礫の一辺をすったもの

5 ：扁平礫の端もしくは周縁をすったもの

C:砥石

1 ：研磨面に溝があるもの

a :溝があるもの

b :矢柄研磨器と称されるもの（今回の調査では出

士していない｡）

2 ：研磨面だけのもの

くⅦ群＞

石皿・台石を本群とする。

A:石皿・台石

くⅧ群＞

石錘を本群とする。

A:石錘

1 ： 4か所に打ち欠きをもつもの（今回の調査では出

土していない）

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの

3 ；短軸の両端に打ち欠きをもつもの

くⅨ群＞

石棒・石刀・青龍刀形石器等と称されるものを本群とす

る。 （今回の調査では出土していない）

<X群＞

礫・礫片類を本群とする。

A:使用痕・加工痕のある礫・礫片

1 ：磨製石斧・たたき石・砥石等の小破片~

2 ：擦り切り途中のものや擦り切りの残片

B: 自然礫・礫片
じゃもん

l :蛇紋岩・黒曜石等の原石類

2 ：礫・礫片

○一

>~l B3
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I 調査の概要

4． 調査の要約

日本道路公団が建設中の北海道縦貫自動車道は，江別市内において，野幌丘陵を約4kmにわ

たって横断する。 この間，用地にかかる遺跡は7か所である。

野幌丘陵は，南方の月寒丘陵から， ほぼ北に向って沖積地に大きく半島状に突出した丘陵で，
のっぽろ

西側には豊平川やその支流の野津幌川が，東側には千歳川が流れ， また，北側はこれらの河川が

注ぎこんでいる石狩川が流れている。丘陵は，江別市街地南方約8kmトド山（江別市西野幌・

標高98m) を最高点として，北に向うにしたがって高さを減じている。また，丘陵の縁辺には段

丘地形が発達し，湧水が豊富で，無数の小沢を形成している。

国鉄函館本線および国道12号線は，平行して南西から北東にほぼ直線的に野'|滉丘陵を横断し，

市街地もほぼこれらに沿って形づくられている。また，縦貫自動車道は， これらとほぼ直交し

て，北西から南東に丘陵を横切る。

道路用地にかかる7か所の遺跡のうち， 4か所は，丘陵の西縁部にあり，残りの3か所は東縁

部にある。前者は，吉井の沢と通称されている。沢の両岸に営まれた遺跡群で，本年度はこのう

ちの大麻l遺跡の約半分について発掘調査を行なった。後者は，市道2号線付近の無名小沢や，

東の沖積地に向って立地する西野幌1遺跡，同3遺跡，東野幌1遺跡で，対象地区の発掘調査を

完了した。

1． 大麻1遺跡：通称吉井の沢の北岸沿いに細長くひろがる遺跡で，用地にかかる面積22,200

1n2のうち11,410m2の発掘調査を行なった。確認された遺構は，縄文時代早期の住居跡1, 中

期の住居跡6，縄文早期の墓1, T上･ツト11, その他の上｡シ卜28,焼土5か所である。遺物は縄

文早期，同中期， ｜司晩期に属するものが主体をなし，総数77,510点である。

本遺跡で特に注目されることは，平面形小判形を呈するTピットの底から縄文時代中期末に編

年されるⅢ群b－2類土器が炭化物(3760=t120y.B.P.,N-3663) とともに出土したこと，縄

文時代創期に属するとみなされる少量の土器片が出土したことである。

2． 西野幌1遺跡：無名の小沢にはさまれた台地上に立地する遺跡で，用地にかかる32,390m2

の発掘調査を完了した。検出された遺構は，縄文時代中期の住居跡11,続縄文時代の墓36, Tピ

ット13, その他のピット21,焼土79か所である。遺物の大多数は，縄文時代中期に属するもの

で，総数13,906点である。

本遺跡の住居跡は， いずれも掘りこみが浅く，不整形で，掘りこみの外に柱穴と認められる上･

ツトがめぐるものがあり，ベンチ構造をもつものの上部が耕作等で削平された可能性が指摘され

ている。また，直径12～13cmの円形土版が12個ひとかたまりになって発見された地点があり，

注目された。

3． 西野幌3遺跡：無名沢をはさんで，西野幌l遺跡の南側にあり，本線車道外で，市道2号

線の立体交差工事にかかる遺跡である。発掘調査面積は550m2である。本遺跡では，ベンチ構

造をもっと思われる縄文時代中期の住居跡の一部が検出されており，遺物もほとんどが中期に属

10



I 調査の概要

するもので総数2,584点である。

4・ 東野幌1遺跡：小さい沢をはさんで西野幌1遺跡の東に隣接する遺跡で，用地にかかる

11,350m2について発掘調査を完了した。調査地区は台地の縁辺に沿っているため， さらに小さ

い沢によって四つに区切られている。検出された遺構は，縄文時代晩期の墓2, Tピット1, そ
がま

の他の上｡ツト28で’ ほかにかなり広い分布範囲をもつ焼土面2か所，近代の炭窯が3基発見され

ている｡遺物は，炭窯のものを除いて総数21,527点で，縄文時代中期と同晩期が主体をなしてい

る。なお，焼土面としたものは，開墾時の火の入れに関係するものの可能性もある。
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大麻1遺跡Ⅲ





図版2－1

f錦

鋪

蕊 鑑
蕊

識藩Y:… 芽溌
蕊

蕊
譲識嬢

~~

1 ~調査状況(1)

録蕊識
鍵鍔

2．調査状況(2)



図版2－2

溌蕊

蝋蕊
霞

＃鯵 謹
蕊

…#蕊蕊溌蕊…

… 錘

郵

義

蕊

識

繍鶏蕊
識:…欝辮蕊驚…

露

鍵蟻

…
蕊¥蕊

蕊灘§慰謝蕊擬 鴬

1 ~遺構の調査状況

蕊

I

§鍵蕊

蕊議議 …

鰯
癖

』…

蕊
鐸

2． 0H 5調査状況



図版2－3

2. 0P-60出土の土器（Ⅲb-1)1 ~包含層出土の土器(Ib-2)
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Ⅱ大麻1遺跡

1 ． 概 要

大麻1遺跡は，野幌丘陵を刻み西側の沖積地に開口する通称吉井の沢の右岸，標高32～34mの

台地上にあり，沢に沿って北西から南東方向に細長く伸びている。現在は，一般道道東雁来～江

別線（通称二番通り）が沢を横断し，遺跡は，北西側と南東側とに分けられている。

吉井の沢は， この二番通りの南東約800mに源を発し，通りから北西方向へ1.2kmほどで沖

積面に開口する小さな沢で，遺跡付近では幅が90～100mほどである。現在沢の中を流れている

小川の幅は5mほどで，遺跡のある面と現河床との比高は約11mである。沢の斜面には， トクサ

やクマイザサ，広葉雑木が密生している。二番通りの上手に1か所，下手に2か所の湧水があっ

て，遺跡は， この湧水と関係があるものと推定される。

発掘調査に先だって行われた，北海道教育委員会の分布調査や範囲確認調査によって， この遺

跡のほとんどが工事用地に含まれることが判明していた。工事用地内の遺跡の範囲は，二番通り

から北西側へ，工事路線で280m,南東側へは180mほどで，面積は22,200m2である。本年度

は， このうちの中央部11,410m2について発掘調査を行った(図2－1．2)。

遺跡の層序は, I層が耕作土， Ⅱ層が黒色士，Ⅲ層が暗褐色士，Ⅳ層が黄褐色ローム質士であ

る。 I層は約20cmの厚さで，続縄文時代と擦文時代の遺物はこの層だけから出土した。

Ⅱ層，Ⅲ層は安定した遺物包含層である。

Ⅱ層の厚さは，平均15cm前後であるが，微高地では薄くなる。 この層の上部からは，縄文時

代晩期末葉の遺物が出土し， 中部から下部で縄文時代中期の遺構・遺物が見出されている。

Ⅱ層から漸移層とみなされるⅢ層にかけて，縄文時代早期の遺構や遺物が発見された。草創期

に編年されると思われる士器もこの層位から検出されている。

Ⅳ層は黄褐色粘土層で，以下無遺物である。

検出された遺構は，住居跡7，墓1, Tピット11, その他のピット28,焼土5で遺物は，以下

の表に示したとおりである。 ~

1q
ムリ





図2-2　大麻1遺跡遺構配置図
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Ⅱ大麻1遺跡

表1 ． 大麻1遺跡建物一覧

’ 数 量

~うち包含層出土数

数~ 量名 称 分 類 名 称 分 類

うち包含層出土数
総 数 総 数

石やり・ナイフ

〃

〃

〃

〃

土 器 ’
６6

01 27 27 IB 6~

Ia〃

68 ４

１

６

９
５２

IB2a 8 8

Ib－1

~
〃

2,848 IB2b 6 6

~

Ib－2 5，736 5,530 IB2c ３ ３

Ib－4 4,783
〃

4,287 IB2－ ３ 3

Ib－ QRq
轡ぜぜ

〃

959 IB－ 26 26

Ⅱa－2〃 1扉

11 お
一
ｕ
一
釦

IC1a ４ 4

Ⅱa 21
〃

IC1b〃
1 1

Ⅱb 30
〃

IC2a"
3 3

Ⅲa 2,638 2,568 IC2b″

一

〃

4 4

″

Ⅲb－1 1,167 1,022 IC3 11 11

~
~
~

mb-2 1 3,605 ｜
P

qlワ目
V,▲0J

T戸一
人し 1

〃

1

Ⅲb－3 2,422
〃

2,264 つまみ付きナイフ ⅡA1a 56 49

Ⅲb－ 2,837
〃

2,837 ⅡA1b 8 6

Ⅲ一 ３
｜
ね

０
｜
ね

ⅡA1 c〃

8
８
℃

Ⅳa〃

ⅡA1。〃

Ⅳb 7ノノ

６
｜
妬
一
的
一
癖

ⅡA1一 13〃 Vq
4唖

Ⅳc 23〃

IIA2a 2〃 ２

〃

Ⅳ－ 19 IIA3 2〃 ２

〃

Vb 3,285 ⅡA－ ３〃 ３

Ⅵ ２ スレイパー ⅡB1a 10 10

Ⅶ ６ ６

５

５

５

３

７

５

１
分

７

６

１

４

ⅡB1b ５"
5

不 明 ３

５

４

２

３

９

Ｊ
１

８

８

１

４

ⅡB1－ 1
〃

1

＋ 器 計一

ⅡB2a 16〃 ６

０

１

２石やじ り IA2a 47 47 ⅡB2b 20〃

IA2b
内F

DD qQ
uJ ⅡB2一〃

’ 1

IA2－ 25〃

弱
－
４

ⅡB3〃 17 16

IA3a 4〃

ⅡB4〃 9 9

IA3b 10〃

ｍ
一
ｍ
一
Ⅳ
｜
吃

ⅡB5 18 18
〃'

IA4a 1ワ月
坐凸凹

〃

ⅡB6 1q
よい

1，

｣必
〃

IA4b l l7 ⅡB7 ３〃 ３

IA4－ 12
〃

ⅡB8 180 171

IA5 51
〃

49 ⅡB一 qワ
リ凸

〃

32

1A一 44 43 異形石器 ⅢA 5 5

石やり・ナイフ IB1a 56 54 ⅣAコ ア ワ｡
』』 71

IB1b

’
6

〃

5 フレイク･ﾁップ ⅣB 34，252 25,822

[B'｡ | ' |IB1c 1 WC l ,6& |’
〃

使・フレイク1 qq7
VU~0
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Ⅱ大麻1遺跡

分 類
量

うち包含層出土数

21

数

型

４

１

２

２

５

９

６

１

６

９

１

８

３

２

５

０

４

２

館

１

卯

、

弘

数

，

０

８

３

４

８

総

類

ａ

３

４

－

１

２

ｌ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

“

“

“

“

皿

唖

分

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅷ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

分類 称

石

石

石

錘

礫

品

計

計

ム

ロ

捨

寺

り

〃

〃

〃

〃

．

〃

。

〃

礫

〃

玉

製

器

皿

名

す

砥

石

石

使

土

石

合

数

土

１

１

３

６

０

１

２

７

１

２

０

２

３

１

３

１

２

量

副

１

８

１

２

１

含包ち
一

つ
数

、

別

焔

６

１

３

３

１

１

３

１

２

３

１

３

１

２

２

１

１

数

総

類

ａ

ｂ

一

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

“

唖

唖

唖

函

吟

皿

匪

Ａ

Ｂ

Ｂ

１

２

４

５

－

１

２

分

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

名称 名 称

磨製石斧

〃

〃

〃

〃

３

１

１

０

５

６

４

１

蛇

灼

１

鯉

２

０

汚

扣

４

２

１

３

９

５

Ｐ

３

４

Ｚ

３

７

斧

石

石

き

製

た

打

た

″

’

〃

'′

〃

礫 器

〃

きよ

石 鋸

す り 石

〃

構遣2

遺構には，住居跡，墓T上･ツト， その他のピット，焼土がある。

住居跡とみなされるものは， いずれも浅く，皿状をなすものが多い。また，主柱穴とみなされ

るものは，いずれにも検出されていない。OH-10は早期のもので，皿状をなし，焼土は認めら

れていない。他は中期のもので，壁の立ち上がりが不明りょうなものが多いが，焼土はOH-3

を除いて全例で認められている。OH-1がⅢ群b－3類土器，他はⅢ群b－2類土器の時期のも

のとみなされる。 これらの住居跡の遺物は若干浮いた状態ながら，完形に復元された土器も含ま
えにわ

れていて，恵庭市柏木川遺跡（注1）や広島町中ノ沢B遺跡（注2）において認められた出土状

況に類似している。

墓には，遺体は認められていなかったけれども，平面形がすみ丸長方形の士擴墓で，底にベン

ガラが敷かれていた(OP-4)。副葬された器物はない。埋めもどされた土の中に第2層の黒色

土を含まないことと, 14C年代6,900=t100年B.P.が得られたことから，早期に属するものとみ

なされる。

Tピットには，平面形が細長いものと，小判形をなすものとがあり，後者の場合，底面に1個

の穴をもつものが多い。従来, Tピットからは遺物が出土しないと考えられてきたが, OP-35

からは，縄文時代中期後葉のⅢ群b－2類土器の大破片と炭化した植物の茎などが底面から検出

され， この炭化物から3,760=t120年B・P.の1℃年代が得られている。また, Tピットの配列

は，札幌市教育委員会の調査（注3）によって明らかにされたように，一列に並ぶ特徴をもって
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Ⅱ大麻1遺跡

いる。

その他の上･ツトとしたもののうちには，炭化したクルミの殻が多数検出されたものがあった

(OP-10)。 これは，貯蔵用の穴とも考えられる。時期は，縄文時代早期である(14C年代6,550

+100年B.P.)。なお，早期に属するとみなされる無遺物の，平面形円形を呈する小土擴が8個

確認されている(OP-2･OP-5・OP-12・OP-33・OP-34・OP-40｡OP-48･OP-57)。

さらに，性格を知り得ないけれども，早期の遺物を伴う大きく深い土擴(OP-46) と，大きい

けれども浅い士擴(OP-14・OP-59)が検出されている。後者からは，炭化したクルミやすり

石(OP-14)が出土し，作業場の跡かとも思われる。

縄文時代中期に属する性格不明の士擴には，長径2.44m,短径2.25mの大きさの浅いすみ丸

方形をなすもの(OP-60),長径1.78m,短径1.52mの，やはり浅い長円形を呈するもの(OP

－21）がある。両者とも，底面や壁の立ちあがりは明りょうで，住居跡に類するものかもしれな

い。前者からはⅢ群b－1類土器，後者からはⅢ群b－3類土器が出土している。

焼土には，遺物を伴うものと，伴わないものとがあり，伴うものは， その遺物からみて縄文時

代中期末のⅢ群b－3類土器の時期に属すると思われる。

また，縄文時代中期の焼土および住居跡の床面あるいは覆土中に， しばしばフレイク・チップ・

の集積がみられ，石やじりの未製品かとみられるようなものも含まれていて剥片石器の製作の状

況をうかがい知ることができた。

’

注1． 高橋正勝編1971 ：柏木川一擦文時代・縄文時代晩期の墳墓と縄文時代中期の住居

趾，北海道文化財保護協会

2． 峰山・高橋・倉谷1973：中の沢B遺跡，北海道広島町中の沢240～11遺跡発掘調査報

告書広島町教育委員会

3． 札幌市教育委員会1977: S267, 268遺跡，札幌市文化財調査報告書虹V

(1) 住居跡

0H-1

位置N-33-a,-b,-c,-d

規模2.20／2.02×1.59／1.39×0.19

平面形不整長円形

構造上の特徴床は， しまりがよく堅いが，凹凸がある。北西壁の立ちあがりは明りょうで

ない。炉跡には，約10cmの厚さの焼土が堆積していた。柱穴は認められなかった。

覆土 I 黒褐色士

Ⅱ黒色士（植物の根による攪乱が多い）
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Ⅱ大麻1遺跡
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物（別表A)

拝討’
量量数 数 量

名 称 分類 名 称 分 類
覆土 床 垂

一
懇

床
二 L

同I

土 器

"

Ⅲb－1 1 1 ﾌﾚｲｸ･チップ ⅣB 218

Ⅲb－3 皿
一
Ⅳ

11 石皿・台石 ⅦA 1 1

不明 1ワ
L、 礫 l XB2

〃
45 45

睡
配

265＋器 号＋一L－ 脚』~
ウq
~V 石器等計

ⅣAコ ア 1 合 計１

備考確認面付近から, obs. のフレイク・チップ，Ⅲ群b－3類土器が多量に出土した。

図示した遺物 （別表B)

分類 大きさ、/、名 称 雷量只 層位 材質 名 称N、 Nq 分類 大きさ、/、 竜量質 層位 材質

Ⅲb－3土 器 ‘（246） 覆土 mb－31 土 器 覆土６

Ⅲb－1２
~

〃 〃 〃

Ⅲb－3 床3 ⅣA 床8 31×41×29ゴ マ Obs〃

密十4 石皿・台石 ⅦA －×211×109 覆十9 And．〃 "

5 〃 " 〃

0H-3

位置L-20-c,L-21-b,M-20-d,M-21-a

規模3.40/3.03×3.35/2.92×0．24

平面形円形

構造上の特徴床は， しまりが弱く軟かい。壁は，全周緩やかに立ちあがる。炉跡・柱穴は

‘ない。

覆土 I 黒色士（粘性あり）

遺物（別表A~

| ゞ ”
数 量 数 量

名 称 分 類 分 類

覆土 床 計 覆土 床
雪 L

同I

Ib－1 1 1土 器 磨製石斧1 VA－ ’ 1 1

2 ， 3 たたき石Ib－2 VC2 1 1"

Ⅲb－1 3 3 フレイク･チップ 41 42ⅣB 1〃

Ⅲb－2
可戸 か

」0 0 19 礫 XB2 8３ 5"

不明 石器等計4 4 53〃

土 器 計 ．△． 計【．30 83

スクレイパー ⅡB－8 1 1

ワワ
白目



Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物（別表B)

四
四~

Nq

8

Nq 大きさ、/、 層位 材質重量9名 称 分類大きさ、/、 重量9 層位 材質分類名 称

’’ 床

~〃
Ⅲb－2土 器Ib－2 床土 器1

9 1 〃 ｜ 〃’ 覆士２ 〃

汀司覇十lO 〃 ’ 〃床Ⅲb－1３ 〃

~Obs．41×34×11ⅡB811 スクレイパー4 〃〃ﾉｸ

一 i1，

1凸 恥
一
Ⅷ

フレイク

磨製石斧

〃

5
ﾉノ

~

ui
l"|：

1到
4V

装14

Ⅲb-2に

６

〃 覆土
~

? ’ ，， ｜ 〃 ’

７

〃ﾉノ 57×49×35飾品原材

｡’

α

１

口

２

Ⅸ

Ｉ蕊
一
~
~
■
詮
蕊
~
蕊

蕊

？

侭

￥

簿

“

~

~

：

３

．

、

７

１

口

α

口

Ｉ

１１蕊
蕊

蝿

蕊

、

〆

灘

聯

蕊

雲

蕊

《

＃

”

町

．

。

」

守

“

蝉

，

Ｊ

ｐ

Ｉ

的

ｆ

色

へ
●

諏
叱
坐
〆
い
ぷ
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図2-4 0H-3と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

0H-4

位置N-20-a,-d

規模3.95／3.58×3.13／2.85×0.24

平面形長円形

構造上の特徴床は，平坦でしまりがよい。壁の立ちあがりは，南から西の壁以外は緩やか

であるが明りょうである。床の中央部には， 2か所に焼土が分布しているが，炉としての

掘り込みはない。柱穴は確認されなかった。

覆土 I 黒色土

Ⅱ褐色士

Ⅲ褐色士（色調はⅡより明るい）

蕊

Ｉ

Ｉ

山

も

‘
４
ヨ
ノ
刈
軋

問
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閏
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か
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ｎ
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・
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、

。

』
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Ｈ
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‐
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『
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．
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２
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．
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・
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図2-5 0H-4と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

数 量~r 称 ｜ 分 類 ’
量~数

分 類名 称
十二

二
口｢颪覆 計床覆土土 床

-斤３土 器 不明 ３４ゴ
ー
宅

、
一
ｍ

4土 器

60１畳
Ｆ
Ｒ

ｐ
一
吋

且
包

土
11

1 1石やじ り IA4a1Ib－4 1〃

~

945044ⅣBフレイク･ﾁップ1１

０
１

２

~~
ａ

ａ

Ⅱ

Ⅱ10

〃

２11使・ フレイク ⅣC10〃

３２1使 ・ 礫 XA166〃 ｜ Ⅲa

”812礫 XB22Ⅲb－1 ２

’

７ 2』 ｜ 120石器等計14Ⅲb－2〃

計 ’ 1帥合8Vb 8ノノ

備考床面南西端の皿状の上°ツトからは，多数のフレイク・チップ°が出土した。

図示した遺物 （別表B)

大きさm/ml重量gl層位
’
’
１
１
１
１
口
１
１
今
４
４
州
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
庁
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

｜ 分類 材質1

大きさ、/、 名 称分類 材質層位 NQ霞量只名 称血

錘
床

床Ⅲb－2土 器10Ib－2ェ 器
1

1

〃

覆土 11 〃 〃

Ⅱa－2
2

' ' '@Ⅲb－1
〃〃

3 〃

覆十上司、

」。
〃 ﾉﾉ〃

４ 〃ノノ

床14Ⅲb－2
〃〃

〃、

－』
i~l
｢－1
｢司

覆土Vb15 〃〃

6 〃〃

'6床
〃ノ

〃

7 〃ﾉノ

国
床0．834×12×3.2石やじり IA4a覆土 '78 〃〃

床
' 9 19

”〃

OH-5

位置M-21-b,-c,-d,N-21-d

規模5.19／4.66×4.60/3.92×0.23

平面形長円形

構造上の特徴床は， ほぼ平坦であるが， しまりが弱く軟かい。壁I

しており，北から西にかけての部分では不明確である。炉跡には，

た。柱穴と認められるものはなかった。

覆土 I 黒色士

Ⅱ黄褐色士（ローム・ブロックを多量に含む）

壁は，皿状に緩やかに傾斜

は，焼土が薄く堆積してい

Ⅲ黒色士（粘状）

Ⅳ暗褐色土（粘性あり）
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図2-6 0H-5と遺物(1)
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図2-7 0H－5の遺物(2)
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Ⅱ大麻1遺跡

1

~
~

35

I

I

[二二二34

こ－つ 3736

図2-8 0H-5の遺物(3)

遺物 （別表A)

数 量 数 量
名 称 分 類 名 称 分 類

覆土 ｜ 床 ｜ 計
｢－~｢一志

床 言＋
回』

4

床 言 1
卸』 覆土

土 器 Ib－1

~Ib－2
76 スクレイパー７ ⅡB883 4

2 11 コ ア２ ⅣA 1 1

‘ ’Ⅱa－1 1"

フレイク･ﾁップ ⅣB 72 14 86

Ⅲa 8 1 使・フレイク9 ⅣC 1 1 ２
’
２Ⅲb－1 3

| 磨製石斧
３ VA4 1 1

Ⅲb－2 1u 10
〃

121 打製石斧 VB 2 2

Vb 1〃

使 ・ 礫1 XA1 1 1

不明 1 1 礫 XB2 15 1 16

土 器 計 221 石器等計 116

石やり・ナイフ IB1b 1 合1 計 337

｜ ’スクレイパー ⅡB3 1 1

備考床は，植物の根によると思われる攪乱を受けていた。西壁付近から，図17．18．23の

土器が一括出土した。北東壁の近くからは, obs製の石やり (26), スクレイパー(27),

多数のフレイク・チップ。が，北西壁付近からは，石斧3個（33°34．35）が検出された。
図示した遺物 （別表B)
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Ⅱ大麻1遺跡

材質名 称 分類 大きさ、/ml重量9 層位 名 称 分類 大きさ、/、 重量9 層位 材質NqNq

Ib－1土 覆土器 Ⅲb－21 土 器 羽＋20

~
~

ﾜ ワ1
日壬

〃 〃 〃 ／ノ ノノ

3 ワワ〃 〃 〃 〃〃 〃

床 床4 ﾜ罰
一V

〃 ”

頃
曵 24 覆土〃 ” ノノ 〃

6 25 Obs．〃 〃 〃

石やり・ナ
イフ

Ib－2

~〃
IB1b７ 覆土 記

一
訂

82×36×17.4 ７/' 〃

8 ⅡB3 39><25×6 1 床スクレイパー〃

Ib9 謂十ⅡB8 30×63×7恥〃 〃 ｿ'

Ib？10 29 40×35×3〃 〃 〃 〃ノノ

11 Ⅲa 30 －×28×7
〃 ノノ 〃 〃

12 31 61×38×12 Ha－Sh
〃 〃 〃 " 〃

13 qワ
ピ己 ⅣA 57×35×22 Obs．

"
ア〃 ■I" 〃

磨製石斧14 33 VA4 147×48×20 275 床〃 Mud〃 〃

15 34 濁土〃 〃 〃 〃〃

16 Ⅲb－1 qE
凹哩 打製石斧 VB －×23×9〃 ノグ 〃 〃

1ワ
ュ』 の （160）〃 Ⅲb－2

n戸

00 〃 98×51×17 109ノノ ﾉ'

18 の （276）
n斤

｡’ 礫 XB2 84×46×11〃 〃 〃

19 〃 〃 〃

OH-6

位置L-19-c,L-20-b,M-19-d,M-20-a

規模7．99／6.24×6.61／4.74×0.30

平面形長円形

構造上の特徴床は，凹凸が著しく，西側は風倒木により攪乱されていた。壁は，全周傾斜

が緩く，不明りょうである。炉跡は， ほぼ中心にある。それをとり囲むように8個の柱穴，

4個の小ピットがあり， 同様の小ピットは，東壁外からも発見された(P-5 ． 6)。

覆土 I 黒色士 Ⅲ黄褐色土

Ⅱ暗褐色士（黒色士ブロックを含む）

遺物 （別表A)

数 量 数 量
ごケ

称口 分 類 名 称 分 類
覆土 床 弓＋

回I 覆土 三上
ロI床

Ib－1土 器 石やり・ナイフ11 11 IB1a 1 1

Ib－2 つまみ付きナイフ1 ⅡA1a ２] ２〃

Ib－4 64 64 ｽクレイパー ⅡB8 ２ ２〃

Ⅲa 13
可へ

』』 フレイク･チップ 3"716ⅣB 445 4‘161

Ⅲb－1 使・フレイク5 ５ ⅣC ３ 3〃

Ⅲb－2 磨製石斧124 124 VA4 １

－

１

I

Ⅲb－3 たたき石9 9 VC3a 1／'

Vb 砥 石３ 3 ⅥC1a 1 1〃

不明 石皿・台石59 59 Ⅶ 1 1〃

土 器 計 289 礫 XB2 106 106

石やじ り 石器等計IA4a ２

２

ﾌ

4，284

’
合 計IA5

声
吻 4，573"

I IA-〃 1 1
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31



Ⅱ大麻1遺跡

I

露
熟
睡
識

。
・
揺
鍛
琴
紫

患亀
. , ／ 鐡漆ぐき

－42
1

〔野r感 寂，翌二.; ･･ ･､ ･具竺二二一
一

45
1

川
|I ’

'’ 1

畦

一
一~

Ⅱ
Ⅱ
Ⅷ
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅵ
Ⅱ
川
Ⅲ
Ⅲ
い
Ｉ
１
１
１
‐
ゴ
ガ
７
Ｊ

3
二’

－－

図2-11 0H-6の遺物(2)

備考図1の土器は，炉跡の北東側から一括出土。 P-4内からは，約3,700点のobs・の

フレイク・チップが出土した。

図示した遺物 （別表B)
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Ⅱ大麻1遺跡

重量g1層位 材質大きさ、/、層位 材質 名 称 分類Na 重量9 Nq大きさ、/、名 称 分類

覇十mb－2土 器覆土 24｡(236)×333土 器 Ⅲb－21

２
ｌ
３
ｌ

2

３

25I b－1 〃〃ﾉノ

26Ib－2〃
ノノ〃〃

27Ib－4
〃

4
〃〃〃

~

’

28 〃〃

5
ノノ〃

29 〃

6 ″

一

″

〃〃〃 〃

Vb30 〃〃〃"'

31 〃〃ノノ
〃

Obs．石やじり 30×14×3.1 0．9IA4a
nn

Dム9 "'〃

一×11×4.5qq
UJ

〃〃'

10 〃〃

1A･534
Jノ〃

11
〃〃

25×12×3.9 1.1
nF

｡｡〃 ｜Ⅲa12
〃 〃

1A？
nか

0013
〃〃″

’

〃

’

石やり．ナ| !A'bイブ
5.8

n句

O｛ 48×19×7．6 〃／ノ

14 ″

’

〃

〃

唱 15 ?ま？付訂nA]｡ Ha－Sh38 〃
〃

19f戸

ID
〃〃

スクレイパー

〃

〃ノノ 〃

~

㈹
一

117×36×9 TuⅡB8

ノノ

ⅣC

〃
'7 1 〃 〃

~~~~~

'8 1 ′′ Obs八t
宝上

〃ノノ

－

mb_｣ | パワ
芝白 フレイ ノ19 1 ノ′

〃ﾉノ

磨製石斧 (96)×37×15 rQ川、
、J可ノ Mud43 VA420

〃〃ノノ

Pu、砥 石 32×24×2444 ⅥC1 a21
〃

〃

45 たたき石 SaVC3a22
〃J′〃 ダ〃

石皿･台石 Ⅷ And－×173×61Ⅲb－2 46oq
凸リ

〃Jノ

0H-9

位置M-22-c, N-22-a,-c,-d, N-23-a

規模6.76／5.18×5.70/3.92×0.2()

平面形上部が削平されており，形状不明

構造上の特徴床は， しまりが弱く，軟かい。炉跡は，掘りこみがなく，床が淡く赤化して

いる程度である。柱穴は認められなかった。

覆土 I 黒色土

Ⅱ褐色士（ローム粒を含む）

Ⅲ黒色士（焼土粒を少量含む）

0H-10

位置Q-33-c,-d, Q-34-a, b

規模3．17／2.44×2.52／1.98×0．21

平面形長円形

構造上の特徴床は， 中央部が深く，皿状を呈している。壁の傾斜は緩やかで，立ちあがり

も明りょうでない。炉跡・柱穴は認められなかった。

、の
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Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

土覆 黒色士

黒褐色土

褐色士（ロームとⅡの混合）

黒褐色士（木根の腐植士）
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)
~

量量
一
計

数

壼「覆土
分 類名 称

分 類
称

床床

1つまみ付きﾅｲﾌ ⅡA1a1Ib－2 １
｜
蛇
－
１

土 器

11ⅡB8スクレイパーワq
合』Ib－4 1〃

~

~

丁
司

２

1 1 13ⅣC ’ 12使・フレイクⅢb－1 1〃

１
１
１
１

’

' 三
浬

2礫 XB2Ⅲb－3 １1″

一

〃

一一

｜石 器等計2不明 ２

｜
’

頁ワ
リ~

△
ロ

言＋
団128土 器 計

’ 1IA2b石やじ り 1

6550±100Y.B.P. (N-3662)で備考本住居跡の床面から採取した木炭片の'℃年代は，

ある。

、32 71 【
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図示した遺物 （別表B)

大きさ、/m重量g層位材質Nq

覆土 6

〃 7

床 8

租土 9

〃 10

癖
腱
』
〃
〃
〃

号

称

号

″

″

〃

〃

名

こ
こ

恥

１

２

３

４

５

名 称

土 器

石やじり

つまみ付き
ナイ フ

スクレイパー

フレイク

分類 大きさ、/m重量g層位材質

Ⅲb－1 覆土

IA2b l7×6×2.3 0.2 " Obs．

Ⅱala " Ha－SlL

ⅡB8 37×33×12 " Obs．

ⅣC 53×44×5 " Ha-Sh.

Ib－4

~〃
I

IA2b

~Ⅱala

(2) 墓

0P-4

位置N-14-a

規模0.91/0.76×0.70/0.64×0.70

平面形すみ丸長方形

長軸方向N-52o－W

頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は平坦で，壁は急傾斜をなして立ちあがり，長軸方向の雛は，ややオー

バー・ハングしている。底面にベンガラが分布していること，攪士が埋めもどしを示して

いることから，士擴墓と確認した。

覆土 I 黒色士 v黄褐色土

Ⅱ褐色士 Ⅵ暗黄褐色土

Ⅲ褐色土（粘性あり） Ⅶ黄褐色士（ベンガラを多量に含む）

Ⅳ暗褐色士（炭化物を多量に含む）

遺物 （別表A)

底

数

土

１

３

榎

量
計
－
１
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
２

ｆ

ｌ

３

７

二
言
、

量

底

数

土

１

覆

類

３

~

分

睡

名 称 分 類 名 称 分類

土 器

〃

土 器 計

フレイク･チップ

Ib－1

m－

す り 石

石器等計

合 計

’ ｜
蛇 ２

~
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Ⅱ大麻1遺跡

(N-3664)である。備考本土擴墓底面から採取した木炭片の'℃年代は6,900±100y.B.P

3Z､62 やョ2．70

理。' ・'"。
1

＄

垂
ｄ
一》

ｃ
一

ベンガラ

｜ ，32"，
ロ1

3Z､72
32,由

｡王80~~Ｃ
ｌ

1 1

図2-14 0P-4と遺物

図示した遺物 （別表B)

(3) Tピット

OP-1

位置L-14-a

規模2.36/2.04×0.49/0.10×0.87

長軸方向N-60.-W

構造上の特徴底面の短軸断面は，狭いU字形を呈する。壁は， ほぼ垂直に立ちあがり，開

擴部では，側壁の傾斜が緩やかになる。遺物は発見されなかった。

覆土 I 黒色士（粘性あり） Ⅳ黒褐色士（黒色士を含む）

Ⅱ黒褐色士 V暗褐色士

Ⅲ黄褐色士（壁の崩落土） Ⅵ黒褐色士

37
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1

ワ
空

名 称

土 器

すり石

分類

Ib－2

ⅥB－3

大きさ、/、

85×45×20

重量質 層位

覆土

〃

材質
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32 60
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32 78

32．72

d32BO~C

~

■ J＝畢迅一

図2－15~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~OP-1
~

~~~ ~~

0P-17

位置L-15-b,-c

規模1.54／1.17×1.24/0.33×0.86

長軸方向N-88o－E

構造上の特徴底面は平坦で， 中央に円すい形の小ピットをもつ。壁は急傾斜に立ちあがる

が，開擴部は崩壊のため緩い傾斜となる。

覆土 I 黒色土 Ⅵ褐色土

Ⅱ黒褐色士 Ⅶ黄褐色土

Ⅲ暗褐色士 Ⅷ黒褐色土

Ⅳ暗褐色士（Ⅲより色調が濃い） 砥黒色土

V黒褐色土

遺物 （別表A)

計

９

１

７

Ⅳ

量

底

数

土

９

１

７

覆

類

２

３

－

一

明

ｂ

ｂ

分

Ⅲ

Ⅲ

不

称

器

計

″

〃

器

名

上

土

岳

名称分類
数

土

８

０

覆

１

類

２

Ｂ

Ｂ

分

Ⅳ

Ｘ

分類
＋

Ｉ

８

０

８

５

量

呈

『

．

ロ

－

１

《

３

名 称
底

ﾌﾚｲｸ･チップ

礫

石器等計

合 計
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図示した遺物 （別表B)

凸#"-b｡燕
32，83 ~○一
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ロ

ひノ

ゥ ／ ・32 9Z

｡’ ’
3276

33‘”
b33.“
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図2-16 0P-17と遺物

0P-18

位置L-16-b7- '一c－≠ ~ ~

規模1.28／1.32×0.60/0.47×0.80

構造上の特徴底面は平坦で，底面に小ピット1個をもつ。壁は， ほぼ垂直に立ちあがり，

両端ではオーバー.6~ハングする。

覆土 I 黒色士 Ⅳ黄褐色士

Ⅱ褐色士（粘性あり) V黒色士（粘性あり）

Ⅲ黒色土

遺物 （別表A)

” ． 'ゞ塾， “ ﾎﾄ
量 ’ 数 量

覆土｜ 底 ｜ 計
3 1 1 3

名 称 名 称 分 類

土 器 Ib－2

〃 Ⅱa－2

〃 Ⅲa

ノノ Ⅲb－2

〃 不明

土 器 計

１

－

１

1 ﾌﾚｲｸ･チップ

1 礫

’ 1 玉

’ 21 土 製 品

4 石器等計

28 合 計

ｆ計
第口

等

器

石合

２

Ｂ

Ｂ

Ⅳ

Ｘ ｍ
－
１
ｌ
１

扣
一
１
－
１
｜
鴫
一
妃

20~1

－云卜

39
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1

2

名 称

土器

〃

分類

Ⅲb－2

Ⅲb－3

大きさ、/、 重昌只 層位

覆土

〃

材質
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図2-17 0P-18と遺物

図示した遺物 （別表B)

称

器

″

〃

〃

名

土

恥

１

２

３

４

分類 大きさ､/m重量g層位材質| Nd 名 称 分類
’ 5土 器mb－21b一2 覆土

｜ ‘ 〃 〃Ⅱa－2 〃

7土製品歯面に寝Ⅲa 底

’ 8Ⅲb－2 〃 玉

大きさ､ﾉ、重量g1層位材質
一

覆土
一石

〃

一x12x9 "

j9×7 0.7 " Ta･

0P-19

位置K-23-b

規模1．28／1.01×0.89／0.22×1．34

長軸方向N-32。－W

構造上の特徴底面は細長く，平坦である。壁は急傾斜をなし，西壁には段をもつ。

覆土~ ’ 黒褐色士 Ⅶ暗褐色士（ローム粒を多量に含む）

Ⅱ黒色士 Ⅷ黒褐色土

Ⅲ黒褐色土 Ⅸ黄褐色士（崩落したローム）

Ⅳ黒褐色士（壁の崩落土を含む) X黒褐色土（少量のローム粒を含む）

v黒色土 虹黄褐色士

Ⅵ暗褐色士（少量のローム粒を含む） 皿黒褐色土
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

~~
計

７

１

輪

一

風

的

量

１

床頚

４

一

一

壷

数

土

~

輻

一

．

〃

１

ｌ

上

Ｑ

リ

エ
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礫
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図2-18 0P-19と遺物

図示した遺物 （別表B)

0P-27

位置O-35-b, P-35-a

規模4.58／3.73×0.54//0.16×0.85

長軸方向N-21o－W

構造上の特徴底面は，長軸方向に水平で，短軸の断面はU字形である。壁は急傾斜に立ち

南端部には段がある。

暗褐色土

茶褐色士

あがり，

覆土 I

Ⅱ

、黄褐色士（壁の崩落士）

Ⅳ黄褐色士（壁の崩落士。ブロック状）

41

Nq

1

2

3

名 称

土器

"

砥 石

分類

Ⅲb－1

"

ⅥC2

大きさ、/、

49×39×30

重量輿 層位

覆土

〃

〃

材質

Sa．



Ⅱ大麻1遺跡

V暗褐色土

Ⅵ黒色士

遺物 （別表A)

Ⅶ黄褐色士（Ⅲより色調が濃い）

Ⅷ黒色士

| ､ 、1名 称 ’
~量数 量 数

分 類 名 称 分 類

覆土｜ 床 ｜ 計

】 ’ 1’ 1

計

“

１
－
巧
一
躯

床土

１

１

６

』

覆

－
４

一

１

4141

11

寸戸

」0

58

割土 Ib－2 ﾌﾚｲｸ･チップ ⅣB

〃~〃 mb－1 ３ す り 石3 ⅥB4
~

Ⅲb－2〃 ２ 礫 XB2 1 16~~

~

Ⅲb－3 1 石器等計
〃

1

E二 〃 不明 25 合25 害 1

両I 90

土 器 計 32

~

－

２

－

４

篭

灘

鰯

１
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川
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川
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［
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
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Ｈ
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Ｈ
Ｈ
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川
Ⅱ
Ⅱ
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Ｗ
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図2-19 0P-27と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物 （別表B)

大きさ､′m重量g 層位 材質
覆土

ノノ

137x71x27 ′' And_

大きさm/m 重量g 層位 材質 NQ 名
5 土覆土

〃 6 ノ′

7 すり〃

｜〃

すり

称 分類
器Ⅲb~r

Ⅲb－2

罐
一
』
一
四
一
〃

WF土 器

2

石 ⅥB3″

″~

３

４ ノク

OP-35

位置Q-35-c,-d

規模1.28／1.36×0.72／0.44×1．11

長軸方向N-27o－W

構造上の特徴底面は，南側がやや狭くなる細長いすみ丸の台形を呈し，平坦で， 中央に円

すい形の小ピットをもつ。壁は， ほぼ垂直に立ちあがり，長軸方向の壁はオーバー・ハン

グしている。

覆土 I 黒色士（炭化物を微量含む) V暗褐色士（ローム粒を含む）

Ⅱ暗黒褐色士（黒色士ブロックを多量に含む）Ⅵ暗黒褐色士（ローム粒を含む）

， Ⅲ黒色士 Ⅶ暗褐色士（ローム・ブロックを

Ⅳ暗黒褐色土 f 少量含む）

3245 I__J
｝

I
3244

Cl~~~~~~~~~~~~
皿j~~~~~~~~~~~~

》溌胤
~ 『竺瀞首 蝿 シ

王43
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図2-20 0P-35と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

’
Ⅷ黄褐色士（粘性あり）

Ⅸ黒色土

X黄褐色士

遺物 （別表A)

虹黒色土

皿黄褐色士（炭化粒を微量含む）

Ⅷ黒色士

量
計
一
蛇
一
辿
一
妬
鎚

量
名 称

計

1 フレイク･チップ

2 礫

12 石器等計

3 合 計

名 称

３

数

土

１

１

２

３

８

覆

１

底

数

土

２

４

覆

１

１

名 称 分 類 分 類
底

土 器

〃 １

２

３

－

一

一

明

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

皿

不

ⅣB

~XB2 ｜１
－
ｍ

’昭

〃

〃

土 器 計 36

備考確認面で多量の礫が検出された。底面からは，炭化物とともに，Ⅲ群b－2類土器

（図3）が出土した。本Tピットの底面から採取した炭化物の'℃年代は3,760=t120Y,B.

P. (N-3663)である。

図示した遺物 （別表B)

名 称 分類 大きさ、/m重量g層位材質| Nq 名 称 分類 大きさ、/m重量g層位材質

上 器Ⅲb－1 覆土 4 土 器 mb－2 覆土

底 " Ⅲb－3 "5
〃 〃

〃 mb－， 〃

〃

~Ⅲb－2

池
－
１
’
２
’
３

OP-44

位置M-17-d,M-18-a

規模1.78／1.15×1.30/0.31×0.88

長軸方向N-53o－E ，

構造上の特徴底面は平坦で，北東寄りに，深さ57cmの小ピットがあり，壁は急傾斜に立

ちあがる。

覆土 I 暗黒褐色土（木根の攪乱あり) V褐色土

Ⅱ暗黒褐色士(Iより色調が明るい） Ⅵ砂質士（壁の崩落士。炭化粒を含む）

Ⅲ暗黒褐色士（ローム粒を含む） Ⅶ黒色土

Ⅳ暗黒褐色士（ローム粒・黒色士ブロックを含む）

遺物 （別表A)

名

名
量

名 称
計

1 使・フレイク

4 石 錘

1 礫

‘ 石器等計
2 1 合 計

名 称称 分 類
数

覆土 底

土 器 Ib－1 ’

〃 Ⅲb－2 4

〃 mb－3 1

土 器 計

フレイク．チップ! IVB 2

称 分 類
底

数

土

２

１

７

覆

量
一
計
－
２
’
１
’
７
－
蛇

一
蝿

分 類

昨
一
岬
一
》
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Ⅱ大麻1遺跡
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図2-21 0P-44と遺物

図示した遺物 （別表B)

称 分類 大きさ、/m重量g層位材質

器Ⅲb－3 損土

錘ⅧA2 83×52><18 105 〃 Mud．

N‘ 名 称 分類 大きさ､/､重量g層位材質| N｡茗
1 土 器 Ib－1 覆土 3 土

2 ′' Ⅲb－2 〃 4石

OP-45

位置L-22-b

規模1.47/0.94×1.12/0.33×1.47

長軸方向N-13o－W

構造上の特徴底面は，すみ丸長方形で， ほぼ平坦であるが，両端がやや低くなっており，

中央に円すい形の小ピッI､がある。壁の立ちあがりは急で，両端の壁はオーバー・ハング

する。

覆土 I 黒色士 Ⅷ褐色士（壁の崩落士。 ローム・プロ

Ⅱ黒色士（軽石を少量含む） ツクを含む）

Ⅲ黒色士 Ⅸ褐色士（壁の崩落士）

Ⅳ黒色士 X明褐色土（黒色土ブロックを含む）

V暗褐色土（ローム・ブロックを含む） 皿黒色土

Ⅵ黒色士 Ⅷ褐色士（黒色士ブロックを少量含

む）Ⅷ明褐色士（黒色土ブロックを含む）
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

| ‘ ~ ． ’名 称 分 類’
数 量 数 愚名

称
分 類

i
覆土 言 ’底 覆土 底 言＋

回I

土 器 Ib－1 5 5 ﾌﾚｲｸ･ﾁップ ⅣB 81 81

Ⅲa ５ 礫 l XB2 28･ 28

Ⅲb－1 5 ５

石器等計
″

一

〃

109

｜ 合 計Ⅲb－2 1 10 10 可甸ハ

』j、

巾42
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図2-22 0P-45と遺物

図示した遺物 （別表B)

血
－
６
ｌ
７
ｌ
８

９
ｌ
ｍ

Nq

6

8

9

10

唾
■
■

材質名 称 大きさ、/、分類恥

１

雷畠9 層位 材質 名 称 分類 大きさm/ml重量9 層位

土 器 Ib l

〃

摺十 土 器 Ⅲa 覇十

2 〃

3 Ⅲb－2
〃 〃

”

4 〃 ｜Ⅲa 〃

〃、 〃
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Ⅱ大麻1遺跡

0P-50

位置R-34-d 規模1.34/1429×0.99/0.45×0.79

長軸方向N-26o－E

構造上の特徴底面は平坦で， 中央に小ピットがあるが， この小ピットは南に傾いている。

壁は， ほぼ直立する。

覆土 I 黒色士 V黒色土~(明褐色士を微量含む）

Ⅱ黒色士(Iより色調が濃い） Ⅵ明褐色士（粘性あり）

Ⅲ黒色士（粘性あり） Ⅷ黒色士

Ⅳ明褐色士（黒色土を粒状に含む）

遺物 （別表A)

上

Ｉ

４

１

○

倉

４

１

今

。

７

‐

Ｑ

〕

２

２

６

量
》
一
二
口

底

数

土

１

２

１

３

覆

２

類

ａ
ｌ

２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

分

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

Ｘ

分類
数
一
壁
－
２
｜
鵡
一
２
’
１
’
３
－
蝿

量
名 称名 称 ｜分 類

計
－
２

底~
つまみ付きナイフ

フレイク・チップ

使・フレイク

土 器 皿
一
睡
一
帽
娼
一
幅

15

｜
〃
｜
″
’

礫

石器等計

合 計

１
’
３

蝿

虹

不明"

-'一 器 計一

｡2．54

§P1

望60

残少

1

Rwh"」人 32,50
325B

Ｏ
一

５
－塁ｄ一~癖

一

罪

÷

皿

鍋

1． 灘霧堕潔I‘
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…ミヌ
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図2-23 0P-50と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物 （別表B)

Nq 名 称 分類 大きさ、/m重量g層位材質Nq

l 土 器 Ia 覆土 7

2 " Ⅲa " 8

3 " " 〃 9

4 " " " 10

5 " " " 11

6 " Ⅲb－1 " 12

名 称 分類 大きさ、/m雷量頁層位材質

土 器Ⅲb－1 覆土

〃 Ⅲb－2 "

〃 Ⅲb－3 "

〃 〃 〃

〃 〃 〃

旱ま字付亭 ⅡA1。 ‘0×25×8 ″ Sh．

0P-52

位置M-20-c

規模1.70／1.05×1.15/0.41×0.84

長軸方向N－2o－E

構造上の特徴底面は平坦で， 中央に円すい形の小ピットをもつ。壁は， ほぼ垂直に立ちあ

がるが，北壁上部は崩落が多く，緩傾斜となる。

覆土 ’ 黒色士（木根による攪乱あり） Ⅲ黄褐色士（壁の崩落土。粘性あり）

Ⅱ褐色士（粘性あり） Ⅳ黒色土(Iより色調が濃い。粘性あり）

遺物 （別表A)

分 類
底

数

土

３

１

７

覆

一

数

土

〃

牡

１

４

ワ

○

ｏ

四

侭

Ｕ

覆

計

４
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２

６

釦

量
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量
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↑
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１

７

１

１

二
写
ロ

旬
１
人
、
『
Ｕ

フレイク･チップ

使・フレイク

礫

石器等計

合 計
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２

３
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｜

明

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

不

器

計

〃

〃

〃

〃

器

土

土

”
｜
咋
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８
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Ｗ

ｎ
ｈ
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図2-24 0P-52と遺物
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Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物 （別表B)

層位材質N' 名 称 分類 大きさ､ﾉ､重量g層位材質｜
覆土 5 土 器Ⅲa 覆土

〃 6 " Ⅲb－2 "

ノノ 7 〃 〃 〃

〃 8 " Ⅲb－3 "

｜
恥
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

名 称｜分類｜大きさm/ml重量g

土 器| 'b-' |
〃 〃

ﾉﾀ 〃

〃 〃

OP 58

位置M-19-c 規模1.19／1.06×0.76／0.37×0.79

長軸方向N-33｡-E

構造上の特徴底面は，南西端が広くなる細長いすみ丸の台形で，平坦である。壁はほぼ直

立し，両端ではオーバー・ハングする。

覆土 I 黒色士 Ⅲ黄褐色士

Ⅱ黒色士（褐色土を含む） Ⅳ黒色士（粘性あり）

遺物 （別表A)

” ” ．|"圭, “
数

４

１

、

ひ

ｎ

ｏ

量

一

三

狸

２

’
数

名 称 分 類
覆土

礫 XB2 8

▲ 言＋

ロ ロI

量
一
計
－
１
’
８
’
６
｜
妬

名
一
土

底

Ib－1

Ⅲa

不明

器 １

’

８

６

閥

｜
’’’

〃

土 器 計

~ﾉﾐ

f
e

b
d －

iIL__ 、鐙：~I""斡一 M~R鏡,…
3

4

唖
ニ
ダ

罰

６

,｡衿~｡，秒

狸93
3310

〆一－ー~

｡'｜~’
329s

33m

f33IO~~b3310 e。
’

~

Ⅲ

図2－25 0P-58と遺物

図示した遺物 （別表B)

大きさ、/m重量g層位材質

覆土

〃

NQ 名 称 分類 大きさm/ml重量g層位材質NQ
1 土 器 Ib-1 覆土 3

1 ‘2 〃 皿。 ′′

類

〃

分
咋

称
一
器

名
一
土
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Ⅱ大麻1遺跡

(4) その他のピット

OP-2

位置L-15-a

規模1.02／0.95×0,92／0.84×0.03

平面形円形

覆土 I 暗褐色士

備考上部が削平されているため，壁はわ

ずかに残存する程度である。

ﾖZ70

ﾖ2.7

４率
可
Ｉ
Ｉ
Ｊ

３

残326

~~

十

、

毎

凸
32．64

aZEg

／
可OP-5

位置K-16-b,L-16-a

規模1．20／0.63×1.07/0.42×0.30

平面形円形

覆土 I 黒色士

Ⅱ暗褐色士（ローム・ブロックを

含む）

Ⅲ黄褐色士

32．75 3Z､80

C
b垂70

－－－竜ニーニニ二二二一－－
1

図2-26 0P-2

3Z,9832.罪

段
32‘95

④

L-I6-d○

~3290
b

~0 3293
0P-7

位置L-35-a,-b

規模2．22／1.72×1.41／1.05×0．43

平面形長円形

長軸方向N-62o－W

覆土 I 黒褐色士（､ローム・ブロックを

含む）

Ⅱ黒色土

Ⅲ黒褐色土

遺物 （別表A)

3293

32.9垂
0

－．一一一一一一一
32．95

b3320~

図2-27 0P-5

数
土
７

４

３

覆

量
名 称 分 類

底

~19
計
一
弱
－
４
｜
帥

Ib-2

ⅣB

土 器

フレイク・チップ

合 計

50



Ⅱ大麻1遺跡

備考遺物は西側に集中していた。
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図2-28 0P-7と遺物

図示した遺物 （別表B)

称 ｜ 分類

器1ib-'

分類 大きさ、/m重量g層位材

Ib－2 覆土

” 〃

質 N. 名

， 土
’ 4 〃

大きさ、/m重量g層位材質

底

覆土

Nq 名 称

1 土 器

2 〃

0P-8

位置 I-20-b,-c

平面形不整長円形

覆土 I 黒褐色土

遺物 （別表A)

規模2.27/0.78×1.64/0.66×0．45

長軸方向N-66.-W

Ⅱ黄褐色士

数

土

９

６

４

覆
類

１
ｂ

Ｂ

分

Ｉ

Ⅳ

分類

三
里

名 称
底

~8
計
一
印
－
６
－
“

土 器

フレイク・チップ

今 言十
に。 ロI

備考風倒木痕の可能性がある。
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Ⅱ大麻1遺跡
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図2-29 0P－8と遺物

図示した遺物 （別表B)

名

一

士

称： 分類 大きさ、/m重量g層位材質NO

器Ib－1 覆土 4

〃 ” 底 5

〃 〃 覆土

大きさm/ml重量gl層位材質
底

〃

地

１

’

２

’

３

名
一
士

称

器

分類

Ib－1

〃〃

OP－10

位置M-32-d

規模1.16/0.90×0.92/0.59×0.34

平面形長円形

長軸方向N-89o E

覆土 I 暗褐色士

Ⅱ暗褐色士（粘性あり）

Ⅲ暗褐色士（炭化粒を多量に含む）

遺物 （別表A)

明褐色士(ローム・ブロックを多量に含む）

褐色土

暗褐色士

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

量
一
計
妬
一
犯
一
、
’
１

|~~数

吾
十

７

１

９

６

二

二

画

４

４

陥

量

底

名 称 分 類名 称 分 類

Ib－2

不明

土 器

〃

フレイク･チップ

たたき石

石器等計

合 計

２

Ｂ

Ｃ

Ⅳ

Ｖ

土 器 計

つまみ付きナイフ ⅡA1a l l
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Ⅱ大麻1遺跡

備考覆土下部および床面から炭化したクルミの殻が多数出士。 この炭化物の14C年代は，

6,550=t100Y.B.P. (N-3661)である。
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図2-30 0P-10と遺物

図示した遺物 （別表B)

質NQ 名 称 分類 大きさ、/m重量g層位

5土 器 Ib－2 覆土

6 尹ま茅付亨 ⅡA1＆ －×22×7 〃
7 たたき石VC2 62×63×35 190 〃

芸~〃
大きさ、/m重量g層位材
一一冒

~ 覆土
〃

N, |名

丁匡

材質称
一
器

識
一
“
’

2

″

″

″

〃

○

Ｊ

４

４ 門
OP-12

位置J-12-a,-b

規模1.20/1.06×1.11/0.86×0．42

平面形不整長円形

向

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

方軸

土

長

覆

N-74o－E

黒色士 ，ﾆｰﾆ ．

暗褐色士（ローム粒を多量に含む）

暗褐色土（ローム・ブロックを含む）

黄褐色士（黒褐色士ブロックを含む）

暗褐色士（ローム粒を多量に含む）
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

名 称

’ たたき石
'－

礫

数
土
一
１
覆
類
一
手
毛

分

一

Ｗ

池

皇
皇

底 ｜ 計
| r

合 計

3ど.40
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１
１
１
１
１
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句
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一
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可争 珂睡~~~~~

口
~

型
一

ｍ
一

一

’

I

1

図2-31 0P-12と遺物
図示した遺物 （別表B)

’
OP-14

位置L-32-C,L-33-b,M-32-d,M-33-a

規模2.32／2.10×1.65／1.37×0．11

平面形長円形 長軸方向N-11o－N

覆土 I 暗褐色士（粘性あり）

54
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名 称

たたき石

分類

Vc3

大きさ、/、

83×73×43

重量9

365

層位

覆土

材質

Che．



Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)
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図2-32 0P-14と遺物

図示した遺物 （別表B)
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No．

1

2

名 称

土器

すり石

分類

Ib－2

ⅥB3

大きさ、/、

151×78×49

重量質

920

層位

覆土

〃

材質

And．



Ⅱ大麻1遺跡

0P-15

位置Q-35-a,-d

規模2.00/1.33×1.90/1.27×0.35

平面形不整円形

覆土 I 黒褐色士 v明褐色士（ローム・ブロックを多量に含む）

Ⅱ黒色士 Ⅵ暗褐色士（ローム・ブロックを少量含む）

Ⅲ暗褐色士 Ⅶ褐色土

Ⅳ黒色士 Ⅷ赤褐色士

遺物 （別表A)

名 称

ﾌﾚｲｸ･チップ

使・フレイク

礫

石器等計

合 計

名 称
数
一
》
’
３
’
４
－
聡
一
訂
－
６
’
１
｜
妬

量
一
計
３
’
４
｜
媚
一
脚
－
６
｜
↓
｜
妬
一
噸

数
一
》
｜
、
’
２
｜
狸

計

Ⅳ

２

量

１

底

名 称 分 類 分 類
底

』
賑
一
四
峅
一
鴫
一
ｍ
碑

土 器 ”
一
脈
一
理〃

狸
一
噸

〃

〃

〃

土器 計

246

備考OP-16を切る。

図示した遺物 （別表B)

Nq 名 称 分類 大きさ、/m重量g層位材質Na

1 土 器Ⅲa 覆土 8

2 " " " 9

3 " " " 10

4 " Ⅲb－1 ，， 11

5 " Ⅲb－2 〃 12

6 " " 〃 13

7 〃 ／' 〃

覆土

~〃

名 称

土 器

分類

~Ⅲb－2
大きさ、/m 軍量g 層位材質

〃

〃

〃

" Mud．

〃 Obs、

ノノ ノノ

I

Ⅲb－3

〃

ⅣB

ⅣC, 39×18×5

．〃

〃

〃

フレイク

使・フレイク

0P-16

位置Q-35-a,-b

平面形不整長円形

覆土 I 黒褐色士

Ⅱ黒色士

Ⅲ暗褐色士

Ⅳ黒色士

規模（2.03)/(1.42)×1.55/1.00×0.49

長軸方向N-54o－W

V明褐色士（ローム・ブロックを多量に含む）

Ⅵ暗褐色士（ローム・ブロックを少量含む）

Ⅶ褐色士
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

数 量量数
名 ． 称 分 類分 類名 称

覆土 底 計

１

覆土 底 計
－
３Ib－2 石やじ り 1A､4a 1器土 ３

つまみ付きナイフ

フレイク・チップ

ⅡA1a 1Ib－4 1 11

ⅣB 62 621 1Ⅲa

訂27礫 XB2Ⅲb－1 QO
U色

句、

口乙〃

石器等計 91Ⅲb－2 14 、〃

合
吾上
面I 148Ⅲb－3 9５4

不明 6月

属7
J0土 器 計

備考OP-15に切られる。

図示した遺物 （別表B)

大きさmiml重量9名 称 分類 大きさ、/、 材質層位分類

Ⅲb－2

重量9 層位 材質 名 称NaNq

’ 覆土土 器需十器 Ib－2エ

底８Ⅲa２ 〃〃

覇＋・Ⅲb－3Ⅲb－1 93 〃ノダダノ

104
ﾉノ〃〃 〃ノノ ノノ

石やじり 34×13×4．3 1．6 Obs11 IA4a 〃
〃

0

つまみ付き
ナ イ ブ'2 Ha－Sh43×14×5ⅡAla 〃

6 〃

0P-21

位置N-35-C, O-35-d

規模1．78／1.37×1.52/1.10×0．19

平面形長円形

長軸方向N-81｡－E

覆土 I 黒褐色士（茶褐色士を含む）

Ⅱ黒色士

遺物 （別表A)

Ⅲ褐色士

量数 数量
名 称 分 類 名 称 分 類

計覆土 底 言＋
回I 覆土 底

Ib－2土 器 11
生上 11 ﾌﾚｲｸ･ﾁップ ⅣB 5 5

lL 礫 XB2ユ 1 2 6Ⅲa 6"

Ⅲb－3 石器等計8 11７ 1〃

合 計土器計 21 Qワ
リ色

図示した遺物 （別表B)

材質雷量只 層位 材質 分類 大きさ、/、 重冒質 層位名 称 大きさ、/、 名 称分類 NqNC

: |mB-3 1ⅢB－33 土 器＋ 器－し 覆土 底１ Ⅲa

2 4底〃 〃’

~
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図2-35 0P-21と遺物

0P-24

位置N-32-b,-C

平面形長円形

覆土 I 褐色土

Ⅱ黒褐色士

遺物 （別表A)

規模2．09／1.81×1.32／1.02×0．22

長軸方向N-82.-W

Ⅲ褐色士（黒色士ブロックを含む）

数~ 量 数 量
名 称 分 類 名 称 分 類

｜吾上

同I

馬674
覆土 底 覆土 底

土 器 Ib－2 4 フレイク･ﾁップ4 ⅣB 674

Ib－4 1 3 たたき石３ VC1
〃

ユ 1

1 1Ⅲb－3 １
｜
均
一
訂

礫 XB2
〃

ユ1 11

不明 19 石器等計〃

686

.-1－ 器 計一 合 計 713
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Ⅱ大麻1遺跡

備考周囲にある小ﾋﾟット (P-I～4)は伴うものでない。 P－Iからは，炭化したクル

ミの殻が出士した。

図示した遺物 （別表B)

口
名 称｜分類 材質Nq 大きさm/mi重最g

’

層位

~
竜量頁 層位|材質Nq 名 称 分類 大きさ、/、

l
I
l

土 器1 Ib 弱十
“
舟
■
型 礫 XB2 覆土 皿戸Sch

二
Ib－42 P－1

覆土

〃

土5 器 Ib－2
〃

列 たたき石 VC1 109×60×23 1Qワ
』v日 And．

0P-29

位置P-33-d 規模0

平面形円形

覆土 I 黒色士（炭化木片を多量に含む）

Ⅲ黄褐色土

遺物 （別表A)

84//0.63×0.82//0.57×0．22

Ⅱ黒角十

－塁一I
－亘些I

量

計

数 数 量
名 称 分 類 名 称 分 類

覆土 ’覆土 底 底 計

土 器 Ia 1 ﾌﾚｲｸ･ﾁップ1 ⅣB 13 13

Ib－1 1 礫1
〃

XB2 3 ３

Ib－2 9 2 11 石器等計″
｜
〃

16

Ib－4 ５ 合 計５ 123

不明 88 1 89

土 器 計 107
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Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物 （別表B)

| 分類｜大きさ､ﾉml重量gl層位|材質｜
I

名 称 分類 大きさ、/m 重量9 層位 材質 名 称Nq NQ

Ib－2 Ib－2土 器 覆土 6 土 器 密十］

7 底２ 〃 〃 〃

"*Ib－4３ 8〃 〃

1 9ﾉノ 〃 〃

’底５ 〃 〃

OP-31

位置P-31-a,-d 規模0.59/0.

平面形不整円形

覆土 I 暗黒褐色士（黒色士ブロックを多量に含む）

Ⅱ暗褐色士（ローム粒，炭化物を含む）

Ⅳ暗黄褐色士

V暗褐色士（黒色士ブロックを含む）

遺物 （別表A)

19×0.51/0.43×0．24

’訂竺胃司| ・ ” ’
量量

名 称

数 量

’
堂 分 類分 類名 称

｜

’

一

言＋
ﾛI底覆土土

ぐ

工

覆

88フレイク･ﾁップ ⅣBI
-

土 器
ー一

Ia
｜

一

3礫 3XB270Ib－4 70〃

| 石器等計不明 111010〃

’合 計| | | 81 181 92計
一

土 器

一一

ゞ

同

川
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ｌ

ｌ

Ｌ
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ｌ
ｌ
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Ⅱ大麻1遺跡

図示した遺物 （別表B)

大きさm/ml重量g層莅|万

覆土〃

質N@ 名 称 分類 大きさm/m重量g層位材質
3 土 器 Ib－4 覆土

｡

｜ 4 〃 〃 ｜ 〃

器一
百丁－7

称
一
器

類

４

分

ｍ

ｍ

0P-33

位置K-18-b,L-18-a

規模0.99/0.82×0.98/0.58

x0.54

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗黄褐色士（黒色士

ブロックを多量に含

む）

Ⅳ黒色土（炭化物を含

む）

V黄褐色士（黒色士ブ

ロックを含む）

Ⅵ黄褐色士(Vより少

量の黒色土ブロック

を含む）

3293

ﾖ3 1盆

;’

④

L･Ie■4

3．01

3309

｡’5305

⑭1 ． ｺ286

ｺﾖOG

I０
－

2聖

図2-39 0P-33

0P-34

位置P-31-a

規模1.06/0.78×0.92/0.46×0.38

平面形不整長円形

長軸方向N－3o－W

覆土 I 暗褐色土

Ⅱ暗褐色士（ローム粒を多量に含む）

Ⅲ褐色土（炭化物を多量に含む）

遺物 （別表A)

Ⅳ黄褐色士（ローム・ブロックを多量に

含む）

伝 十

１

３

２

量

一

三

回

３

底

数

土

１

覆

数 量
一
計
－
６
｜
鰯
羽
－
２

名 称 分 類
名 称 分 類

ⅧA2

土 底

土 器 Ib－4 6

〃 不明 23

土 器 計

フレイク･チップ IVB 2

石 錘

計

十
二
二
同

等器テ

ロ

〈

ロ
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33，30
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図2-40 0P-34と遺物

図示した遺物 （別表B)

OP-39

位置Q-31-d

平面形不整長円形

覆土 I 黒色士

Ⅱ暗褐色士（ローム粒を含む）

遺物 （別表A)

規模1.34/0.91×1.14/0.76×0.39

長軸方向N-63.-W

Ⅲ明褐色士（黒色土ブロックを含む）

卜

１

１

２

二
】
口

量

底

数

土

１

１

覆

類

４
口

，

ａ

分

Ｉ

Ⅲ

号

計

称

号

〃

器

名

土

土

名
称分類

I
Ib－4

Ⅲa

１

－

１

数
一

咽

訓

一

－

＋

Ｉ

Ｑ

】

４

『

画
宮
口

量

名 称 分 類 ＝
底

ﾌﾚｲｸoチップ

△ 三4．
【． ﾛ'

備考OP-61を切る。

図示した遺物 （別表B)

65

Nq

1

2

3

名 称

土器

〃

石錘

分類

Ib－4

不明

ⅧA2

大きさ、/、

93×76×25

重量貝

230

層位

覆土

〃

〃〃

材質

And．

Na

1

2

名 称

土器

〃

分類

Ib－4

Ⅲa

大きさ、/、 軍昌質 層位

覆土

”

材質
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図2-41 0P-39と遺物

OP-40

位置L-18-C,-d

規模1.05/0.92×0.97/0.88x

0．28

平面形不整円形

覆土 I 暗黒褐色士（ローム粒

を含む）

Ⅱ暗褐色士（ローム，黒

色士ブロックを含む）

Ⅲ暗黄褐色士（ローム

粒，炭化粒を含む）

Ⅳ暗褐色土（ローム粒を

含む）

V黄褐色士

Z306

3弓． 10
○
一
ｍ
ｍ
ロ

､、国

担
目

3307

＞

｡’ 1ひ

330

》
’

Ｃ
ｌ

図2-42 0P-40

0P-42

位置M-18-b

平面形長円形

覆土 ’ 黒色土（炭化木片を含む）

Ⅱ黒色士（褐色士粒を含む）

規模1.10/0.77×0.70/0.43×0.31

長軸方向N-32o－E

Ⅲ褐色士（黒色士を少量含む）

Ⅳ褐色士（黒色士を含む）
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V黄褐色士

遺物 （別表A)
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フレイク･チップⅣB
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量
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勿
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一
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礫
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図2-43 0P-42と遺物

図示した遺物 （別表B)

|重量gl層位|材質
■ 覆土

; "I通一Sh

| i " i sa

大きさm/m分類ノJ 方尺名 称‐ロ 1X』、血 lvu

1 土 器 Ib-1

2毒弾nA1C
ヨ 砥 石ⅥC2

つまみ付
きナイフ

67×22×6

73×59×43

0P-46

位置L-21-b,-c

規模2.02/1.45×1.78/1.05×0.79

平面形長円形

長軸方向N-45o－W

覆土 I 黒色士 Ⅵ茶褐色士（黒色土とロームの混合）

Ⅱ黒褐色士 Ⅶ黄褐色土

Ⅲ灰褐色士 Ⅷ淡黒褐色士（ローム・ブロックを含む）

Ⅳ茶褐色士 Ⅸ暗褐色士（黒色士とロームの混合）

V褐色土
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遺物 （別表A)

量

” “|榎堂， 臆 ， ”計
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〃
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〃

一

一

た

分類 名 称名 称

土 １
’
８
｜
ｕ
｜
認

す り 石 | vIB3
1 XB2礫礫
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’

８

石器等計土

－7旨 合 計

備考遺物はⅢ。Ⅳ層と，Ⅷ。Ⅸ層から出土し， 2遺構が重複している可能性もある。OP

－49を切る。ただしOP-49とI～Ⅳ層とは無関係。

図示した遺物 （別表B)

分類 大きさ、/m重量g層位 材質

Ib－1 覆土

Ib－2 "

〃 ”

VC3b 99×62×38 330 " Sa｡

ⅥB3 －×85×49 〃 And．And

称 分類 大きさ、/m重量g 層位材質 Nq 名

？ 土器 Ib－1 覆土

@〃 〃 〃

’８

称

器

名
一
土
一
一
一
一
一

恥
－
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ｌ
２
ｌ
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ｌ
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ｌ
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－
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〃

″

’

″

’

″

’

″

石
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坐
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た

り

″

た
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〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

OP-47

位置L-18-b

規模1.09/0.66×0.67/0.40/0.37

平面形長円形

長軸方向N-18o－W

覆土 I 黒色士(炭化木片を微量含む）

Ⅱ褐色土(黒色土を粒状に含む）

Ⅲ黄褐色士（褐色士ブロックを

含む）

備考底面南端付近に小ピットをもつ。

33Cs
33．07

蕊 9
両

ゆ
｡ ’nHn弓~~~~

33．06

, ヨヨ06

、

ロ、グ

◎

3ﾖ06

3ｺ､､0
ﾖﾖ.00

d3aIO~

図2-45 0P-47

OP-48

位置L-18-c

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ黒褐色士（粘性あり）

規模0.92/0.72×0．86/0.61×0.52

Ⅲ暗褐色士（粘性あり）

Ⅳ黄褐色士（黒色士ブロックを含む）
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V暗褐色士（壁の崩落上。 ローム粒を含む）

遺物 （別表A)

OP-48

Ⅵ褐色士（壁の崩落上）
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図2-46 0P-48と遺物

図示した遺物 （別表B)

｜
I

0P-49

位置L-21-b

平面形長円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ黒色士

遺物 （別表A)

規模（1.90)／(1.73)×1.42／1.17×0.30

長軸方向N-19o－E

Ⅲ暗褐色士（ローム・ブロックを含む）

Ⅳ黄褐色士（壁の崩落上。黒色士ブロックを含む）

| 畠 赫 分
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備考OP-46に切られる。
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図2-47 0P-49と遺物

図示した遺物 （別表B)

大きさ、/m重量g層位材質No． 名 称 分類 大きさ、/m重量g層位材質

覆土 4土 器 Ib－l 覆土

ノノ 5 " " "

〃

α当49 N(L 名 称 分類

1 土 器 Ib－1

2 〃 〃

3 〃 〃

″｜〃

0P-51

位置M-23-d

平面形長円形

覆土 I 暗黒褐色士（炭化粒を微量含む）

遺物 （別表A)

規模1.17／0.96×0.73/0.52×0.19

長軸方向N-16o－W

Ⅱ褐色士（黒色土ブロックを含む）
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Ⅱ大麻1遺跡

1

図示した遺物 （別表B)

名 称 大きさ、/、 雷量賃 層位 材質 名 称 分類 層位 材質分類 大きさ、/、 重量9NQ 閲

土 器 穏十 土 器 Ib 1 罰土Ib 一1 51

礫2 6 XB2 126×55×34 And〃 タノ

すり石7 ⅥB3 －×79×643 〃 〃 〃 〃

石皿・台石8 ⅦA 33×24×64 ” ”〃

OP-55

位置O-23-a,-b

規模1．91／1.67×1.88／1.60×0.17

平面形円形

覆土 I 暗黒褐色士（黒色士ブロック，炭化粒を含む）

Ⅱ褐色士

遺物 （別表A)

量

名 称

〒許司

量

’
数 量数

分 類名 称 分 類
言＋
口1覆土 底覆土 底

Ib－1 ⅡB8 1 I土 器 1 1 1 スクレイパー

4斤

」I
1ヶ
」』Ib－4 193 フレイク･チップ ⅣB193〃

礫 6Ⅲb－2 XB2 66６〃

土 製 品 1 1-1- 器 計ユー
200

石 器 計IA2b 28石やじり 1 １

’

２ 228二J

向Iつまみ付きナイフ ⅡA1 a 1 1 合

図示した遺物 （別表B)

名 称 大きさ、/、 層位 材質分類 重蚤頁 名 称 分類 大きさ、/、 雷環頁 層位 材質恥

１
’
２

Nq

Ib－4 密十 Ib－4土 器 土 器 覇十12

13 ′′〃 〃 〃

Ⅲa3 〃 14 ′′ 〃

15
面
形め

全
つ土製品４ 34×20×14〃

IA2b石やじり (2.0）－×7×1.9 Obs５

’

６

16〃 〃

つまみ付き
ナ イ ブ

底 Ha－ShⅡA1a 48×18×517〃

覆土18 48×26×5 Che〃 〃〃

8 ⅡB819 スクレイパー －×15×5 Obs〃 〃〃

9 〃 ｜ 〃 フレイク ⅣC20 Sh

'0 " | " 礫 XB2 And
nl

‘』 97×79×40〃 〃

'] " ｜ 〃〃 ワワ~~ 65×53×23〃
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Ⅱ大麻1遺跡

OP-57

位置O-21-a,-b 規模0.87/0.64×0.83/0.63×0.24

平面形円形

覆土 I 暗褐色士（炭化粒を微量含む） Ⅱ茶褐色士（炭化粒・ローム粒を微量含む）

遺物 （別表A)

量
一
計
－
２
’
１
’
１

底

１

数

土

２

１

覆

数

土

２

覆

量
一
計
－
２
－
４
’
６

名 称名 称 分 類 分 類
底

霧土

つまみ付きナイフ

〃

４

ａ

ｂ

一

１

１

ｂ

Ａ

Ａ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

礫 XB2

器等計

計

石

合
~

8 9

騨舞霧副
・王00

恩
1

2
＜~一~、

~ﾍ､Q

露鐘
・32．98

〆~～ 3

32．93

3Z､97

垂96

I b3310~5~

図2-51 0P-57と遺物

図示した遺物 （別表B)

称
一
器
荷
う

名
一
土
霧
”

恥

１

２

３

分類大きさm/m重量g層位

Ib4 覆土

IA1ヨ ー×30×6 i l底
nA1b 32×12×4 1

1覆土材質

Che.

~Obs．
~

OP-59

位置P-23-a,-b,-c,-d

規模1．86／1.50×1.54／1.35×0．29

平面形長円形 ・ ~

長軸方向N-16o－W

覆土 I 黒色士 Ⅲ黄褐色士（ローム・ブロックを含む）

Ⅱ暗褐色士 Ⅳ赤褐色士
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Ⅱ大麻1遺跡

遺物 （別表A)

｜
計
一
訟
一
砧
一
一

計

数 量数 量
名 称 分 類分 類名 称

覆土 底覆土 底 勗丁

石器等計Ib－4 I 127土 器 123
~~~

言＋
衝I

1F八

』00合フレイク･ﾁップ 20 20ⅣB

2XB2’ ７ 9礫

備考底面中央に小ピットをもつ。小ピット内から，炭化したクルミの殻などの炭化物が多

量に出土した。

図示した遺物 （別表B)

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

名 称 分類 材質層位重量9大きさ、/、重量gl層位 材質 Nq分類 大きさ、/、名 称Na

覆土Ib 4土 器５Ib－4 底土 器1

~覆土 6
〃〃ワ

］

〃

ﾖ 〃 ｜
| ‘｜'′ ’

７ 〃"γ〃〃

’’ 8
〃

〃 〃ノノ
〃

OP-60

位置N-20-a, b

平面形すみ丸方形

覆土 I 黒色士

遺物 （別表A)

規模2．44//2.12×2.25//1.98×0．31

Ⅱ黒褐色士

分 類 ’’

~
量~数量数

名 称名 称 分 類

計
号上
丘I底覆土覆土 底

11IB1a 1石やり ・ナイフ1土 器 Ⅲa 1

２1 1ⅣBⅢb－1 17 フレイク・チップ17〃

４4礫 XB2Ⅲb－2 22〃

石器等計Ⅲb－3 ２ ワ ｢
〃

｜
’

30合1不明 ’ 1
三十
，1〃

｜ ’ ’’
、句

乙｡土 器 計
~

備考北壁は風倒木痕により不明。

図示した遺物 （別表B)

｜

OP-61

位置Q-31-c, d

平面形長円形

覆土 I 黒色士

備考OP-39に切られる。

規模(1.50)/(1.09)×1.42/1.05×0.25

長軸方向N-41.-W

Ⅱ暗褐色士（ローム粒を含む）
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(5) 焼土

表2． 大麻1遺跡焼土一覧

出 土 遺 物| 出 土

詞

遺 ・物
規 模I、 層位名称 発掘区規 模、 層位名称｜発掘区 数分類名 称分類 数

フレイク・

ﾁップ

~

’
604ⅣBIb－2

~↑ qロ

コニ 市

〃

〃

0.40×0.36×0.10 Ⅱ 石やじり

フレイク・

チップ･

礫

晏｣上

向I

〃

〃

石やじり

礫

吾｣

同I

2
一一一~

礫 |xE礫 XB 2 1Q
Lツ0．67×0.40×0.12 ⅡⅢb－3 N－33－c8 F－24

635計不明 81
Ib－2土 器 6

1A

革料｡ｸﾞⅣB
~〃孝一

IA 4a 1F－2

’
Ⅲb－3 Qワ

ン図125
ノ'

■■団不 明 104XB2 1
’

石やり・
ナイフ

I
IB 1145

F－25 P－33－d Ⅱ0.40×0.33×0.05
スクレイ
ノf－

1ⅡB6

土 器 不明
４

1，815
プレイク・

ﾁップ
フレイク・

ﾁップ
ⅣBⅣB 1190.48×0.46×0．12 ⅡM－31－bF－6

10礫 XB2弓＋
ロI

1ワq
上白じ

mb-2 !
1不明｜ Ⅱ

Ⅲb－2 1

不陸 11

量 リー
ロ1 2，036土 器

’0.67×0.40×0． 12 IIlN－33－cF－24

｣_200.80×0.55×0.10 1111F－29 O－23－a〃

図示した遺物

|重量gl材質’材質重量9焼土名称 大きさ、、分類材質 名 称雷屋氏大きさ、、 Na分類 焼土名称名 称Nq

Ib－2土 器 F－256土 器 F－2IB－2１

Ⅲb－3 ‘23．57 1 〃 ”
ⅢB－32 "〃

8 " 〃〃３ 〃"〃

石やり・
ナイフ

Obs(0.2）(19)×10×2.6 Obs 9 IB石やじり IA4a4
""

~スクレイ
ノマー

〃

ⅡB6Ⅲb-2 10F－24
〃

土 器5
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図2－55焼土の遺物

3． 包含層の遺物

包含層から出土した遺物は土器と石器が主で他に石器製品がある（土器：図2－56～2－64，

石器等：図2－65～2－80，以下の説明では遺物番号のみを示す)。

士器には，縄文時代の草創期から晩期，続縄文時代，擦文時代の各時代にわたるものがある。

このうち主体をなすものは，縄文時代早期，同中期， 同晩期の3時期のもので，地区により種類

や出土量に差がある。

草創期（0群） とした土器は（1， 図版2－7－3)，二番通りの上手の，沢寄りの箇所から，

早期のI群b－4類土器と混り合って出土した。 27個の破片からなる1個体に属するものであ

る。器壁の厚さ4mmくらいの薄い土器で，胴部下半と底部を欠いているので，全体の器形はわ

からないが， 口径30cmの鉢形土器と思われるものである。 口縁下約6cmのところに段をも

ち， この段で区切られた口縁部肥厚帯には，縦位の短いよりひもの圧痕が上下に3段ずつ施され

ている。段の直下には，横なでの整形痕がわずかに認められ，以下は無文である。 この種の資料

は，今のところ道内に類例がない。むしろ，新潟県室谷洞窟遺跡（注）で検出された資料などに

類似点が多いことから，本報告では，一応，草創期に分類しておく。

早期の土器のうちI群a類（9～17）は，二番通りの上手の限られた地域から発見されてい

る。量は少ないが， 口唇直下に隆帯をめぐらし， そこに斜めの貝殻腹縁による刻み目をつけるも

の（9 ．10)， 口唇の表面側の角に斜めの刻み目をつけ，胴上半部にかけて貝殻腹縁による文様

を施すとみられるもの(11～13)などがある。
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n大麻l遺跡

I群b－1類（18～34）は調査地区全域にまんべんなく分布するのに対し, b-2類(2．3･

35～66), b 4類(67～83)は二番通りより上手に分布の中心をもっている。

b 1類土器のうち東釧路Ⅱ式とみなされるもの（18）は図示する小片のみ。他は東釧路Ⅲ式

に相当する。 口唇は外側に張り出す傾向がある。赤色顔料の付着したもの（29） も認められる。

b－2類には深鉢形で口唇に橋状の突起をつけるもの（36)，磨消部に似た空白部を設けるもの

(48.51)もある。 b－4類には口縁部に下側から刺突を施すもの（67）がある。

前期の土器はⅡ群a－2類に属するもの（84～86）が少量出土している。胎士により糸を混入

したものはなく， 内面に貝殻条痕文や縄文を施している。

中期の土器は，発掘区全面に分布し，住居跡からはⅢ群b類の大破片や一括資料が出土してい

るけれども， その周辺に特別多いという傾向はない。ただし，Ⅲ群b－3類はやや偏った分布を

示し，二番通りより上手において密である。

Ⅲ群a類（87～124)はやや多く出土していて， 口唇上や貼付帯上につけられた刻み目に特色が

あり，絡条体の圧痕のあるもの（87～92)， よりひもの圧痕のあるもの(99～104),半裁竹管状工

具による斜方向からの刺突や羽状の刻み目をつけるもの(105～122)などがある。Ⅲ群b－1類

の北筒式（125～130）には口唇の断面形が角形を呈するもの（125)，棒状工具によりあらい間隔

で刺突されたもの（129）がある。無文で内面に突瘤のあるもの(130) もこれに含めている。Ⅲ

群b－1類の他の土器（131～153）は天神山式に相当するものであるが， 口縁部の肥厚帯上に沈

線をめぐらすもの(133)も認められる。Ⅲ群b－2類(154～185)にはより糸文を施すもの(183)

と縦に沈線を施すもの（184）を含める。Ⅲ群b 3類（184～193）の余市式土器の類には，貼

付帯上によりひもを押すもの（186, 187同一個体）がある。

Ⅳ群の土器ではa類土器がやや多く, b類土器は少量である。 a類土器(194～210)の文様は

縄文地に沈線を施すもの（197～201)無節の縄文地に縄線文を施すもの(202),縄文地に押し引

き文を施すもの(203), 口縁部に一部無文帯を残すもの(196．204．205),磨消縄文によるもの

(207～209)，無文地に沈線を施すもの（206)，貼付帯のあるもの（210）などがある。 口縁部の

内面に縄文を施すものもある。 b類（211, 212）は口縁部と胴部の小破片で図示するものがすべ

てである。

晩期の土器（8， 213～232）はV群b類とみなされるもののみで，非常にまとまりのよい分布

を示す。二番通りの下手の沢沿いに， このようなスポットが2個相接近して並んでいる。また上

手の発掘区南西端から未調査地区にかけて同様のスポットがあるらしい。器形には深鉢形と浅鉢

形をなすものがある。 口縁部に沈線（213～215）あるいは縄線文（218～221）をめぐらすものが

多く，浅鉢形土器の底面には沈線により文様の描かれるものがある(230～231)。

Ⅵ群土器（233, 234同一個体）は後北B式に相当する。

Ⅶ群土器は口唇上面に浅い沈線があり，表面は無文で， 内面にはやや凹凸がある（235)。

石器も土器に伴う状態で出土しており，各時期のものがある。石器には，石やじり，石やり

（またはナイフ)， ドリル，つまみ付きナイフ石斧，石のみ，すり石，石皿，砥石，石錘などがあ
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る。 これらのうち，石錘(mA2)はI群a類土器に，石やじりのうちの柳葉形(IA2a)もしく

は五角形(IA2b)で薄身のもの，および角柱状のすり石(VIB3)はI群B類土器にそれぞれ伴う

ものとみなされる。また，太い茎をもつ(IB1a)か，ひし形を呈する(IBlb)石やり （また

はナイフ）は， 3類を除くⅢ群b類土器に， 4面に砥面をもつ砥石はⅢ群b－3類土器に伴って

出土している。

注中村孝三郎1964：縄文早期室谷洞窟，長岡市立科学博物館研究調査報告6
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(1) 土器

表3~ 図示した包含層の土器
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(2) 石器

表4． 図示した包含層の石器

発掘区名称 分灘 大きさ、/、 重量9Nq 層位 材質 名称 分類Nq 発掘区 重量9 層位大きさ、/、 材質

ｌ
１
ｎ

ａ
〔
ｂ

Ｈ
右やじり1 IA2a L－24－c (31)xl3x4､4 石やじり

1 ワ
&.』 I 11

文4 N－l3－aIA4a 40×19×4．0 2．3 Obs11

IA2b N l4－c２ 31×11×3. 1 1 1.0 Obs″

〃

42 (35)×13×4.6
〃

N－31－a 1 ．6 〃 〃

IA2a N－32－d (29)×10×3.9 0．9 43、 M 12－al （40)xl3×4.0 1 ハ
Le冠

〃 ノノ』 〃

N－29－d (31)×10×3.34 0．9 44 K 10－cl〃

(38)×13×2.5 1．2 Ⅱ
ﾉノ

Q－31－d (26)×9×3.0
国
？ 0．7 I L－24－al 34xl4×5.0 1 .8〃 4， 〃

IA2b (25)×13×3.7
厄
■ Q－32－a 1.5 Ⅱ 46 Q－32 a (33)×12×7.4 。q

ノロリ Iノノ

L－21－d
内

24×9×3.4 0．7 47 N－31－a (27)×13×4.7 I下部1.3ノノ

K－14－d8 24×9×2.6 0．5 P－29－b48 (21)×15×3. 1 0．8 I］〃 〃

9 M－32－cl 20×8×2.5 49 M－31 c
〃 ﾀダ

26×11×5.0 1.0 I〃 ダノ 〃

O－22－b (19)×9×1.9 0．3 N－19－dU 50 (28)xl3×3.9
〃

1． 1 Ⅲ〃 〃

Q 33－a 23×7×1．6 0．4 R1
学ム 0－21 〔 (21)×11×3.2 0，7

〃 〃 〃 〃 〃

K－l3－b２ 22×7×[.6
Fn

D乙'11 L－19－c 28×1lx3．8 0．9
〃 〃 ノノ ノノ

(21)×6×1.913 Q－32－a 0．2 Ⅱ 53 (25)×11×2. （M－20－a 0．5 1 Ⅱ
〃 ノノ 〃 ノノ

O 32 b14 19×6×1.7ノノ

M 18－b頁4
J冠

岼

ダノ

20×9×3. 1 1 "
I

〃
〃 〃 ノノ

一
1臣 P 31 a 18)×8x1．9 I〃 〆

Ｄ
Ｆ
Ｄ M l2－a

ノノ

20×10×2．9 0．4 Iﾉﾉ

16 O－32 c 27×11×2.6 Ⅱ Ⅶ 31 b 22×7×3.0
〃 〃

56 I下部〃 ﾉノ

17
上~ロ P－33 b 13×7×1.8 0． 1 Ⅲ 57

T 11 へ

し－11－口 22×8×2,5 0．5 I 〃〃

Q－33－a (14)×5×1．718 〃 U Q－32－d58 2lx7×3.6 ノノ /' 〃

IA3b19 p－ql－4
L vL 30×15×5.0 1．6 I 瀬 IA4b M－l5－a (38)×17×7.2 Ⅱ l→画画しロI

〃

3．8ﾉノ

P 29 d20 (24)×15×4,2 1.4 ノノ〃

60 M－35－b 22x7x3､8
〃

0．5 I〃 ノノ

〃
21 O－22－c 25×13×2.3 0．6 M 10－b

〃 〃

61 IA5 4lx16×4.5 25 H
ﾉノ

32×22×a@ a7〃 iM－l4 d22 23×1lx2.7 0．8 1 Ⅱ〃

62 M－l4－a Ⅱ下剖 〃

M-33-。
n勺

色｡ (26)×12×4．4 1．0 ’ 63 O 30 a (32)xl3×3.0 1．6 I ﾀﾉ

りハ
ム詮 IA4alL l4 a （31)x24x3’6 Ⅱ上部1.9 画A

u詮 O－32－b 33xll×5．7 2．0〃 〃 〃 〃

O－33－dl 32×16×4.9？貝
菖哩

1 F~~ ~ Iﾉノ

65 〃 M－31 8 35×12×9.2 2.9 、〃 〃

ノノ 〃 ｜ 〃 ’26 P－29－c (26)×15x2.9
1 八

L･U K－l2－d
〃

(28)×14×4.5 1 ．4 1100

n司

乙』 (26)×13×4.2L 15－a 0.9ﾉグ 〃 戸句

Oノ M 30－c 〕lx16x4､2 1.6ノノ

P 35 a 23×15×2.4 0.7ZU O－35 b68 (32)×]O×5.0
ﾉタ

1．4
､

』
〃 〃 ﾉノ

29 N 17－c 22×12×3.5 0.8 Ⅲ 69 K－22－c
"〃

27×11×4,7 0.9 Iﾀﾉ 〃

(21)×12×3. 130 L－22－c
n句

U･イ I 70ﾀグ

P－31－a 32xll×5.3 1.6 ［〃

ql
U」 〃 IM 30－c 24×12×5．3 0．9 1 Ⅱ 円q

イ」 Q－30－d 23xl2x3､7
〃

0.9〃 〃 ノノ

の、

○画 L l9－c ５

３

４

３

×

×

６

２

１

１

×

×

〕

ｊ

７

３

１

１

く

く

0.8 I ワワ
~I白 IA6 M 30 d

〃

34xl5x5. 】 3．0 1 〃 〃

" Q-32 ヨ33 〃 0.5 73 L 10－d (29)×10×3.5 0．8 〃〃 ﾉノ

〃 N－lO－b (17)×10×2.834 Ⅲ P－34 b74
ノノ

22xlOx1.9
〃

0.4 ノノ

35

H
M－l3 b 17×13×3.7 0.7 I

弓rー

』｡ (23)×13×3.9P 35－c 0.8
グノ

M－l3－b 19×13×2． 1 0.5脆 N－12－d76 23xl3x3､2 0．7 Ⅱ

N－13 c (18)×12×2.3 Ⅱ 77
"P

N－11－c 22Xll×3．0 0.5
ノノ ノノ "

O－35－b （8）×11×3.2j8 0.6 I 78 N 36－b
ﾉノ

(27)×9×3. 5 0.8〃 ノノ

K－11－a (16)xl3x3､2 0．5 Ⅱ 79 N 18－a 24×8×2．9 0．5 Ⅱ□す ﾉノ ノノ

40 1 15 ．A 15×10×2.2 0．3 80 N 12－〔 20x9x1．7 0，4〃 ﾉノ

TTn

L上△



Ⅱ大麻1遺跡

Nn材質名称 発掘区 大きさ、/、 層位NQ 分類 頭量目 名称 分類 発掘区 大きさ、/、 重量9 層位 材質
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図版3－1
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図版3－2
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図版3 4の説明

~3. NP-26

1 ． 覆土中の焼土

2底面の礫出土状況

3． 完掘状況
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図版3－4
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図版3－5

篝
2包含層出土の土器(Wb)1 ~ 包含層出土の土器（Ⅲb-1)

§

4． NP-54出土の土器(VI)3~ 包含層出土の土器（手前2個Vc,奥ⅡIb-1)
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図版3－．8の説明

1P/c"Loc. 2

2A""Loc. 1
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4A/"〃sLoc. 1
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Ⅲ西野幌1遺跡

1． 概 要

西野幌1遺跡は，野幌丘陵の東縁に位置し， その丘陵を北西から南東にかけて横断する市道2

号線から沢一本へだてた南側の台地上にある。

台地は，野幌レンガエ場のかたわらの湧水を源とする2つの沢によってはさまれている。台地

北側の沢は，川幅が約1.5m,台地面と現河床との比高は10m,南側の沢は幅が約1m,比高は

7mである。台地は， 標高20m～30mでその面はほぼ平坦であるが調査区の西端ではやや小高

く盛りあがる（この微高地に遺構が密集する)。台地上は，調査以前，牧草地・アスパラガス畑

として使用していた。そのため，調査区全域の包含層の上部は，攪乱されている。

工事計画にかかわる遺跡の面積は, 32,390m2で，本年度はそのすべてを調査した。

遺跡の層序は，次のとおりである。

I層耕作土で，粒子が粗い。厚さは， 20～30cm・耕作時に攪乱された層で，調査区全域に及

んでいる。

Ⅱ層黒色士で, I層に比して粘性をおびる。厚さは, 10～15cmであるが，微高地のところで

は耕作によって削平されている。

Ⅲ層茶褐色土で，厚さは約10cm･漸移層である。

Ⅳ層黄褐色ローム。本遺跡の基盤をなす層で支笏軽石流堆積物の二次堆積物が風化したもので

ある。

調査の結果, I, Ⅱ層からは，縄文時代，続縄文時代の遺物が出土したが，Ⅲ．Ⅳ層中より遺

物は発見されなかった。遺構は’Ⅲ．Ⅳ層を掘り込んでつくられ，住居跡11軒，墓36個, Tピッ

ト13個， その他のピット21個，焼土79か所発見された。遺物は，総数32,651点出土した。

その内訳は，一覧表のとおりである。

表1． 西野幌1遺跡遺物一覧

量
〃

数 包含層出土数 ‐
4 1 4 土

名L塾
｜総：~

数 量

総 数包含層出土数
41 41

30 30

2 2

4 ． 4

940 940

686 578

17,188 16，188

分 類称分 類名 称

土 器 器 ⅣC

Ⅳ－

Vb

Vc

不 明

Ⅵ

合 計

１

２

３

~~~

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

７

０

０

０

９

４

２１13,753

4鰭

″

’

″

’

″

’

〃

’

〃

〃

皿
一
認
一
販
一
皿

如
一
認
一
”
｜
“

″

〃

〃

〃
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Ⅲ西野幌1遺跡

数

’
量

患
~数

分 類’－－－－
名 称 分 類 名 称

スクレイパー

~

総 数 包含層出土数 総 数 包含層出土数

石やじ り IA2a l 7
同

ⅡB8 68 64
~
3434

IA2 1
〃

１

’

７

ⅡB
句穴

dU
ﾉｸ

IA3a 8
ﾉノ

ⅣAコ ア 27 n句

ムI

IA3b 6
〃

6 フレイク・チップ ⅣB ６

０

７

７

４

３

３１ ７

８

８

４

６

３

２１

IA4a 129
〃

使・フレイク哩
一
弱

ⅣC

ﾉｸ l IA4b 26 磨製石斧 VA1 ２ ２
｜
記IA4 1〃

1 VA2 56〃

~

〃

"〃

｜IA5 7 7 VA3 2〃 ２

IA 妬
一
語

、句

乙｡ VA4 4〃
4

やり先・ナイフ IB1a 24 VA5 11
〃 11

▲▲

IB1b 9〃

9 VA－ パQ
宝』 42

〃

IB1 ワ
々 ２ 打製石斧 VB 12 11

IB2a たたき石1 VC1 12 10

IB2b 9〃

8 VC2 2 2

IB2 2 ﾜ
〃 VC3b 4 3

きよ

鋸IB－
、F

OD
勺n

o凸 石 ⅥA ３ 2

ドリル・刺突器 ICla 3 ÷ 一

9 り ｲコ3 ⅥB1 ３ 3

IC2a 1 １

１

ⅥB3 1
〃

1

IC2b 1
〃

ⅥB5 12
T、

」乙

IC3 6ノノ

4 ⅥB－ I 0〃

IC－ 砥 石2 ２ ⅥC1a 5。

つまみ付きナイフ ⅡAla ３

’

３

3 ⅥC2 79”

ⅡA1b ３ ⅥC－ 1”
1

ⅡA1c 石皿・台石

石器片他

３〃

3 ⅦA 5 １

IIA2a ２〃

スクレイパー

２ XA1 411 383

ⅡB1a l l 使 ・ 礫1 XB1 句〃
ぬ詮 15

ⅡB2b 2 礫２〃

XB2 799 604

ⅡB3 ３ 土 玉
〃 ２ ５、

ⅡB4 土 版3〃 ３ 1，

」‘
1ワ
｣々

nB5 7 総 計
〃

15,463 14,680

’ 1’ⅡB6
寸句

LO
〃

2． 遣 構

遺構は，調査区の中央から西端にかけての微高地（標高28m～30m)に密集する。住居跡は8

軒が微高地中央にややまとまってあり，他の3軒はその位置より東側に20mほど離れて点在す

る。 これらの住居跡は，構造上の特徴から2つのグループ･にわけることができる。

ひとつのグループ。は，ベンチ構造をもつと推定されるものである(NH-3,-5,-9,-

10,-11,-12,-13)。外壁部は，耕作時に削平されて原形を留めていない（図3-2)が，
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Ⅲ西野幌1遺跡

NH-11とNH-12のように規模が小さく，外側に柱穴がめぐる点から，本グループ°は標茶町茅

沼2遺跡（注1）発見の2号住居跡のような構造をもったものと思われる（ただし，茅沼2遺跡

の場合は，床に柱穴はない)。炉跡は， もつものともたない例とがある。柱穴の配置は，ベンチ

上に6個～9個の柱穴が等間隔にめく，り，床に4個の柱穴が方形状に並ぶ例とその配置が不規則

なものとがある。

他のグループ。は，ベンチ構造をもたないものである(NH 1,-6,-7,-8,-9)。

ほとんどが炉跡をもっている。柱穴の配置は，不規則な例が多い。なかには柱穴のないものもあ

る。両者のグループ・は， いずれもⅢ群b－1類る。両者のグループ・は， いずれもⅢ群b－1類

土器を伴う。

墓は，住居跡群の西側寄りに2個～3個が一

単位となって南北方向に帯状に分布する。墓の

平面形は， ほとんどが円形で，底面は平坦なも

のが多い。副葬品が出土する墓擴(NP-10,

-11,-15,-17,-19,-54,-55）は，全

体の22％で,すべて土器が副葬される｡人骨片が

【一
－

L参斜線部分が削平された箇所 発見されたのは， わずか5例(NP-6,-9,
のり

-13,-23,-27）で， いずれも糊状のため，図3－2模式図 -13,-23,-27ノで， いすれも棚状のため，

埋葬状態をつかむには至らなかった。なお焼土が埋士中に堆積している例もある。 これらの墓の

時期は，副葬された土器から続縄文時代最終末（後北C2 ・D式）のものと考えられる。この時

期に伴う住居跡は，今回の調査区では確認されなかった。

Tピットは，各所に点在する。その平面形はすべて溝型で，小判型のものはない。また，底面

に小ピットのある例はない。それらのうち，長軸が北西と北東に向くものとにわかれ，前者は調

査区の西側に，後者は東側に主に分布する。

その他のピットは，調査区全面に点在し， その規模によって2つのグループ°にわけることがで

きる。ひとつのグループ･は，径がlm前後の円形で，遺物がほとんど出土しないものである。

他のグループ･は，長径3m×短径2m前後の長円形をなすものである(NP-60,-70,-

71)。特に後者は，覆土下層からⅢ群b－1類土器が出土するので，住居跡の付属施設等と関連

させて考えるべきなのかもしれない。

焼土は，遺構の密集する区域にほぼ重なって分布し，規模は，長径1m×短径0.8m前後で，

厚さは約5cmである。

注1） 1979標茶町教育委員会，茅沼遺跡群一釧路川中流域の遺跡一

(1) 住居跡

NH-1

位置J-13-d, J-14-a
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ⅡI西野'幌1遺跡

規模3.56／3.17×2.20／1.89×0．18

平面形長円形

構造上の特徴床は，やや凹凸があり，堅い。壁の傾斜は，緩い。炉跡は，床中央に2か所

あり，規模は西側が0．46×0.38×0.06東側が0．30×0.25×0.02である。前者は掘込み

をもつ。柱穴はない｡東壁沿いに, 0.84/0.60×0.62/0.49×0.14の長円形ピットがある。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層） Ⅸ赤褐色士（焼土含む）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる) X黒色土

Ⅲ黒褐色士（粘性をおびローム粒含む） 虹茶褐色士（黒色士含む）

Ⅳ褐色士（粘性の黒色士含む） 皿暗褐色士(黒色士とローム粒の混合）

V黄色士（ローム・ブロック） 皿黒褐色士（ローム粒含む）

Ⅵ茶褐色士（粘性の黒色士を微量に含む）ⅢV暗黄色士（ローム・ブロック）

Ⅶ黄褐色士（壁崩落士) XV暗褐色士（炭化物含む）

Ⅷ焼土（炉跡）

遺物（表A)

~数

土

０

１

４

４

覆

量
一
計
一
別
－
１
’
４
｜
記
一
躯
一
泊

名 称 分 類
‐ｰ ､“ ゞ』 ’。
土 器 Ⅲb－1

〃 Ⅳa

〃 Ⅳb

土 器 計

フレイク・チップ。 ⅣB

△ 三十
に． ロ’

床

11

0

0

15
庁

I

図示した遺物（表B)

’
§

2S印

90

国

国

目
冒
ン

2692

26．7B

国

I26.粥

.’

d27m
~

－両謡
図3-3NH-1と遺物
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名 称

土器

分類

Ⅲb－1

大きさ、、 重量9 層位

覆土

材質



Ⅲ西野'幌1遺跡

NH-3

位置 I－9－d 規模4．45／4.27×2.07/1.90×0.68

平面形不明

構造上の特徴床は，やや凹凸があり，堅い。外壁は，不明である。内壁の傾斜は，緩い。

炉跡は， ない。柱穴は，ベンチ上に6個ほぼ等間隔にめぐり，床中央に2個と南東壁寄り

に2個ある。

覆土不明

遺物表A

数

覆土

量
分 類名 称 二~’

百T床

Ⅲb－1 2

~1
器 1土 1

石やじ り IA4a ロ1

4フレイク・チップ 0ⅣB 4

2礫 XB2 0 2

器 計
一ｱー

ノロ 7

二｣一

同’ 9合

図示した遺物表B

I I’’
3

1

1｡’

§’

28

Ｉ
Ｂ

２
○

霧
283Z

zTe5
27.BO

2822

・28I3

e
l－lO－b

興駕
①

e
I－9－c

匂／

霧哩“
記19

溌号
2827

篭鯵~
○
一

且里塑

‐ 1

〃〆

図3-4NH-3と遺物
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Nq

1

名 称

石やじり

分類

IA4a

大きさ、、

－×14×4．5

重量輿

~

層位

覆土

材質

Obs
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Ⅲ西野幌1遺跡

NH-5

位置G 10-a 規模4.22/3.62×3.07/2.72×0.51

平面形不明

構造上の特徴床は，凹凸があり，堅い。南東の一部は，貼り床である。外壁は，不明であ

る。内壁の傾斜は，緩い。炉跡は，床中央にあり規模は0．56×0.45×0.10で，掘込みを

もつ。柱穴は，ベンチ上に6個ほぼ等間隔にめぐり，南側の柱穴を除いた5個はいずれも

内側に傾く。

床の北半に， 4個ほぼ対角線上に並ぶ。

覆土 I 暗赤色士（粘性で焼士・ ローム粒含む）Ⅷ焼土

Ⅱ黒色士（粘性をおびる） Ⅸ茶褐色士（粘性の黒色土を微量に含

赤色士（粘性の黒色土と焼土の混合）

暗赤色士（粘性の黒色士と焼土の混合）

赤色士（ローム粒含む）

暗黄色士（ローム・ブロック・黒色土

含む）

褐色士（黒色土含む）

黄褐色士（壁崩落土）

む）

X焼土（粘性の黒色士含む）

虹淡赤黄土（ローム・ブロック，焼土

含む）

皿赤褐色士（焼土含む）

皿暗褐色士（ローム粒・焼土・炭化物

含む）

虹V淡赤色士（焼土含む）

ノ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

遺物表A

数
鐘
”
’
１
’
３

皇壽1
38 1

分 類名 称
床
一
ｕ
－
０
ｌ
０

１

３~~
ｂ

ｂ

ａ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

土 器

． 〃

〃

土， 器 計

石やじ り

石やり。ナイフ

フレイク・チップ

使・フレイク

砥 石

，石皿・台石

使 ・ 礫

礫

石器 計

合 計

１
’
３

42

０
ｌ
０
－
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０

１

’

１

恥
一
肥
一
肥
一
皿
一
睡
一
皿
一
釦
一
理

１
’
１
｜
昭
一
２
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
７

弱
－
２
ｌ
１
ｌ
３
－
２
ｌ
７
ｌ
祀
一
畑
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Ⅲ西野幌1遺跡

備考本住居跡の覆土下層から採取した試料の14C年代は, 3,870=t70y.B.P.(N-3658)

である。

〆

1超4’

海 ：！
⑯ ;!

e

G‐IO－d ~
~
~

。

④

四

四

『

Ｂ
周
一

｜

ze35

gm
g

一
‐
一

一＠．了
一

、
一

＠

紀＝
、

、／
、

、

ノ〆一

⑳
I I$@

識"･~〆一・

、､､1-里

玖
3~

蟻~“ 目

自

国

〃
久

、 ダ〆
1、 〆〆

ぶ震 ~~~ ~~＼か、 ・2〔

Ｇ

’

｡

図3-5NH-5

図示した遺物表B

材質層位壼昌質分類 大きさ、、名 称Nq

覆十Ⅲb－1土 器1

Ⅳa 〃２ 〃

Ⅲb－1 〃３ 〃

床４ 〃〃

覆土 Obs.－×－×65．1石やじり 1A5
~

石やり・
ナイフ

－×17.5×9．01 －IB
〃〃６

2．2333.8×20．5×6．5使・フレイク ⅣC 〃 〃７

43.2×18．5×7.0

175.7×146.2×97

4．88 〃 〃

8 〃〃

雲~
And.2400.0台

一
口 ⅦA 〃

9

一×－×65．1石 皿10
〃〃〃
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Ⅲ西野幌1遺跡

鍾錘‘

瀧口霧
垂

鐸-舎奄一

鑿 2
~

〃

＜＞ 6 ＜ユ 7

鶏
－5

△≦ 8

図3-6NH-5の遺物(1)
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Ⅲ西野幌1遺跡

1
1

1

、

10

図3-7NH-5の遺物(2)

NH-6

位置H－9－a

規模2.90/2.40×2.48/1.86×0.34

平面形長円形

構造上の特徴床は，全面凹凸があり，堅い。壁の傾斜は，緩い。炉跡，柱穴はない。北壁

と南壁に皿状のピットが各1個ある。規模は，前者が1.26×1.00×0.10,後者が1.18×

0．62×0.06である。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層，微量の焼土含む） Ⅵ褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅱ暗赤色士（粘性で焼土含む） Ⅶ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅲ暗赤褐色土（粘性でローム粒，焼土Ⅷ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

含む） Ⅸ褐色士（ローム・ブロック含む）

Ⅳ赤褐色士（粘性でローム粒．焼士含X黒色士(粘性でローム・ブロック含む）

む）

V焼土
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Ⅲ西野'幌1遺跡

遺物表A

数

土
覆

量
名 称 分~ 類

床
二~『

局T

士 Ⅲb－1器 23 1 24

Ⅲb－2 1 0〃

1

Ⅲb－3 1 0
〃

1

土 器 計 26

フレイク・チップ ⅣB 4 1 5

使・フレイク ⅣC １ 0 1

たたき石 VC1 1 0 1

使 ・ 礫 XA1 １ 0 1

礫 XB2 2 0 ２
’

石 器 計 10

合
二辛

口I 36

備考NP-32に切られる。

図示した遺物表B

| Nq | 名 称｜
団圃 器1

名 称

土 器

|層莅~原~盲層位分類 大きさ、、 重量9

Ⅲb－1 覆土

Ⅲb－22 〃
〃

使・フレイク３ ⅣC 33.8×36.0×0．88 7．60 Obs.〃

回And.たたき石4 VC1 117×38×53 125.23 〃
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Ⅲ西野'幌1遺跡

2a49 3
間
口

④
H－9－d

記.理

ン
銅52

2851

Z850

b2860

ｑ
’

噌鰐騨蟻馴噛瀞LI ｡==うﾉ壜＝≦ニア‘ ‘ ~蕊蕊蕊識‘一 逮

図3－8NH-6と遺物

NH-7

位置L-15-b

規模2.91/1.50×2.44/1.77×0.10

平面形長円形

構造上の特徴床は，やや凹凸があり，堅い。壁の傾斜は，極めて緩い。炉跡は，床中央に

2個ある。規模は，西壁寄りが0.58×0.43×0.02,東壁寄りが0.52×0.35×0.03であ

る。柱穴は， ない。

覆土 I 焼土

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）
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Ⅲ西野幌1遺跡

;’

1
；

2578

胃

胃11孟舂

一一一旦 胃
毒E9

’

1
」

2578

・2572

図3-9NH-7

NH-8

位置 I-15-a

規模3．63／1.37×2.43／1.32×0.17

平面形不整長円形

構造上の特徴床は，やや凹凸があり，堅い。壁の傾斜は，極めて緩い。炉跡は，北東壁寄

りにあり， その規模は0.98×0.94×0.14で，掘込みをもつ。柱穴は， ない。

覆土 I 焼士

Ⅱ赤褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅲ褐色士（粘性の黒色土含む）

； ’
26音◎

；

露55

Jl

I
/

o／

26s3

図3-10 NH-8
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Ⅲ西野'幌1遺跡

NH-9

位置 I-10-c, I-11-b, J 10-d, J-11-a

規模3.84／3.37×2.92／2.60×0.24

平面形不明

構造上の特徴床は，全面凹凸があり，堅い。外壁は不明である。内壁の傾斜は，緩い。炉

跡はない。柱穴は，ベンチ上に4個内壁に沿って並び，床には3個が北壁沿いに並漂。

覆土 I 茶褐色士(I層） Ⅵ褐色士（粘性の黒色士含む）

Ⅱ黒色士（Ⅱ層） Ⅶ黒褐色士（炭化物含む）

Ⅲ暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含む） Ⅷ黄褐色士（Ⅳ層）

Ⅳ黒色士（粘性をおびる） Ⅸ攪乱

V黒褐色土（粘性でローム粒含む）

遺物表A

量
計
釧
~
１
５
訂
１
－
２
訂
－
２
－
２
１
妬
氾

数
一
謹
一
釦
１
’
５

分 類名 称
床

一丁
1

0

0

１

３

ｂ

ｂ

ａ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

土 器

〃

〃

土 器 計

石やじ り

〃

フレイク・チップ

使・フレイク

使 ・ 礫

礫

石 器 計

合 計

０
－
０
’
０
－
０
－
０
’
０

峠
皿
一
祀
亦
一
判
理

１
’
２
－
訂
－
２
’
２
’
１

備考NH-10に切られる‘
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:’ ；
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７

７

２

２

６

６鰯

シ

／

ｂ

一

I

日

Z69

b2日20
~

｡’

図3-11 NH-9

図示した遺物表B

分類 大きさ、、名 称 壺昌9 層位 材質~
伽

｜
峠
叫 1土器 Ⅲb－1 覆十

2 〃 〃 〃

３ 〃 〃

石やじり 1A4 －×12．3×4．6 Obs.〃

11．9×11×2．4５ 0．22〃 〃 〃 〃

6 IA4a 15．6×15．6×5.2 0．82〃 〃 〃

使・フレイク ⅣC 26.0×28．4×607 4．16 〃 〃

8 35×22．1×11．4 6．06〃〃 〃
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席鱗u｡
f

嘩驫驫畿蝋､●命溌一 。◇’
二二＝ 7．今4

ﾆニコ 8
図3-12NH-9の遺物

NH-10

位置J-10-d 規模3.34/3.11×2.55/2.35×0.18

平面形長円形

構造上の特徴床は， ほぼ平坦で，堅い。壁の傾斜は，緩い。炉跡は， ない。柱穴は， 4個

が壁沿いにほぼ対角線上に並ぶが，北西壁近くの柱穴は西側に傾斜する。

覆土 I 黒褐色士(I層) V褐色土（粘性の黒色土含む）

Ⅱ黒色士（Ⅱ層） Ⅵ黒褐色士（粘性でローム粒・炭化物含む）

Ⅲ暗黒褐色士（粘性で微量のロ－Ⅶ茶褐色士（粘性の黒色士を微量に含む）

ム粒含む） Ⅷ暗褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅳ黒色士（粘性をおびる）

遺物表A

数
土

０

５

４

１

覆

量
一
計
一
如
一
妬
一
弱
－
１
’
１
｜
哩
一
１
’
１
’
１
｜
Ⅳ
｜
泥

名 称 分 類
床

0

0

土 器 Ⅲb－1

〃 Ⅳa

土 器 計

石やじ り IA3a

スクレイパー ⅡB8

フレイク・チップ。 ⅣB

使・フレイク Ⅳc

磨製石斧 VA

たたき石 VC3b

石 器 計

合 計

１

１

２

１

１

１

１

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
－
０

備考NH-9を切る。
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図示した遺物表B

■
材質重昌只 層位分類 大きさ、、名 称Nq

覆土Ⅲb－1土 器1

2 〃〃〃

３ 〃 〃 〃

4 〃〃〃

5 〃〃〃

６ 〃〃 〃

７ 〃〃 〃

石やじり －×8．2×2．4 Obs.IA3a8 〃~

3．48スクレイパー nB8 38.5×17×5.8９ 〃 〃

使・フレイク IVC 35.3×24．5×7 5．4910 〃 〃

VC3bたたき石 －×一×32．7 Sa.11 〃~

磨製石斧 －×一×23．2 Mud.VA12 〃
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⑲
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図3-13NH-10と遺物
NH-11

位置J-10-c, J-11-b 規模3.59/2.57×2.45/2.10×0.55

平面形不明

構造上の特徴床は，全面凹凸があり，堅い。南半の一部は，貼り床を施す。外壁は，不明

である。内壁の傾斜は，緩い。炉跡はない。柱穴は，ベンチ上に9個等間隔に並び，床に

は2個北東壁沿いに並ぶ。

覆土 I 暗褐色士（Ⅲ層とローム粒の混合） Ⅳ暗黒褐色士（微量のローム粒含む）

Ⅱ暗褐色士（Ⅲ層にローム粒含む) V暗黄褐色士（ローム・ブロックに微

Ⅲ黄褐色士（Ⅲ層に微量のローム粒含む） 量の黒色土含む）

丁のo

LOO



Ⅲ西野幌1遺跡

Ⅵ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅶ黄褐色士（壁崩落士）

Ⅷ黒色士（粘性をおびる）

Ⅸ褐色士（粘性の黒色士含む）

X黄色士（ローム・ブロック）

遺物表A

虹黒褐色士（ローム粒含む） ~

皿黒褐色士（微量の炭化物含む）

皿茶褐色士

虹V黒色士（炭化物に微量のローム粒含む）

XV黄褐色士（粘性の黒色土含む）

~
~

十

６

１

１

１

１

５

３

１

３

９

６

７

８

言

ロ

１

１

量

１

１

床

２

０

０

０

０

０

０

０

’

’

一

一

数

王

４

１

１

１

１

５

３

１

１

６

覆

１I
分 類

輻吟一

閃、名
’

咋
酔
肥
一
函
睡
一
咋
血
一
釦

器土

石やじり

石やり・ナイフ

〃

スクレイパー

フレイク・チップ

使・フレイク

使 ・ 礫

石 器 計
| 合 計

②謡 §；
’

、一男塁
27．63

命謡@:"

C

～

、 印
〃

７
Ｚ

２
２

7

.’1

2

図3-14 NH-1 1
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Ⅲ西野幌1遺跡

図示した遺物表B

一一

名 称 ’ 層位 材質重量9分類 大きさ、、Nq

覆十Ⅲb－1器一L
－I一］

２ 〃〃 〃

3 〃〃〃

4 〃〃 〃

5 〃〃〃

6 〃〃 〃

７ 〃〃 〃

８
’
９

〃〃〃

〃〃 〃

10 〃〃 〃

■■

2.12 Obs.石やじり 38.0×17×5．1IA4a11 〃

石やり・
ナイフ

IB2b 5．695.4×17．1×7．812 〃 〃

－×30×14.1IB1Q
4J

〃 〃〃
~

HB8 39×30.2×6.8 8．51スクレイパー14 〃 〃

’

2．89使・フレイク 22.1×31．7×5．1IVC15 〃 〃
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議譲亙鞭月 5

~~

~

7
8

6

織個

＝“

驫塁13

今＝＝ 15

9
10

＜＞
ご‐ 11＝ 12

図3-15NH-1 1の遺物

NH 12

位置K-10-a 規模2.57/2.07×1.31/0.97×0.30

平面形不明

構造上の特徴床は，全面凹凸があり，堅い。外壁は，不明である。内壁の傾斜は緩い。炉

跡は， ない。柱穴は，ベンチ上に8個ほぼ等間隔に並び，床には北壁，東壁沿いに各1個

と中央に1個ある。

覆土 I 黒色士（粘性で微量の焼土含む) V黒色士（粘性をおびる）

Ⅱ暗赤褐色士（ローム粒微量の炭化 Ⅵ暗黒褐色士（微量のローム粒含む）

物含む） Ⅶ黒色士（ローム・ブロック微量の焼

Ⅲ黒褐色土（粘性でローム粒含む） 士含む）

Ⅳ褐色土（粘性の黒色土含む） Ⅷ黒褐色士（微量の炭化物含む）

イハハ

上dU



Ⅲ西野幌l遺跡

皿焼土

皿暗赤色士（粘性で焼土含む）

Ⅸ褐色土（粘性の黒色士含む）

X暗赤茶色士(微量のローム粒・焼士含む）

虹黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

分 類|覆堂 ， 床 ， 計
量

名 称

順
一
》
肥
一
睡
一
脈
~
一
肥
一
對
劉

記
－
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
駒
－
２
’
１
｜
“
｜
血

土 器

石やじ り

石やり・ナイフ

スクレイパー

使・フレイク

フレイク・チップ

使 ・ 礫

礫

石 器 計

合 計

妬
・
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
硫
一
２
’
１

１
ｌ
０
－
０
－
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

備考NP-69を切る。

2万‘1
ﾜア

ｄ

ｅ

や

０

９

ｋ

７
５

念罪＆

§

箇謡

轆膨蕊

｡’②-謡
2741

’

．“叫

275J 2718

図3-16NH-12
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Ⅲ西野'幌1遺跡

図示した遺物表B

No. 名 称分類大きさ、、 重昌只層位材質

1 土 器Ⅲb－1 覆土

2 〃 〃 〃

3 石やじり IA4a35､9×－×5.6 － 〃 Obs.

4 〃 〃 －×－×2．8 一 〃 〃

5 享溜． ⅡB －x12.4×5~‘ － 〃 〃
6 スクレイパーⅡB8 44.1×17.8×13.9 1.98 〃 〃

7使・フレイクⅣC 26×14.5×5 1.40 1 〃 〃

講騨
凸 6 7ニユ

図3-17NH-12の遺物

NH-13

位置K-10-b-c 規模5.15/4.84×2.13/1.80×0.53

平面形不明

構造上の特徴床は，全面凹凸があり，堅い。外壁は，不明である。内壁の傾斜は，緩い。

炉跡はない。柱穴は，ベンチ上に6個ほぼ等間隔に並び，床には北西壁南壁沿いに各1

個と中央に1個ある。また，南西壁と南東壁寄りに皿状のピットが各1個設けられる。規

模は前者が1.00×0.90×0.14,後者は0.50×0.30×0.40である。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層） Ⅲ黒色士（粘性でローム粒・炭物化含

Ⅱ暗黒褐色土（粘性で微量のローム粒含 む）

む） Ⅳ黒褐色士（粘性でローム粒含む）
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Ⅲ西野幌1遺跡

V暗黒褐色士（微量の炭化物含む）

Ⅵ暗褐色土（微量の炭化物含む）

Ⅶ黒褐色士（微量の炭化物含む）

Ⅷ黄褐色士（壁崩落士）

Ⅸ暗褐色士（ローム・ブロック含む）

X黄色士（ローム・ブロック）

遺物表A

暗赤色士（虹V層と焼士の混合）

暗褐色士（炭化物含む）

暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒

の混合）

黒色士（粘性をおびる）

茶褐色士(微量の粘性の黒色士含む）

虹

加

刈

諏
双

分 類|覆土 ， 床 ， 計
数 量

名 称

１

ａ

ｂ

－

４

４

３

６

１

２

１

２

１

ｍ
哩
哩
唾
皿
咋
叱
池
Ⅷ
｜
沁
岻
型

土 器

石やじ り

〃

“
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
師
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
⑫

測
一
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
２
ｌ
０
’
０
－
０
－
１
’
０
－
０

獅
一
‐
’
１
１
１
｜
的
一
ｌ
ｌ
１
－
１
ｌ
１
－
１
ｌ
岨
一
卯
一
班

ドリル・刺突器

スクレイノマー

フレイク･チップ

使・フレイク

磨製石斧

〃

当
ご

・

器

圭
仁た

砥

使

石

合

石
一
石
一
礫
一
計
一
計

備考本住居跡の覆土下層から採取した試料の'4C年代は, 4,030=t1OOy.B.P. (N-3657)

である。
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図示した遺物表B

重量g名 称 分類 大きさ、、No 層位 材質

土 器 Ⅲb－1 床』

2 〃 〃 〃

３ 〃 〃 〃

4 〃 〃 〃

5 覆十〃 〃

6 〃 〃 〃

７ 〃 〃 〃

8 〃 〃 〃

9 〃 〃 〃

10 床〃 〃

11 覆土〃 〃

1ワ
よ白 床〃〃

13 〃 〃 〃

石やじり14 IA4a 31．6×18．7×5．0 覆ゴ1．80 Obs.

IA4b15 37×17．8×5．0 2．70〃 〃 〃

ド
刺

il
ノ

突

●ル
器

16 IC3 35.6×19．2×9． 別 4．70 Ha-Sh〃

1ワ
ュI スクレイパー nB6 38.5×21．0×4.0 2．49 Obs.〃

18 ⅣC 一×21.2×4.3〃 〃 〃
~

磨製石斧19 VA1 Mud.一×－×一 〃~

20 VA2 一×49．5×－〃 〃 〃
~

砥 石21 WC2 －×43.0×31．0 Sa.〃~
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図3-18NH-13と遺物(1)
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図3－19NH-13の遺物(2)
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(2) 墓

NP-2

位置J－5－a

規模1.20/0.82×0.96/0.63×0.32 ｡I
1

2日．90 。
。

①
~

で I20，Gｺ

平面形長円形
、29，92

長軸方向N-20o－E

頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底は，やや凹凸があり､，堅 ~2．

い･壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士

28,9盆

' ’~

３

ｂ

一

坪

I

１ ｜
’

28．89

.’
b29.00~

~

Ⅶ

Ⅱ褐色士（Ⅱ層を含む）

Ⅲ褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅳ褐色士（黒色土を含む）

V黒色士（粘性をおびる）

図3-20NP-2

Ⅵ暗黄褐色士（ローム粒・粘性の黒色士含む）

Ⅶ黄褐色士（Ⅳ層と微量の粘性の黒色士含む）

NP-6

位置H－6－c 規模0.60/0.45×(0.52)/0.41×(0.38)

平面形長円形 長軸方向N-27o－W

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底は，やや凹凸があり，軟弱である。

覆土 I 黒色士 Ⅳ暗黄褐色士（Ⅲ層とⅣ層の混合）

Ⅱ黄色士（ローム・ブロック) V黒褐色士（Ⅱ層とⅣ層の混合）

Ⅲ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

のり

備考壁は，風倒木により攪乱される。東壁際の底に，人骨片が出土したが，糊状のため部

位等は不明である。その北西方向に礫が1個ある。

143

名 称

礫

分 類

XB2

数 量

覆土

0

床

1

計
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図3-21 NP-6

NP-7

位置G－6－b 規模0.92/0.62×0.89×0.61×0.24

平面形円形 頭位不明

副葬品土器片17点

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は全周緩かな傾斜をなす。 ／

覆土 I 黒色士（Ⅱ層) V暗褐色士（壁崩落土）

Ⅱ褐色士（Ⅱ層を含む） Ⅵ褐色士（黒色士とローム粒の混合）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅶ茶褐色士（ローム粒含む）

Ⅳ暗黄色士（ローム粒含む）

遺物表A

数

覆土

量
声

分 類名 称

器
一
石

土
一
す

２

Ｂ

Ｂ

Ⅵ

．

Ⅵ

Ｘ

Ⅳ
’
１
－
８

０

’

０

’

０

Ⅳ
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
記

り
一
礫
一
器 計

一
計

一
位
一
〈
ロ

備考覆士卜層より，礫8個が出土

図示した遺物表B

144

Nq

1

2

名 称

－J－ 器一二

〃

分類

Ⅵ

〃

大きさ、、 巨量9 層付

覆土

〃

材質



Ⅲ西野幌1遺跡

竃■･錘

2，．9ヨ

8．9塁
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〃

20．脚

25,92

d2gOO~

1 1
~

図3-22NP-7と遺物

NP-8

位置 I－7－a 規模1.04/0.69×0.89/0.51×0.32

平面形長円形 長軸方向N-37o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は， ゆるやかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層） Ⅳ黄色士（ローム・ブロック）

Ⅱ茶褐色士（Ⅱ層とⅣ層の混合) V黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる） Ⅵ黄色士（ローム・ブロック）

遺物表A 備考覆十卜層中に炭化物が堆積する。

2日.74

Cl
国｜

周1
℃Ｌ

〆

Ｉ

28．92

へ
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＝
『

訓
_今

卜

ー

『

’
一

、
、
ふ

｡’量8，6日

急8．74

図3-23NP-8

NP-9

位置 1－6-d, 1-7-a 規模0．93／0.83×0.81/0.72×0.33
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フレイ ク

分類

ⅣB

数 量

覆土

1

床

0

二一L

同I

1



Ⅲ西野幌1遺跡

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は，全周ほぼ直立する。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層) V黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる） Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅲ暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混Ⅶ褐色士（粘性の黒色士含む）

合）

Ⅳ暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含む）

遺物表A

分 類|覆學， 床 ， 計
量

名 称

I

土
一
す
一
使

器
一
石
一
礫

Ⅵ
｜
嘔
一
型
一
型

２
’
１
’
１
－
４

０
’
０
－
０
－
０

２
ｌ
１
ｌ
１
－
４
ｌ
６
ｌ
８

り

礫
一
器 ユ

副
一
斗
叫

一
個
一
ム
ロ

のり

備考底面中央部に人骨片が出土したが，糊状のため部位等は不明である。

図示した遺物表B

2●,■I 麺．76

§争

議・
登弓

像
，

。 ＄

1－7－口

１

謝

§ 副
§

C

～

筆～且

日

’2⑧､78 。｡’ .’
2e､83

図3-24NP-9と遺物

NP-10

位置H－7－d

平面形円形

副葬品土器片7点（底部）

規模1.12／0.83×1.08/0.81×0．48

頭位不明
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Ⅲ西野幌1遺跡

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

Ⅲ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅳ暗褐色土（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

V暗黒褐色士（微量のローム粒含

む）

Ⅵ黒褐色士（ローム・ブロック含

む）

Ⅶ黒褐色士（炭化物含む）

Ⅷ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅸ暗褐色士（大粒状のローム含む）

X茶褐色士（黒色士含む）

遺物表A

④

H■8－q

28，68
○
ｍ
・
の
“
ぬ

E8．6｡

う、 一
幸~

_〆少
ペ

便8，71

9．872

シー″

、ｊ
４
一二

28．70
28，69

d28．80~Ｃ
ｌ

図3-25NP-10

数

土

庁

ｊ

Ｅ

Ｊ

覆

量
名 称 分 類

床

2

0

計
－
９
’
５
－
皿

土 器

フレイク・チップ。

合 計

Ⅵ
｜
”

備考覆土層中に炭化物が薄く堆積する。本墓擴内から出土した試料の'4C年代は1,850=t

70y.B.P.(N-3659)である。

図示した遺物表B

NP-11

位置G－7-c, G 8 b 規模1.00/0.80×0.97/0.85×0.50

平面形円形 頭位不明

副葬品土器片2点（底部）

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。壁は，全周ほぼ直立する。

覆土 I 黒色土（Ⅱ層） Ⅳ黄褐色士（壁崩落士）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる) V暗褐色士（粘性の黒色土とローム粒

Ⅲ黒褐色土(粘性でローム粒含む） の混合）
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土 器
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Ⅲ西野幌1遺跡

Ⅵ褐色士（粘性の黒色士含む）

Ⅶ黄色士（壁崩落士）

Ⅷ黒色士（炭化物含む）

Ⅸ暗褐色士（粘性の黒色士とロー

ム・ブロックの混合）

L、
~
Ｏ
の
。
①
釦
で

Z8．7ア

Zg ７

～聖

~2，，74

〆｡’b28”.
~

~

､、－－｣菫』’
1Ⅷ

図3-26NP-1 1と遺物

遺物表A

数

土

、

／

〕

イ

日

上

八

く

〕

覆

量
名 称 分 類

床
－
０
’
０
’
１

計

2

1

＋
杢
一
マ
ゾ

器

しイ ク

礫

器 計

計

２

Ｂ

Ｂ

Ⅵ

Ⅳ

Ｘ ４
’
５予

恒
一
▲
ロ ７

図示した遺物表B 備考覆土中に，礫が4点ある‘

| ］ ｜土 器

NP-12

位置G－7-c, G-8-b 規模0.94/0.66×0.89/0.67×0．30

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，凹凸があり，堅い。壁は，全周ゆるやかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層) V黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅱ暗褐色士（Ⅱ層とローム粒の混合）Ⅵ黒褐色土(粘性でローム粒・炭化物含む）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる） Ⅶ暗褐色士（ローム・ブロック含む）

Ⅳ黒褐色士（Ⅱ層にローム粒・ ローム・ブロック含む）
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Ⅲ西野幌1遺跡

遺物表A

量
吾J一

同’

数
一
土

覆分 類名 称
床

石やじ り | 1A3a

フレイク・チップ ⅣB

礫 XB1

" XB2

計 ｜,△
に。

Ｏ

０

ｌ

１

ｌ

１

１
ｌ
８
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
妬

１
’
８
－
０
’
４

○1

21
~1

つ ’備考覆土中に礫が6点あり， その上に炭 、2.~‘ア

化物が少量堆積する。 ．I ＄
9-8=b

23．“
週日■

ｂ

Ｄ

－

Ｅ

一一

←

堂gQP

2■.■Z

』 ’⑨
28．85

偽亀
1一

図3-27NP-12と遺物図示した遺物表B

NP-13

位置F 18-b

規模(1.01)/0．68×(0.84)/0.59×0．35

平面形円形

頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周ゆるやかに傾斜する。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ暗褐色士（黒色士とローム粒の混合）

Ⅲ黒色士（粘性でローム粒含む）

Ⅳ茶褐色士(粘性で微量のローム粒含む）

gl
周｜
で

2■.T、

20．99

29

｡’28．92

b2glO~~

図3-28NP-13
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大きさ、、

23.7×15．1×3．2

重量9

0．85

層位

覆土
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IⅡ西野幌1遺跡

褐色士（黒色士含む） Ⅸ黄褐色土（壁崩落土）

暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混合)X黒褐色士（小粒状でローム粒含

褐色士（粘性の黒色士含む） む）

茶褐色士（炭化物含む） 虹黒褐色士（炭化物含む）

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

遺物表A

数一

君名 称 分 類

塁_圭一L床 ’
器土 １

２

ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

Ⅳ

Ｘ

こ

1 １
’
１
’
４

フレイ ク

礫

石 器 計
こ

且’
’ 合

のり

糊状のため部位等は不明である。備考底面中央に人骨片が出土したが，糊

NP-14

位置F-18-b, F-7-c

規模0．91／0.78×0.84/0.68×0.22

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，やや凹凸があり，

堅い。壁は全周ゆるやかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ暗褐色士（黒色土とローム粒の

混合）

Ⅲ褐色士（黒色土含む）

Ⅳ茶褐色士（微量の黒色土含む）

V黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅵ暗黒褐色士（粘性で微量のロー』

遺物表A

暗黒褐色士（粘性で微量のローム

Z8．97

91
31
℃

’
ロ28，99

ツ
／

へ

う 29．00

~

28．量5

.～4

／
〉

’
Z8．99

NP-14

(壁崩落土）

(炭化物含む）

図3－29

黄褐色士

黒褐色士

Ⅶ

Ⅷ粒含む）

数

覆土

量
名 称 分 類

床
－
０
’
０
’
２

計
－
２
ｌ
２
－
２
ｌ
４
ｌ
６

土 器

フレイク･チップ

礫

石 器 計

合 計

ｌ

２

ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

Ⅳ

Ｘ

２
’
２
’
０
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Ⅲ西野幌1遺跡

備考西壁沿いの底面に炭化物のブロックが堆積する。礫が2個点在する。

NP-15

位置E－8－b 規模1．11／0.88×0.94/0.71×0.20

平面形長円形 長軸方向N-60。－W

頭位不明 副葬品土器片12点

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は，全周ゆるやかな傾斜をなす。

覆土 I 暗褐色士（黒色土とローム粒の混Ⅳ暗黒褐色士(粘性で微量のローム粒含む）

合) V暗褐色士（粘性の黒色土とローム粒の混

Ⅱ暗赤褐色士（ローム粒と焼土含む） 合）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

数
謹
一
岨
－
３
６

量
名 称 分 類

計

12

3

一戸
0

9

21

床

0

0

0

十 器

フレイク・チップ

礫

石 器 計

合 計

２

Ｂ

Ｂ

Ⅵ

Ⅳ

Ｘ

備考覆士卜層に焼土が堆積する。その下層より礫が6個群在して出土。

図示した遺物表B
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図3-30 NP-15と遺物
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Ⅲ西野幌1遺跡

NP-16

位置E－8－b

規模0.94/0.70×0.85/0.60×0.37

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ暗褐色士（黒色士とローム粒の

混合）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる）

Ⅳ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

V黒褐色士（炭化物含む）

Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

~○○
印

個

で

の

｡’
一
口
室

罪
一

・

。

－

０
－

知
一

旬
垂
今

ｂ

哩
Ｉ一

五
Ⅵ

図3-31 NP-16

Ⅶ褐色士（黒色士含む）

数

土

１

１

０

覆

量
計
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
－
３

名 称 分 類
床
－
０
’
０
’
１

イ

礫

器

し

土

フ

石

合

器
一
ク

２

Ｂ

Ｂ

Ⅵ

Ⅳ

Ｘ

詞
NP-17

位置F－8－b

規模0.80/0.63×0.72/0.61×0.27

平面形円形 頭位不明

副葬品土器片4点（底部）

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（粘性をおびる）

Ⅱ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

Ⅲ暗褐色士（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅳ暗黒褐色士（粘性で微量のロ－

~ＣＱ
①
“
↑

28.■3

28－87

28，85

○
一 b空里

d29．00~ｃ
一

〃

}_訓菫』
図3-32NP-17と遺物
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IⅡ西野幌1遺跡

ム粒含む） Ⅵ黄褐色士（壁崩落士）

V黒褐色士（小粒状でローム粒含む） Ⅶ褐色士（小粒状の黒色土含む）

遺物表A

ビ ｜
計
－
２
２
４
１
５

量
分 類名 称

床

0

0

１

~２Ｂｂ

Ⅲ

Ⅵ

Ｘ

計

一

一

計

器土

″
｜
器
一
礫

土

0 1

合

図示した遺物表B

！
NP-18

位置E-18-b 規模1.07/0.82×1.01/0.76×0.26

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は全周ほぼ直立する。

覆土 ’ 黒色士（Ⅱ層) V暗褐色土(粘性で微量のローム粒含む）

Ⅱ黒褐色士（ローム粒含む） Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅲ暗褐色士(黒色土とローム粒の混合）Ⅶ暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の

Ⅳ黒褐色士（粘性でローム粒含む） 混合）

遺物表A

計

１

１

２

５

７

｜

皇
里数

分 類名 称
床

0

1

覆土

1

0

時

四

Ⅲ

Ⅵ

Ｘ

器

計

計

万

器

礫

土

土

5、

伝
’且

備考南壁沿いの底面に3個の礫が点在する。墓擴内から出土した試料の14C年代は，

1810=t90y.B・P. (N-3660)である。
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Ⅲ西野幌1遺跡

図示した遺物表B
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23,83
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白ロ
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｡

28.eS

28，83

図3-33NP-18と遺物

NP-19

位置H－7-b, H-8-a 規模(1.01)/(0.82)×(0.85)/(().56)×0.07

平面形長円形（推定） 長軸方向N-59o－W

頭位不明 副葬品土器片12点

構造上の特徴底面は，平坦で軟弱である。壁は，全周緩やかな傾斜をなす。

覆土不明

遺物表A

数

土

２

０

－

１

覆
類

２Ｂ

分

Ⅵ

Ｘ

号

称

号

礫

名

土

量

床

0

3

計
一
岨
－
３
｜
妬△

ロ~ 計

図示した遺物表B

1戸~A

LD坐

NO

1

名称

土器

分類

Ⅵ

大きさ、、 重量9 層位

床

材質

Nq

1

名 称

土器

分類

Ⅵ

大きさ、、 重量貝 層位

覆土

材質



Ⅲ西野幌1遺跡

Z9.7ｺ

Z870

zaTO

｡Z8“ ﾛ 28.67

b型80

－当一一／ー‐

図3-34NP-19と遺物

NP-20

位置G－6－c 規模0.98/

平面形長円形（推定） 長軸方向 n

頭位不明 副葬品な’

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。壁は，急なf

覆土不明

遺物表A

〆

規模0.98/0.78×(0.85)/(0.72)×0．36

長軸方向N-20o－W

副葬品なし

壁は，急な傾斜をなす。

数

名 称 分 類 覆土
スクレイパー ⅡB3 1

フレイク・チップ IVB 7

礫 XB2 2

量
一
計
－
１
ｌ
７
ｌ
３
ｌ
ｕ

床
－
０
’
０

1

合
三十

両’

備考墓擴の南半は，風倒木によって破壊される。覆土中に2個，底面に1個礫がある。

図示した遺物表B
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Nq

1

名 称

スクレイパー

分類

ⅡB3

大きさ、、

1a8溝19~5x54L91

重量9 層位

覆土

材質

Obs．
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b29，90~20.脚 28.鯉
~

０
－

2B,B2

28．77

28，89

鰯雲
…1

｡…

､20，8s

o2，，84

図3-35NP-20と遺物

NP-21

位置 I－7－c

，土日f昔 noヮ／、役/1 、／、庁更／nEE、／八 ．,八
規模0

堂8．5ア

:｜
ロ

“

.87/0.64×0.75/0.55×0.40

平面形長円形
垂8．48

長軸方向N-40o－W

Q一

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は↑再ｺ亘エUﾉﾔ守1訳 ノ崖凶fJ-， 斗号ｺﾐ且c旦皇い。 里菫区

２ 0,5＄

一

蕊
ﾍ

ｰﾉ〃
N

EBB4

１
Ａ ｡’聾･”

全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）
d

Ⅱ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

b28‘70~

Ⅲ暗褐色士（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅳ黄褐色士（壁崩落士）

遺物表A

図3-36NP-21と遺物

十

３

９

２

二

一

口

１

４

量数

土

ｏ

Ｏ

Ｑ

Ｊ

覆
名 称 分 類

床

0

0

土 器｜ Ⅵ

| XB'礫

計｜へ
匹．

備考底面中央に礫が集積する。

図示した遺物表B

NP-22

位置 I－7-c, J-7-a,-d 規模（).85／0.63×0.82／0.69×0.38

156

NO

1

名 称

土器

分類

Ⅵ

大きさ、、 旨昌只 層位

覆十

材質



Ⅲ西野幌1遺跡

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，やや凹凸があり，

堅い。壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ黒色士（粘性で炭化物含む）

Ⅲ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅳ褐色士（黒色士含む）

V茶褐色士（小粒状で微量のロー

ム粒含む）

Ⅵ褐色士(小粒状でローム粒含む）

Ⅶ暗褐色士（小粒状とローム粒の混合）

遺物表A

~Ｏ
の

・

の

四

口

1

1 ｜

’

」
d~

」
.’d28 60~←

図3-37 NP-22

’

NP-23

位置J－7－d

規模0.99／0.55×0.95/0.58×0.50

平面形円形 、軍~4,

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周急な傾斜をなす。 ｡｡~‘：

覆土 I 黒色士（炭化物含む）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

Ⅲ黒色士（小粒状）

Ⅳ黒褐色士（小粒状でローム粒含 ＝

26 47

~

~
○

ｍ

ｍ

“

で

29，47

、 ノ》
、

四
29．や〆

| ’

ｌ
冒
一 、

~ふ

9／

｡’20，44

b28 50~

I

Ｉ

〆
Ⅱ

む）

黄褐色士（壁崩落土）

黒褐色士（小粒状でローム粒含

む）

側
Ⅷ
Ｖ

Ⅳ

ｖＶ

Ⅵ Ⅶ=Ⅲノ 、Ⅵ

図3-38NP-23

Ⅶ暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混合）

Ⅷ褐色士（小粒状の黒色士含む）

寸芦庁

_10【

~

名 称

礫

分 類

XB2

数 量

覆十

3

床

0

言十
p~I

３



Ⅲ西野幌1遺跡

遺物表A

数
一
土 圧
い
，

量
名 称 分 類

覆

２

５
２

一

蛇

率

床

0

0

フレイク・チップ｡

礫

合 計

のり

備考北壁沿いに人骨片が出土したが糊状で部位等は不明である。

NP-24
・28．4s

位置J－7－d
可

規模0.73/0.42×0.65/0.40×0.29 1

1

1

＆
－
戸

○
ｍ
・
ロ
“
で

28．41

平面形長円形
屋944

長軸方向N－2．－W q－

頭位不明 副葬品なし
ごB･@4

ｂ
一

1

Z6．41

’

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は 』

全周やや緩い傾斜をなす。 b28~5．

覆土 I 黒色士（炭化物含む）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

Ⅲ黒褐色士(粘性でローム粒含む）Ⅲ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

Ⅶ

図3-39NP-24

Ⅳ黒色士（小粒状）

V黒褐色士（小粒状でローム粒含む）

Ⅵ褐色士（小粒状の黒色士とローム粒の混合） Ⅶ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

数
土

１

１

覆

量
一
計
－
１
’
１
’
２

分 類名 称
床

0

0

フ レイ ク ｜ⅣB
礫 | XB2

合 言＋
口I

NP-25

位置J－7－d

規模0.88/0.66×0.78/0.52×0.19

平面形長円形

長軸方向N-49o－W

頭位不明 畠ﾘ葬品なし

構造上の特徴底面は，凹凸があり，堅い。

壁は， ゆるやかな傾斜をなす。

C
叩

⑯
“

℃

，
司
酬
回
“
△

､28，38

2日､4全

目

Za35

曰

’ .’･26，37o28．40

図3-40 NP-25
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Ⅲ西野幌1遺跡

Ⅲ黒褐色士（小粒状でローム粒含む）

Ⅳ黄褐色士（壁崩落土）

覆土 I 黒色士（炭化物含む）

Ⅱ黒色士（小粒状）

遺物表A

’数

土
覆

ｉ

Ｔ

一

三

口

星
里

喜 称 ’ 分 類
床

土 器 Ⅲb－1

フレイク・チップ ⅣB

礫 XB2

石 器 計

今 言十
p pl

器

坐圭

１
’
２
’
３

０
－
０
’
３

１
’
２
－
０

５
－
６

NP-26

位置K－8－d

規模1.10/0.75×1.03/0.72×0.43

平面形円形 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は
・27．90

緩やかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）
d

Ⅱ暗赤色士（Ⅱ層と焼土の混合） －

Ⅲ赤褐色士（粘性で焼土含む）

Ⅳ焼士

V褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅵ暗赤褐色士（微量の焼土含む）

Ⅶ茶褐色士（粘性で微量のローム粒含む）

~

~
（
×
）

①

内

で

2了.師

｡I7 87

b28.00~

~

図3-41 NP-26

Ⅷ暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混合）

Ⅸ焼土

X黒褐色士（粘性で少量のローム粒含む）

遺物表A

数
土

４

１

覆 半

Ｉ

４

寺

止

Ｒ

〕

７

０

ワ

】

三

口

ｑ

〕

４

量

分 類名 称 床
－
０
’
０

土 器 Ⅲb－1

〃 Ⅵ

土 器 計

礫 XB2 37 0

二~I

同T合
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Ⅲ西野幌1遺跡

備考底面全面に38の礫が集積する。そのほとんどは破砕している。その直上に焼土が堆積

する。

NP-27

位置K－8-b,-c 規模1.14/0.86×0.96/0.78×0.44

平面形長円形 長軸方向N-14o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる）

Ⅳ暗黒褐色士（粘性で微量のロー

ム粒含む）

V褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅵ暗褐色士（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅶ黄褐色士（壁崩落土）

1 §｜
で

NI~

可
｜

"
.I I

2ア.g」

E7－9B

ｂ
一

｡

の

ZZ8g

27．90

』 2ZgT
Ｏ
一

羽
一

ｂ

d

遺物表A 図3-42NP-27

のり

備考底面中央に人骨片が出土したが，糊状のため，部位等は不明である。

NP-28

位置J－8－b 規模(1.06)/(0.65)×(1．00)/(0.58)×0.31

平面形円形（推定） 頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で軟弱である。壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色土（Ⅱ層) V褐色土（粘性の黒色土含む）

Ⅱ暗黒褐色土（粘性で微量のローム Ⅵ暗褐色土（粘性の黒色士とローム粒の

粒含む） 混合）

Ⅲ黒褐色土（粘性でローム粒含む） Ⅶ黄褐色士（壁崩落士）

Ⅳ茶褐色士（微量の粘性の黒色士含む）
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使・フレイク

分類

ⅣC

数 量

覆土

0

床

1

吾上

同’

1
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遺物表A

’

28.23

○
m

②
“

で

O
”

切
酎

←

／○
ｍ
・
の
釦
凸.、

､プ

2TGS

テェこここご＼
〃C

一一

28． 19

2Z

／
－－弓型

／

｡’ ｡’
、 .

》 “量， ／ノ念8．26 1

｡’2e･Z3

NP-28図3－43

NP-33

位置L－9－a

規模0.87／0.77×0.75/0.63×0.13

平面形長円形

長軸方向N-35o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴床面は，平坦で堅い。壁は

全周緩やかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ）

Ⅱ茶褐色士(I層とローム粒の混

合）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

遺物表A

１
，
１
１
１
１
ル
ー

2ア,61

27

～迫
Z7

~~

図3-44NP-33

~~十２’３５

言

ロ

量

床

０

０

数
土
２
３
覆
一
一

分 類名 称

ﾌﾚｲｸ･ﾁｯﾌ｜ⅣB
| XB2礫

計’合

NP-34

位置M－9－a

平面形長円形

規模0．9()／().75×0.80/0.70×0．20

長軸方向N-65.-W

161

名 称

台 石

分 類

ⅦA

数 量

覆土

1

床

0

二｣－

両I

1



Ⅲ西野幌1遺跡

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ黒褐色士（ローム粒含む）

Ⅲ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅳ黒褐色士（ローム・ブロック含

む）

V暗褐色士（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅵ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

遺物表A

７
ノ

）
§｜
ロ

“

27 4ｱ

2Z48

。
、

27.4

』 .’
27，47

b2760ｄ
’

~

図3-45NP-34

数

土一
覆
１
１

計

１

１

２

量
名 称 分 類

床
－
０
’
０

土 器 Ⅵ

礫 XB2
、 吟＝＝＝一

合 計

NP-36

位置N-10-a
, Z6,日S

規模0．82／0.62×0．65／0.54×0.48

平面形長円形

長軸方向N-34o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は,平坦で軟弱である。

壁は，全周ほぼ直立する。

覆土 I 焼土

Ⅱ暗赤褐色士（粘性で焼土含む）

Ⅲ暗黒褐色士（粘性で微量のロー

ム粒含む）

Ⅳ黄褐色士（壁崩落土）

V暗褐色士（粘性の黒色土とローム粒の漬V暗褐色士（粘性の黒色土とローム粒の混

宿

~ｏｏ
Ｆ
Ｎ
つ

26．79

26，日日

I｡’
26．81

b翫10~~

図3-46 NP-36

合）

Ⅵ黒褐色土（粘性でローム粒含む）

Ⅶ黒色士（粘性で炭化物含む）

備考覆土上層中に焼土が堆積する。
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m西野幌1遺跡

NP-37

位置N-10-a,-b
q2690

規模0.97/0.80×0.74/0.56×0.23

平面形長円形

長軸方向N-51o－W

頭位不明 副葬品なし
蚕

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で軟弱で

ある。壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ暗赤色士（焼土含む）

Ⅲ焼土

Ⅳ茶褐色士（粘性の黒色士とロー

ム粒の混合）

V淡赤褐色士（ローム・ブロックに焼土含む）

Ⅵ黄色士（ローム・ブロック）

遺物表A

O
①

①
囚

で

ZB･B2

77

｡’28,89

卯
一

６
－

２ｂ

~Ⅸ

図3-47NP-36

Ⅶ黒色士（粘性をおびる）

Ⅷ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅸ黒褐色士（ローム粒含む）

NP-38

位置N-10-a

規模0．93／0.61×0.70／0.64×0．35

平面形長円形

長軸方向N-55o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は,平坦で軟弱である。

壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

２8.B

垂6 67

罠
26．79

’
”
－

６
－

２
－

．

｡’
ｃ
一

-一1， ~/－

~［ ノ~
暗褐色士（焼土含む）

黒褐色士(粘性でローム粒含む）

暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含

む）

黒褐色士（粘性でローム粒含む）

暗茶褐色士（粘性でローム・ブロック

図3-48NP-38

含む)~

褐色士（粘性の黒色十含む）

黄褐色士（壁崩落土）

炭化物

茶褐色土(微量の粘性の黒色土含む）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

Ｖ

Ⅵ
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名 称

礫

分 類

XB2

数 量

覆土
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床
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遺物表A

数

土
覆

量
研名 称 分 類

フレイク・チップ･

礫

△ 計に．

１

Ｂ

Ｂ

Ⅳ

Ｘ

２
－
６

０
－
０

、
／
々
｜
〈
ｈ
Ｕ

8

NP-46

位置F 6 b

規模0.88/0.69×0．79/0.57×0.29

平面形長円形

長軸方向N-45o－W

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

全周直立する。

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅲ暗赤褐色士（粘性でローム粒。

炭化物。焼土含む）

画 ･ 翅9．02

1

１
，
１
‐
〆

~
~

○

一

毎

“

七

Ｕ

＝

ｂ
一岸

2e,”

Q一

ベ
29．03

」

29．00

幻
一

９
－

２ｂ
~

『 にごロ1
図3-49NP-46と遺物

Ⅳ茶褐色士（粘性の黒色土とローム粒の混合）

V黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

数

土

２

３

覆

－

４

６

＋

１

。

△

一

三

口

量
名 称 分 類

床

0

1
２

Ｃ

Ｂ

Ｖ

Ｘ

器

計

礫

土

合

備考覆土上層に炭化物を含む焼土が堆積する。その下層より4個の礫が出土する。

図示した遺物表B

NP-47

位置E－5-c, E-6-b 規模1.04/0.56×0.86/0.63×0.44
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名 称

土器

分類

VC

大きさ、、 重量貝 層位

覆土

材質



Ⅲ西野幌1遺跡

平面形長円形

長軸方向N-10o－W

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。

壁は， ほぼ全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

Ⅲ焼士（粘性の黒色士含む）

Ⅳ暗赤褐色士（粘性でローム粒・

焼土含む）

V褐色士（粘性の黒色土含む）

遺物表A

2934

ｑ
引
例
佃
。

〆少 ~…ヨ

29

｡’
29．34

1－J
図3-50NP-47

Ⅵ暗赤茶色士（粘性でローム粒・焼土含む）

数

土

一

一

覆

一

１

’

１

三
塁

分 類名 称
床

0

0

計
－
１
－
１
’
２

器

ク

計

一

イ
レ

ー

~

十

一

フ

〈

ロ

Ⅵ

~ⅥB

NP-48

位置E－5－c

規模1.10/0.79×1.05/0.80×0.50

平面形円形

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，やや凹凸があり，

堅い。壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（小粒状） ~

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

2927 Ｃ
、
⑦
Ｎ
ｐ29，Z6

29.Z2

，/／’

2927

、

3
．29，25

｡I

焼土

赤褐色土（焼土含む）

暗褐色士（粘性の黒色士とロー

ム粒の混合) ．

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

図3-51 NP-48
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Ⅲ西野幌l遺跡

遺物表A

数

臺_封

÷

量
一
計
－
１
’
５
’
６

名 称 分 類
床
－
０
’
２

フ レイ ク ⅣB

礫 XB2

へ
計［．

~~
NP-50

位置F－5－d

規模0.80/0．44×0.73/0．43×0.35

平面形円形

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

緩やかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色士（粘性をおびる）

Ⅱ暗褐色士（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅲ黒褐色士（粘性で微量のローム

粒・炭化物含む）

Ⅳ黒褐色士（粘性でローーム粒含む）

郵

八
、 ~○両

の

側

で

”.ID

2，隆一〆P

.’

０５

Ｐ

Ｏ

Ｉ

Ⅱ

Ｎ

蕊

伽

》

》
》
｜

～
｜且

Ⅵ黄褐色土（壁崩落士）

V茶褐色士（粘性で炭化物・微量のローム粒含む）

遺物表A

NP-51

位置F－5－c

規模0．95/0.67×0.82/0.58×0.35

平面形長円形

長軸方向N-63o－E

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。壁は

緩やかな傾斜をなす。

覆土 I 黒色土（Ⅱ層）

Z9．0，

ｸ、
、 §｜

／，"｡‘ 鷲
戸

イ

、
令〆〆〆

29．09 ’2●,07 ｡、
d29．20~~

図3-53NP-51
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Ⅲ西野幌1遺跡

Ⅱ暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含む）

Ⅲ黒色土（Ⅱ層ブロック） Ⅳ黒褐色土（粘性でローム粒含む）

遺物表A

NP-53

位置K－5－．
． 28，52

規模0．68／0.56×0.67/0.57×0.10

平面形円形

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。

§| L、

｡|｢’

句■貝1
←－口苧■ ○

四
m

“

凸

｡’乞日,48

壁は，全周緩やかな傾斜をなす。 ．…’

覆土 I 暗赤色士（Ⅱ層と焼土の混合） 図3-54NP-53

備考覆土中に焼土が堆積する。

NP-54

位置K－5－d 規模0.80/0.74×0．60/0.58×O

平面形長円形 長軸方向N 36o－W

頭位不明 副葬品土器片33点

構造上の特徴底面は，凹凸があり，堅い。壁は，全周急な傾斜をなす。

覆土 I 暗赤色士(Ⅱ層に焼土を含む） Ⅲ茶褐色士(ローム粒と粘性の黒

Ⅱ焼土（Ⅱ層を含む） Ⅳ黄褐色士

遺物表A

ローム粒と粘性の黒

10

色土との混合）

数

覆土

量
二十

両I

分 類称名
床

土 器 Ⅲb－］
Ⅵ〃

土 器 計

礫 XB2

合 計

１
－
銘
一
謁
一
１
一
弘

０
’
０

１
｜
犯

ロ1

備考底面にVI群の土器が一括して出土。その上層に焼土が堆積する。

図示した遺物表B
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礫
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XB2

数 量

覆土

1

床

0

計

1

Nq

1

名 称

十 器

分類

Ⅵ

大きさ、、 壼昌9 層位

覆土
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Ⅲ西野幌1遺跡

雪，53

8
⑳
虹

色

ロ

29．53

qZe､57 ．2852

．記“

一一、--全三二二一ﾉー

図3-55NP-54と遺物

NP-55

位置K－5－d

規模0.59/0.47×0.54/0.40×0.09

平面形円形

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。

壁は，緩やかな傾斜をなす。

覆土 I 暗赤色士（Ⅲ層。微量の焼土含む）

Ⅱ焼土

遺物表A

"* ''!1
､…． 。'， 。'，
図3-56NP-55

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

S

2日､“

C
ｰ

NP-58

位置G－6-a, F-6-b 規模0.80/0.59×0.74/0.45×0.32

平面形長円形 長軸方向N-13o－W

頭位不明 副葬品なし

構造上の特徴底面は，平坦でやや軟弱である。壁は，全周やや急な傾斜をなす。

覆土 I 暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含む）

Ⅱ茶褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混合）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む）
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Ⅵ
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Ⅲ西野幌1遺跡

Ⅳ暗黒褐色士（粘性で極微量のローム粒含む）

遺物表A

分類|覆土 ， 床
数

~ ~ ~~ ~ ~
量
一
計

名 称

スクレイパー｜ ⅡB
礫 | XB2

０

’

０

１

’

３

１

’

３

’

４合
三_L
同I

備考覆土中に3個の礫がある。

図示した遺物表B

Na名 称 ,分類大きさmm 重量g層位|材質

］ ｽｸﾚｲﾊｰiⅡB －×17~9×9~81-覆土| Obs. ’
タ
ノ

寺

"“ ：｜
“

口

3
〆

蹄
ｅ
－

Ｇ

ｃ

一

29.OB

－－－q

･20.“

／
“ ｡｜

図

28．99

3-57NP-58と遺物

(3) Tピット

NP-3

位置M-14-b,-c,-d

規模3．84／3.77×0.50/0.12

x0.30

長軸方向N-50o－E

構造上の特徴底面は，凹凸で堅

い。小ピットはない。側壁は，

いずれも直立するが，開口部は，

ゆるやかな傾斜をなす。

覆土 I 焼土

Ⅱ黒褐色土（粘性をおび

る）

25B3

ノ･2鼠”

2578

9'

》
’

Ｃ
ｌ

Ⅲ黄褐色士（壁崩落士）

Ⅳ複色土（粘性の黒色土を含む）

図3-58NP-3
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Ⅲ西野幌1遺跡

NP-29

位置H-10-b 規模4.25/4.05×0.47/0.13×0.72

長軸方向N-79o－W

構造上の特徴底面は，平垣で堅い。小ピットは， ない。側壁は， いずれも直立する。

覆土 I 暗黒褐色士（Ⅱ層，微量のローム粒Ⅶ暗褐色士（Ⅲ層にローム・ブロック含

含む） む）

Ⅱ黒色士（Ⅱ層） Ⅷ褐色士（粒性をもつ）

Ⅲ暗茶褐色士（Ⅱ層とローム粒の混合）Ⅸ暗黄色土（粘性でⅢ層を含む）

Ⅳ暗褐色土（Ⅲ層) X黄色士（ローム士）

V暗黄色士（Ⅳ層ブロック含む） 虹茶褐色士(粘性で微量のローム粒含む）

Ⅵ褐色士（Ⅲ層とローム粒の混合）

遺物表A " . ､ |

数

土
覆

量

~計名 称 分 類
床

土 、 器

フレイク・チップ

合 計

Ⅲb－1

ⅣB

４

－

４

０

０

４
’
４
－
８

ご
｜
２

皇 I 血盟塾

欝。
---且 ‘28‘27

．28，50~霞36

2e31~

図3-59NP-29

NP-35

位置J-12-b,-c 規模3.92/3.82×0.50/0.17×0.87

長軸方向N-74o－W

構造上の特徴底面は，平垣で堅い。小ピットはない。側壁は， いずれも直立する。

覆土 I 黒色士（Ⅱ層) V暗黄褐色士（粘性の黒色士でブロック

Ⅱ暗赤褐色士（粘性で微量の焼土を含 含む）

む） Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅲ褐色士（粘性の黒色土含む） Ⅷ黒褐色士（ローム粒・微量のローム．

Ⅳ暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒 ブロック含む）

含む） Ⅷ黒褐色士（ローム粒。ローム・ブロツ
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Ⅲ西野幌1遺跡

量のローム粒含む）

黄色土（ローム・ブロック）

茶褐色士（黒色土を含む）

ク含む）

Ⅸ黒褐色士（ローム粒含む）

X暗黒褐色士（ローム・ブロック微

遺物表A

虹

別

数

土
覆

量
二『~

同T
名 称 ｜ 分 類

床

Ⅲb－1

ⅣB

土 器

ﾌﾚｲｸ･チップ

合 計

訂
－
３

０
’
０

訂
－
３
｜
釦

図示した遺物表B

1

1
奴28

一一
ｃ
一２

．
３

認
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2T24

u鱗
d2T40

ｃ
一

聯
図3-60 NP-35と遺物

NP-40

位置N-13-b 規模3.59/4.13×0.36/0.17×0．65

長軸方向N-64o－E

構造上の特徴底面の東半分は，平坦で西半分は，凹凸で堅い。小ピットはない。側壁は，

いずれも直立する。

覆土 ’ 黒色士（Ⅱ層） Ⅳ黒褐色士（粘性で焼土・ローム粒含

Ⅱ暗赤褐色土（粘性で焼土・ ローム粒含 む）

む) V暗茶色士（ローム粒）

Ⅲ褐色士（粘性の黒色士含む）

遺物表A

マワィ
ェJL

Nq

1

名称

土器

分類

Ⅲb－1

大きさ、、 重量9 層位

覆十2

材質

名 称

土 器

分 類

Ⅲb－1

数 量

覆土

1

床

0

晏上

同I

1
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､26,.7 -..-ノ〃

｡ b缶10

鶴
易〆診

旧
一

語
一

．
一

一

~「
_－－－）

図3-61 NP-40

NP-43

位置H-11-b

規模1．49／1.68×0.40/0.13×0.56 ! .278

長軸方向N-50o－E

構造上の特徴底面は，やや凹凸があり堅

い。小ピットはない。側壁は，ややオー ｡ｱ81

バーハングする。
〈／

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる）

Ⅳ暗褐色士（粘性の黒色士とロー

ム粒の混合）

遺物表A

2了79

Ｏ

Ｔ

Ｌ

９

穂
７２．

ｂ
Ｏノ

５

〉 ・27．78

C~ d2790~

、2祇78

図3-62NP-43

NP-45

位置G－5-a,-d 規模2．20/2.71/0.35/0.09×0.80

長軸方向N-71o－W

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。小ピットはない。側壁は，オーバーハングする。

覆土 I 暗赤色士（焼土とⅦ層の混合) V黄色士（ローム・ブロック）

Ⅱ暗黒褐色士（粘性で微量のローム粒含む）Ⅵ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅶ黒色士（粘性をおびる）

Ⅳ暗褐色士（Ⅶ層とローム粒の混合） Ⅷ黄褐色士（壁崩落士）

1ワワ
4~0＝

名 称

土 器

分 類

Ⅲb－l

数 量

覆土

３

床

0

号上

同I

3
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ロ b29．20~~

Ｔ
皿
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班
Ⅵ d2920~ー
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で､29． 13

－q

識R F崎

2896

図3-63NP-45

NP-56

位置H－4－a 規模4.14/4.05×0.27/0.19×0.70

長軸方向N-44o－E

構造上の特徴底面は，北西壁側で傾斜し》段をもつ。南東壁は，平垣になる。側壁は， い

ずれも直立する。

覆土 I 黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅳ褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅱ黄褐色士（壁崩落土) V暗黒褐色士（微量のローム粒含む）

Ⅲ暗褐色士(ローム粒で粘性の黒色士の混合）

、、 ．2，"。

Z9．4

Z942､｡，

図3-64NP-56

NP-59

位置F－3－b 規模4．50／4.42×0.29/0.04×0.86

長軸方向N-47o－W

構造上の特徴底面は， ほぼ平坦で堅い。小ピットはない。側壁は， いずれも直立するが開

口部は， ゆるやかに傾斜する。

覆土 I 黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅳ暗黄色士（ローム・ブロック黒

Ⅱ黒褐色士（粘性でローム粒・ローム･プロ 色土含む）

ツク含む) ~ V黄色士（ローム・ブロック）

Ⅲ暗褐色土（粘性の黒色土とローム粒の混合）Ⅵ褐色土（粘性をおびる）
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Ⅲ西野幌1遺跡

黒色土

褐色土

黒色士

(粘性をおびる）

(粘性をおびる）

(粘性をおびる）

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X黄褐色士（粘性の黒色士含む）

虹黄色士（ローム・ブロック）

図3-65NP-59

NP-61

位置M－4-b,-c 規模4.27/3.97×0.56/0.10×0．95
長軸方向N-55o－W

構造上の特徴底面は，やや凹凸があり，堅い。小ピットはない。北西壁の傾斜は,緩いが，
南東壁は直立する。

覆土 I 焼土 V暗褐色土（粘性の黒色士とローム粒含む）

Ⅱ黒褐色士（粘性でローム粒含む）Ⅵ褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅲ暗褐色士（粘性の黒色士とロ一Ⅶ茶褐色士（微量の粘性の黒色士を含む）

ム粒の混合） Ⅷ黄褐色士（壁崩落土）

Ⅳ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

<、

図3-66NP-61と遺物
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Ⅲ西野幌1遺跡

遺物表A

図示した遺物表B

閉
名 称1分類大きさ、、 重量g層位材質

使.フレイク| IVC 24．0×22.0×5.52.30覆土Obs. ’

NP-65

位置K-46-a,-b 規模3.85/3.80×0.35/0.09×0.50

長軸方向N-44o－E

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。小ピットはない。側壁は， いずれも直立する。

覆土 I 黒色士（粘性をおびる） Ⅳ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅱ黒色士（粘性をおび，小粒状) V褐色士（黒色土含む）

Ⅲ黄褐色士（粘性でローム粒含む）

遺物表A

数

覆土

量

尿司一許
分 類

名 称
土 ｌ

２

ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

Ⅳ

Ｘ

器 ２
’
１
’
１

0 ２
ｌ
１
－
１
ｌ
２
ｌ
４

フ レイ ク ０
’
０礫

一
器テ

ロ
｜
ム
ロ ヨ

図示した遺物表B

’
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名 称

使・フレイク

分 類

ⅣC

数 量

覆土

1

床

0

計

1

恥

１

名 称

土 器

分類

Ⅲb－1

大きさ、、 重量9 層位|材質
覆土



Ⅲ西野幌1遺跡

0

図3-67NP-65と遺物

NP-66

位置L-46-c, L-47-b 規模4.61/4.21×0.30/0.16×0.73

長軸方向N-83o－W

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。小ピットはない。側壁は， いずれもほぼ直立する。

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ暗赤褐色士（小粒状の黒色士ローム粒の混合焼土含む）

Ⅲ褐色士（小粒状の黒色土とローム粒の混合）Ⅵ黒色土

Ⅳ茶褐色士（小粒状でローム粒含む） Ⅶ黄褐色士（壁崩落土）

V黄色士（ローム粒）

ｃ
一

＝瀞
Ⅲ20.54

2052

和
一

２
－

．
一ー

図3-68NP-66
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Ⅲ西野幌1遺跡

NP-67

位置M-47-c,N-47-d

規模4.00／3.51×0.45/0.09×0.80

長軸方向N－6o－W

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。小ピ

ットはない。側壁は， いずれもほぼ直立

する。

覆土 I 焼土

Ⅱ黒色土（粘性をおびる）

Ⅲ暗黒褐色土（粘性で微量のロー

ム粒の混合）

Ⅳ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

V暗黒褐色土（粘性で微量のロー

ム粒含む）

Ⅵ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅶ茶褐色土（粘性の黒色土とロー

ム粒の混合）

Ⅷ黄褐色士（壁崩落土）

1'"。
§’
L－－

1968
88

e

N－qa－p

1972
1976

’
b

~～1879
~

1950
1939

』g30

80

1895 1

.’口 bl970

~繁
図3-69NP-67

NP-68

位置O－7－c

規模4.14／3.81×0.40/0.25×0.75

長軸方向N-32o－W

構造上の特徴底面は，平坦で堅い。小ピ

ットはない。側壁は， いずれもほぼ直立

する。

覆土 I 黒色士（粘性をおびる）

Ⅱ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

Ⅲ黒色士（粘性をおびる）

Ⅳ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

V黒色士（粘性の黒色土含む）

Ⅵ黒褐色土(粘性でローム粒含む）

Ⅶ黄褐色士（壁崩落士）

○
m

卜

四

℃

フアワ員~~~~

.、

２

1，

」

アエバ~~~

｡|戸2r30

図3-70 NP-68
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Ⅲ西野幌1遺跡

(4) その他のピット

NP-4

位置M-13-d

平面形長円形

覆土 I 黒色士

遺物表A

規模1.26/0.78×0.92/0.52×0.17

長軸方向N-76.-W

Ⅱ黒褐色士（Ⅱ層とⅣ層の混合）

称 ｜ 分 類 | 謹土 ， 床名
数 量

ニーL

同I

器 ｜ Ⅲb－1土 肥
－
５

０

’

０

肥
－
５Ⅳa〃

土 器 計

フレイク･チップ

合 計

虹
一
ｍ
一
瓢

IVB 10 0

図示した遺物表B

垂劉
記.理

7
‐

‐

○

す

唄

鷺

郵
巡

-1貧
り
評
ウ

ミ

~

』

一

』』

麹

一一ぼヘー
2

1
琴.29

､／

d至聖麓.咽

二

図3-71 NP-4と遺物
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Nq

1

2

名 称

土器

〃

分類

Ⅳa

〃

大きさ、、 重量9 層位

覆土

〃

材質
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NP-5

U Z628

ふ‘
、
~I

位置H-16-b

規模1．40／0.46×0.71／0.45×0．21

平面形長円形

長軸方向N-25o－W

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ黒褐色士（小粒状でローム粒含

む）

Ⅲ褐色士（小粒状の黒色士含む）

Ⅳ黒色土（粘性をおびる）

V黄褐色士（壁崩落土）

NP-30

位置 I-10-a

規模1.04/0.75×0.92/0.72×0.14

平面形円形

覆土 I 黒褐色士（粘性でローム粒・炭

化物含む）

Ⅱ暗褐色士（小粒状の黒色土とロ

ーム粒の混合）

Ⅲ赤褐色士（小粒状の黒色士と焼

土含む）

Ⅳ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

目

‐

恰

ｑ

別

別

胃

１

１

刺Q/r'-『や
、、!、~

、
』

26．30

.’

図3-72NP-5

§2B､ 19
28.20

ロ～

胃へ

毒

彰
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Ｆ

Ｊ

Ｊ
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字

［

〕

‐

、

／

町

Ⅳ

、

ぐ

柵

己

28

／

28. 19

’’d28麺

~_〆－－－

図3-73NP-30

数

土
覆 上

’

三
二
一
三
口

名 称 分 類
床

陣土 器

フレイク・チップ

合 計

１
｜
皿

０
－
０

１
｜
、
｜
岨

備考NP-31に切られる。
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Ⅲ西野幌1遺跡

NP-31

位置 I-10-a

規模0．73／0.48×0．72/0.39×0.16

平面形円形

覆土 I 黒褐色士(粘性でローム粒含む）

Ⅱ暗黄色士（ローム粒含む）

備考NP-30を切る。

28』20
23． 19

口
馴
回
叫
《

目28. 17

’
函． 19

１３
Ｐ

Ｏ

Ｎ

２

一

軒

８２
．

ｓ８２

ｃ

一

一

NP-32

位置H－9-a,-d 規模1.25/1.01×1.05/0.80×0.15

平面形長円形 長軸方向N-20o－E

覆土 I 焼土（粘性の黒色士含む） Ⅳ暗赤褐色士（小量の焼土。微量のロー

： Ⅱ暗赤色士（粘性の黒色土と焼土の混 ム粒含む）

合) V黒褐色士（ローム粒含む）

Ⅲ黒色士（小粒状） Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

備考NH-6を切る。

28.49
28ヨ｡

Ｏ販
一

２
－

ｂ
一

.

’
一

一一～－
～

／
。

、
‐
ｌ
‐
Ｉ
ト
ノ
〃

一

一
一

３

－

油

彩
Ⅷ
祁
匙

℃

＝ , 28-9再

｡星旦望
Ｃ
一

-、 一ﾉー

》
ZB､50

図3-75NP-32

NP-39

位置G-12-d

平面形長円形

覆土 I 焼土（Ⅱ層を含む）

Ⅱ焼土

規模1.79/1.44×1.35/0.95×0.20

長軸方向N-12･－W

Ⅲ暗赤色士（焼土と粘性の黒色士の混合）

Ⅳ赤褐色士（粘性で焼土含む）
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Ⅲ西野幌1遺跡

褐色士（粘性の黒伍,十含む）

黒褐色士（粘性のローム粒含む）

褐色士（粘性でローム・ブロック

含む）

暗赤色士（ローム粒含む）

Ⅸ暗赤褐色士（Ⅳ層とローム粒の混合）

X暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の混

合）

虹黒色士（Ⅱ層の攪乱）

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

’訂.80 ~Ｏ
ト

ド

醐

己

.I
e

Q－l3=■

EXgS

一旦

Zre患
ZZ53

』どx6B ｡' ’

1

図3-76NP-39と遺物

遺物表A

数
土覆

量
一
計

名 称 分 類
床

Ⅲb－1

VB

土 器

打製石斧

合 計

０
－
１

１
－
０

１
－
１
－
２

図示した遣物表B

NP-41

位置G-10-d 規模2.10/1.56×1.60/1.07×0.32

平面形長円形 長軸方向N-59｡-W

覆土 I 暗赤褐色土（粘性で焼土含む） Ⅱ焼土（炭化物含む）

181

NO

1

名 称

打製石斧

分類|大きさ、、
VB l 153~4×51.2×2！

重量9

258.0

層位

覆土

材質

Sch．



ⅡI 西野幌1遺跡

Ⅲ暗赤黄色（粘性の黒色土と焼土含む）Ⅳ黄褐色士（壁崩落土）

遺物表A

数

覆土

量
三~L

同I
名 称 ｜ 分 類

床

Ⅲb－1土 器 39 0 39

Ⅲb－2 02 2ノノ

Ⅲb－3 0 22〃

土 器 計 43

フレイク・チップ ⅣB 8 0 8

使・フレイク ⅣC 3 0 3

使 ・ ~礫 XA1 01 １

礫 XB2 3 30

石 器 ､ ~計 15

=~0

局T合 58

備考北壁側に段がある。覆土中に焼土が厚く堆積する。

~
鷺

謬
1

･I §’
28.毎
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．
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皀
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Ｆ
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密書~
C== 5 ･

b垂 30~

図3-77NP-41
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図示した遺物表B

質

Ｓ

材

一
一

座

Ｕ

〃

〃

Ｏ

翫

唾

〃

〃

〃

〃

〃

９

９

８

量

一

心

４

重

２

１

２

５

３

４

ｍ

７

×

×

、

２

３

４

×

＆

弘

さ

一

池

刈

き

×

３

」

５

大

一

弘

一

鰹

類
剖
３
１
ｂ
〃
峠
Ｃ
〃
〃

分

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ
ク

称

器

イ
し

″

〃

フ

〃

〃

名

土

・使

恥

１

２

－

３

４

５

６

NP-42

位置G-13-b 規模1.50/1.30×1.25/1.05×0.20

平面形長円形 長軸方向N-69｡-W

覆土 I 焼土（粘性の黒色士含む） Ⅳ茶褐色士（粘性で微量のローム粒含む）

Ⅱ暗赤色士（焼士と粘性の黒色士のV暗褐色士（粘性の黒色土とローム粒の混

混合） 合）

Ⅲ暗赤褐色士（粘性で微量の焼土含Ⅵ黄褐色士（壁崩落土）

む）

遺物表A

十

３

５

８

三

一

口

１

１

１

亘
呈数

羊
名 称 分 類

床

0

0

Ⅲb－1

~ⅣB
土 器

フレイク・チップ

△ 言＋
ロ ロI

図示した遺物表B
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1

２

名 称

土 器

〃

分類

Ⅲb－1

〃

大きさ、、 軍量只 層位

覆土

〃

材質
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2祝巽2739

6
7

1
軍30

！
～、一bz

r p ■ 』一

一一一一

蕊。~ ~ ~~~~~~ ~3．蝿§?~…竃亀遥一町■ 口司

･矛､■a－rp 日,. 1幸一凸
毒晶･ ･･

一・凸～

~員～耳
2て41

一

d2750

2

図3-78NP-42と遺物

NP-44

位置 I－5－a

規模0.86/0.74×0.80/0.65×0.25

平面形円形

覆土 I 黒褐色土(粘性でローム粒含む）

Ⅱ褐色士（粘性の黒色士含む）

Ⅲ黄褐色士
(］
｡|｜~

28．92 ｖ
Ｊ
Ｊ

Z9．”

b~ワ働輌

且

２

Ze，

叩

一．

図3-79NP-44

NP-49

位置F－5－d

規模0.84/0.67×0.75/0.60×0.40

平面形円形

覆土 I 黒色士（小粒状）

Ⅱ黒色士（粘性をおびる）

Ⅲ茶褐色土（小粒状でローム・ブ

ロック含む）

Ⅳ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

V暗褐色士（小粒状の黒色土とロ

ーム粒の混合）

1 E9， 1了

＃

。

~29,旧
R二9.1日

稗
町
仏

｣"･~ '．
d2a旦些

C

図3-80NP-49
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NP-52

位置F－5－b

平面形長円形

覆土 I 茶褐色士（微量の炭化物含む）

規模1．50／1.27×1.27／1.15×0．17

長軸方向N-24。－E

Ⅱ暗褐色土（炭化物含む）

29”

｡I
Z9.2

』ロ封.Z6

。
－

b雪麺

b

一

｜
‐
を

d皇エ

ーノー、星320
画27

2921

図3-81 NP-52

NP-57

位置 I－5－b

規模0.63/0.52×0.55/0.50×0.15

平面形円形

覆土 I 黒色士（粘性をおびる）

Ⅱ黒褐色士(粘性でローム粒含む）

1“.．

G→
L－－

Z9p3 ７
９

句

四

つ

１

１

Ｊ

’

｣ ･29＠！

b29． 10回
一

図3-82NP-57

NP-60

位置 I-17-a,-b,-c

平面形長円形

覆土 I 黒色士（Ⅱ層）

Ⅱ焼土

Ⅲ暗赤褐色士（Ⅱ層の焼成）

遺物表A

規規2．50／1.67×2.05/1.30×0.17

長軸方向N-77o－E

Ⅳ赤褐色士（Ⅲ層の焼成）

V黄褐色士（炭化物含む）

備考覆土中に焼土が堆積する。
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名 称

土 器

分 類

Ⅲb－1

数 量

覆土

1

床

0

計

1
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図3-83 NP-60

NP-62

位置D－8－b

規模1.34/0.97×1.17ノ0.85×0.22

平面形長円形

長軸方向N-83o－E

覆土不明

28．99

Ｂ
思
口
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・
１
１

28．8728
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-毒ﾐX

~‘ ･ 28．6コ
I

／一
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澱

2日_”29．84

Z 8，8s

』
・Ze 8ざ

図3-84NP-62

NP-63

位置K-44-b

平面形円形

覆土 I 茶褐色士（小粒状でローム粒

Ⅱ炭化物
_"__L. ､ ､.___ ‐” ．． ‐． ．．

Ⅲ黒色士（小粒状）

(小粒状でローム粒

規模0．85//(0.64)×0.80/(0.35)×0.40

・炭化物含む） 黄色士（ローム）~ ~~ ~~~~~~~~~~ ~~~ ~Ⅳ

Ｖ 黒色十
~ ~~ ~~~
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遺物表A

~

、 ~

》
’b2IOO~ ~

~

。

図3-85NP-63

NP-64

位置K-45-b

規模1.12/0.99×1.01/0.90×0.21 .

平面形長円形

長軸方向N-50o－W

覆土 I 黒色士（小粒状･大形のローム・

ブロック含む）

O

§’.’

ｄ
一

E~

｡’I罰”ロ

d釦so~
~

図3-86NP-64

NP-69 ; ;

位置K-10-a 規模1．85/1.35×1.15/0．80×0.16 -E

平面形長円形 長軸方向N-46o－W

覆土 I 暗赤色士（粘性で微量の焼土含む） Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む）

Ⅱ暗赤色士（粘性でローム粒含む）

備考NH-12を切る。覆土中に微量の焼土が堆積する。
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名 称

礫

分 類

XB2

数 量

覆十

1

床

0

計
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③
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27．81

図3-87NP-69

NP-70

位置 I－9-a,-b 規模3.05/2.70×1.97/1.44×0.20

平面形長円形 長軸方向N-52o－W

覆土 I 黒色士 Ⅳ褐色士（粘性の黒色士含む）

Ⅱ黒色士（ローム粒含む) V黄褐色士（壁崩落士）

Ⅲ黒褐色士（粘性でローム粒含む） Ⅵ茶褐色士（微量の粘性の黒色士含む）
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遺物表A

NP-71

位置H-10-b,-c 規模2.68/2.30×1.68/0.90×0.23

平面形長円形 長軸方向N-17o－W

覆土 I 黒褐色士（炭化物含む) V暗褐色士（粘性の黒色士とローム粒の

Ⅱ黒褐色士（粘性でローム粒含む） 混合）

Ⅲ暗黒褐色土(微量のローム粒含む） Ⅵ褐色士（粘性の黒色土含む）

Ⅳ暗黒褐色士（ローム・ブロック含む）Ⅶ黄褐色士（壁崩落士）

遺物表A
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(5) 焼土

表2． 西野幌1遺跡焼土一覧
~ ~~~

’ 出 土 遺 物出 土 遺 物~
層位規模（、）焼ﾆﾋ名称 発掘区層位発掘区｜ 規模（、）焼土名称

点数分類名称分類ナ類 |点数|

- | ||NF-2@

名称

~ ~

L－48－d 1.84×0．81×0． 10 Ⅱ1.23×0．76×0． 10 ⅡM－17－aNF 1

mb－1土 器 30．50×0．45×0． 13－29 M－47－c0.92×0．60×0．04 〃
、

一畠 I－20－a
〃

0．45×0．3lx0．03－30 H－15－cF－18－a O､67×0.40×0．07－3
ノノ

mb－l 0．60×0．45×0． 12土 器 －31 H－12－a1L-47-.12.46×0．56×0．13－4 〃

~

土 器|mb－1H ll－b ２一×1． 19×0． 19－320．68×0.63×0. 12E－10－a 〃
_･

E－10－c
~－． mb－1土 器H－11－b 50.92×0.65×0．20331.66×0.65×0．23－6a

フレイク･
一 一

テツノ~

ⅣB 1E－10－d 0．63×0．50×0．23－6b
〃

使・礫 XA1 17 1E－11－b 0.84×0.39×0．03

’
mb－l土 器 ３H－11－b 2.76×0.59×0． 11 Ⅱ－34－8 1E－11－d －x0,40×0.19 〃

恥
リ
ヲ
字

や

イ

石

ナ
1IBl aE-13-clO､56×0.48×0． 11器 ﾉノ

フレイク・

チップ便.プレ |Ⅳcイク
2ⅣB10．85×0．45×一E－14－a10

レ
ー

フ
｜

甲
ね
／

使
イ

ⅣC 1
E－15－b 1.04×0．85×0． 17－11

Jノ

1.74×1.22×0．04 Ⅱ－35 1 1－11－a５

２

０

１

０

０

×

×

９

６

８

７

~
~

０

０

×

×

１

５

０

８

１

Ｏ

Ｃ

Ｃ

５

５

１

ｌ

Ｅ

Ｅａ

２

３

１

１

‐I

~ ~

0.45×0．30×0． 13I－l3－a－36〃

0.80×0．40×0．06
Ｃｎ

ｄ

ｌＪ、守

一0JE－16－b 0.80×0．72×0． 15
qn9

－ldD
〃

ａ
ｄ

~~
３１Ｋ~~~~~~~ ~~ ~

’
mb－1 3

1 亜

E そ奇1． 12×0．49×0． 18－380.70×0.51×0．06F－l4－a－14

~~
〃

フレイク・

ﾁップ
3ⅣBⅢb－1土 器 7F－13－d 1 .70×0．78×0．03－1貝

4哩

〃

』フレイク・

ﾁップ
J-11-b 1.52×0．94×0．09 Ⅱ一qQ

V轡ⅣB 1貝
ふい

0.52×0．34×0．06-39tF－12－b 1．67×0．67×0．09 Ⅱ 〃

－16

mb I 0．86×0．58×0． 12ェ 器
l~

F－11－b K－11－a1 －411.31×0．80×0．081ワ

ーLI
〃

子~男,ｸ.|miB Ⅲb－1土 器 1I－9－blO､66×0．52×0．03一42

手泌｡ｸ. IvB 10．91×O‘64×0． 17 ロF－10－c－18

0．35×0.30×0．09 Ⅱａ

Ｃ

ｄ

~
~
~

１

１

１

ｌ
~~

Ｋ

Ｋ

－43－19 F－10－Cl0.80×0．54×0．17 〃

F '0=:l'. '0×0.89×0.07 Ⅲb－1土 器 301.05×1．06×0．09－44－20

フレイク・

チップ
8ⅣB土 器 Ⅲb－1 20．88×0．70×0．19F－lO－c－21

礫 1XB2
〃 mb-31 , 2

｜
｜
’

スクレイ
ノf－

mb－1 18土 器2.06×1. 15×0． 12 ⅡK－11－ⅡB －45
~~

我4ｸ. |wBフレイク
マ一

ナッノ~

8ⅣB 13

使・フレ
イク

L－11－b 0．97×0.70×0.05 ⅡIVC －461

ａ
ｂ

~~
ｌｌＬ Ⅲb－1土 器

FF

D｡4.62×1.84×0．27’ －470．46×0．38×0.05 ⅡF－10－a
ﾉノnn

－＆凸

n句

一乙◎
IⅣaD－8－b 0．89×0．61×0． 12

〃
〃

~

石やじり IA4a 1D-8-. 0.55×0.40×0.15－24

スクレイ
ノf－

ⅡB0.55× 0.43×0．03
nP

－乙0 D－12－a
ノノ

●クイ
フ

レ

ッ

フ
チ

ⅣB 1A
L記1.00×0.81×0.16F－9－a－26 〃

使・フレ
イク3 1 1 ⅣC 1土 器 mb 1G－9－b 1. 13×0．82×0．02n才

－ぬ』
〃

準'1ⅣB ’ @ |3 使・礫 2XA1

’
４
’｜ 礫 ’礫 XB』 ~ | ! | | ~-48 mb-' | 4土 器L－11－b 1.27×0.67×0．04 11
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物

""《職， I規模（、） "| :繍推翁:,蓋|鐙篭“分類

出 土 遺 物

…焼土名称 発掘区 規模（、） 層位
名称 分類 点数

Ⅱ 1. 16×0.42×0.041 nCF－66上 I－2－dM-12一a 1.02×0．60×0．07NF－49

計
~則

１

M-14一b 0．70×0．50×0．24
~~

－50 0.30×0．24×0．80 〃 =
~

〃 〃F~

M-45二a－51 0F61×0．44×0．02 －67 0－3－ 0．46×0．34×0．08 〃

"mb－1土 器－52 N－12－c 1.37×0．90×0．21 K－2－c 5.72×1．21×0． 19－68

"K-3-b ，，－53 M－8－al1.2lx0．74×0．05 〃

M－8－d 1.16×0．93×0．05－54 L－3－a〃

K－11－b O､34×0.19×0．03 L－3－b－55
戸八

－0ｺ 1.20×0．88×0．50〃 〃

L-10-.12.73×1.83×0.03 ′′ Ⅲb－1土 器 8－56 －70 L－1－a 17.0×0．8lx0．12 〃

フレイク・
ィ一

ナッノ H二;ﾘﾆ謡 4.02×1.42×一ⅣB 11 －7]a 〃

″

〃
礫 1XB2 0．64×0．04×一b 〃

Ⅲb－1土 器－57 H－6－a 1.22×0．65×0．31 Ⅱ －7均 3.00×0．80×一Q－l6－b,c 〃

~
2.40×1.20×－1斤

U~4 ｂ〃 〃

石やじり 4．00×0．60×一1A 1 ｃ 〃

■クイ
プ

レ

ッ

フ
チ

ⅣB 4 。 5.09×1．50×0．10 〃〃

F－16－d－58 0．34×0．26×0． 171 Ⅱ
庁、

_jO D－13－a 0．68×0．57×0．13 〃

#二f=:|0"5×0~56xquCF－60 0．54×0．44×0．09
”A

－j4 D－13－a,b 〃

~

~

J－9－b 0.18x0. 15×0．05 〃 0．50×0．43×0．11－61
庁rー

－J｡ D－10－a 〃

－62 1 1－3－c 11.97×1.50×0．19
扉ハ

ーイロ L－10－c 0．93×0．43×0．12′' 〃

－63 I－3－a 12.22×1．01×0．07 Ｃ

も

Ｄ

~
~
５

７

４

４

~
~

Ｌ

Ｌ

1.40×0．86×0．03一ワワ
11

〃
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ナツゴノ
ⅣB 1 K-44-dlO､95×0．62×0．08－80 〃

－65 J－3－a 0．75x0．07×0．03 Ⅱ 0.98×0．59×0．04－81 J－24－a 〃
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図示した遺物表B

大きさ、m
長さ×幅×厚さ
－

41x27X8
－

29x24x8
－

29×12×3

血

５

６

７

質

Ｓ

ｆ

Ｕ

〃

材

Ｏ

ｇ

３

量

一

ｑ

重

１

１
坐
己

輌

纒

銅

趨

さ

幅

Ⅳ

訂

圭

ご

×

×

×

大

澤

一

鍋

称

処

罰

釘

垂
匪
犀
犀
〃

焼

Ｎ

Ｎ

Ｎ

重量g材質

7．2 Obs、

3．7 "

1．1 "

諦
一
窪
一
〃
｜
恥
一
報
↑

癖
一
媚
一
Ⅶ
一
睡
皿

名 称

スクレイ
ノ､f一

〃

称

弘

鯉

加

名

一

一

一

一

鐙
輌
一
噸
岬

類分

恥

〃

〃

恥
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

3． 包含層の遺物

西野幌1遺跡の包含層から出土した遺物の概要は，次のとおりである。

土器は，縄文時代の中期から晩期，続縄文時代にわたって出土した。その中でⅢ群b－1類

は，包含層出土総数の80%を占めている。分布は，発掘区西寄りの遺構密集地区を中心に広域に

わたっている。Ⅲ群b－2類，Ⅲ群b－3類，Ⅳ群a類，Ⅳ群b類もまた遺構密集地区を中心に

分布する。Ⅵ群は，墓擴群を中心に分布している。

石器は，石やじり,…やり先， ドリル・刺突器つまみ付きナイフ， スクレイパー，磨製石斧，た
きよ －

たき石，石鋸，すり石，砥石，石皿・台石が出土している。 とくに，石やじり，やり先， スクレ

イパー，磨製石斧は， いずれも広い範囲にわたって多量に出土する。石やじりは，土器分類Ⅲ群

b－1類に伴うものが多く， とくにI群A-4aが圧倒的に多い。スクレイパーはⅡ群B-8,磨

製石斧はV群A－2が多量に出土している。また，砥石のうちⅥ群C－2は，礫の四面に研磨面

をもったものが主であり土器分類Ⅲ群b－1類に伴うものである。

士製品は，土玉と土版が出士している。士玉は，発掘区西寄りの半径約20mの範囲内で出土

した。土玉の数は， 5個でそのうち3個が完形品である。大きさは，径約2cmである。 これら

の土玉の用途および時期は不明である。土版は発掘区東端で出土した。出土状況は，径約45cm,

深さ15～20cmの皿状の凹地に直立してかたまっていた。土版の数は, 12個でそのうち2個が土

版の中心に孔をうがった有孔土版である。大きさは，径12～13cm,厚さ2～3cmであり，有

孔土版の孔径は約lcmである。形状は，円形あるいは楕円形を呈する。またこれらの土版には，

数本の浅い沈線が認められるものもある。土版の用途および時期は不明である。
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表3． 図示した包含層出土の土器

層位’ 名称 ｜分類名称｜分類 材質大きさ、/、 層位大きさ、/、 重量9 材質 発掘区 甫量負発掘区 NqNq

１
１
１

土器 Ⅲb 1 H 10－b Ⅱ土器 Ⅲa 38IH 20－c１

I39 K－12－a2 〃 ’ 〃 ｜ J－13－c ﾉノ

40 I－12－a３ H－20－c 〃〃〃

mb 1 K-11-d Ⅱ
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表4． 図示した包含層出土の石器等
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Ⅲ西野'|児1遺跡

付 西野幌1遺跡の花粉分析

山田悟郎

1 ． 試料と処理方法

1）試料

ここで取扱った試料は西野幌1遺跡E－5－b区の腐植士(Loc、 1) と，道道江別～恵庭線か

ら現場事務所に通ずる道路の切通しに露出した白色～灰褐色粘土層の下部層を構成する泥炭質粘

土・泥炭と粘土層下位の砂，砂礫から採取した(Loc.2)。切通しに露出する粘土層の下部層（泥

炭質粘土，泥炭）は沢沿いに分布し，東野幌1遺跡A地区のK－5区, L-6, 7, 8区, N-

7， 9区でも確認された。粘土層下位の砂礫層も沢沿いの各所で確認され，上流域にしたがっ

て，礫が大きくなる。

粘土層は野幌丘陵の各域に分布し，佐々，森谷（1951）によって元野幌粘土層と命名され， そ

の起源を火山灰に求めている。

元野幌粘土層は大きく3層に区分される。下層より泥炭，泥炭質粘士を伴う火山砂，軽石を含
はさ

む灰褐色粘土層（元野幌粘土層下部)，沢沿いの地域で軽石を含む泥炭質粘土を挾むことのある

軽石に富む灰白色粘士層（中部元野幌粘士層)， 褐色ローム質粘土（上部元野幌粘土層）からな

る。
きよう

試料を採取した露頭では泥炭質粘土と泥炭との間に厚さ3cm程の灰褐色火山灰砂が挾在する。

火山灰砂の分析を行った北海道大学理学部地鉱教室会田信行氏によると， その組成は苫小牧低地

帯南部，厚真町付近に分布する厚真降下火山灰堆積物4 (Aafa-4)に類似するという。 Aafa
しこつ

－4は支笏降下軽石堆積物(Spfa)の下位にある。

2）処理方法

試料の処理にあたっては他試料の混入がないように注意し， 腐植士については試料約5009

を，泥炭，泥炭質粘土については約5gを分析に供した。

10%KOH処理（室温24時間）→水洗（上澄液が透明になるまで約2週間）→混酸処理
せん

(HCI :HNO3 :H20の等量混液，湯煎2分）→水洗→5%KOH処理（湯煎2分）→水洗→比

重分離(ZnC12, 1,000r.p.m, 60分）→水洗→蒸発皿処理→アセトリシス処理→水洗→HF処

理（室温24時間）→水洗の順に行ないグリセリンゼリーで封入した。

検鏡は通常400倍で行ない，木本花粉を200個以上計数するまでに出現した花粉，胞子を同

定，計数した。出現瀕度は，木本花粉については木本花粉総数を基数とし百分率で各々の瀕度を

求めた。なお，泥炭層から検出された木本花粉のA/""s. ZI""ic"､ Hy〃α"ge". Ericaceae.

R〃"sについては湿地で出現瀕度が大きくなることから，草本欄に表示した。
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草本花粉，胞子の出現瀕度は，腐植土については遺物包含層での草本植物の小さな変化をも求

めるため木本花粉総数を基数とし，泥炭，泥炭質粘土については草本花粉，胞子を加えた総花

粉，胞子数を基数として百分率で瀕度を求めた。

2． 分析結果

両層から検出された花粉は，木本花粉のPicefz (トウヒ属),A6ies (モミ属), P""s(マツ

属), L""(カラマツ属),Ts"g"(ツガ属), Cupressaceae (ヒノキ科), C"'"owz27'"(ス

ギ属), B""/a（カバノキ属),A"z"s(ハンノキ属), Fzzgzzs (ブナ属), Sry7-α〃 （エゴノキ

属), Ca砂加"s (クマシデ属), Coγﾂﾉ"s (ハシバミ属), Q"e7'czJs (コナラ属), [""zzzs (ニレ

属),"g/""s (クルミ属), Fγα郡加"s (トネリコ属),M(zg"0"a（モクレン属), T""(シナ

ノキ属),A"ｿ' （カエデ属),Cg7'c〃幼"y"〃"z (カツラ属), SoJ'6"s(ナナカマド属), P"e"0･

Jg"助'0"(キハダ属),Araliaceae(ウコギ科), Sα"〃（ヤナギ属),""(モチノキ属),My7'ic"

(ヤチヤナギ),Ericaceae(ツツジ科), R"〃s (ウルシ属),鋤〃α"gefz(アジサイ属),草本花

粉のAγ""zisi"(ヨモギ属), Carduoideae (キク亜科), Chichorioideae (タンポポ亜科),

Chenopodiacea(アカザ科),Caryophyllaceae (ナデシコ科), Ranunculaceae (キンポウゲ

科),Polygonaceae(タデ科),Rz"7ze"(ギシギシ属),Ffzgo"γ"加（ソバ属), Rosaceae (/<

ラ科),Umbelliferae(セリ科), Cruciferae(アブラナ科), Saxifragaceae (ユキノシタ科),

Gentianaceae(リンドウ科),Chloranthaceae(センリョウ科),Haloragaceae(アリノトウグ

サ科),Plantaginaceae(オオバコ科), ハ姥冗yα"城es (ミツガシワ), Lysicルガ0〃 （ミズバショ

ウ属),Liliaceae(ユリ科),Iridaceae(アヤメ科),Gramineae(イネ科),Cyperaceae(カヤ

ツリグサ科)， 胞子のOsmundaceae (ゼンマイ科), Lycopodiaceae (ヒカゲノカズラ科),

Polypodiaceae(ウラボシ科),Sphagnum(ミズゴケ類）の31属25科である。

Loc， 2, 泥炭質粘土・泥炭

針葉樹のPj"",Abies,落葉広葉樹のBg”/α, COﾉｯ〃sが優勢でB“"", CO7･yIzJsが侵

占する。〃"",A"es, Be"/αの出現率には大きな変化が見られないが， COγy/"sは泥炭層

の上，下部で多く出現し， 中位で減少する。中部では，針葉樹のPjce(z,A"es,P"zJsの出現

率に大きな変化は見られないが広葉樹のCoﾉﾂﾉ"sが減少し代ってFag"s, Q""c"s, UJ7""s,

"gjα"sがそれぞれ10%前後であるが増加し，他にTszzg", S"7'α兀,Fγα""zzzsが, 3～4

％出現する。

全層を通じて針葉樹のP加況sが2～12%, Sα"〃が3～4%連続して出現する。A/""sは

上部にむけ次第に減少するが灰褐色火山灰砂の上位で再び増加する。低灌木のMy7'jcaは1.9

％～52％と増減の変化が著しいが, Coﾉﾂ〃sと同様に上， 下部で多く出現し中部で減少する。

草本花粉，胞子ではGramineae, Cyperaceae, Aγｵewzis"が優勢で， とくにCyperaceae,

Gramineaeが多く出現する。Aγｵe"zis麺の出現率には大きな変化はみられないが,Gramineae,

222



當畑［鑿蛍圓白

ｍ函因
２貝昌扇必の①臼『 ｆｆ弓

：
難

1
F
犀
P

－
l
l
l

斗
悼
卜
≠

慨

ご吐葛”

届

中司の。里。。臣コロ、塵

の呵①○国宮○ｍ身○四

妙呵むり巧『語自二コ湯『回、ノ

ご凸器ｃ魯冨域堂句的

の面の○ｍ己○口○戸④二○ 口↑

~

;閾
昌宕昆己這

い弓昌隷ご膿当

。ｒＬ~

吻壁目配隷、

偽罪~

恥胃ミ画

①句の宮Ｃ官。二Ｑ三。

串印U

雨

塊④弓寸十 内陣~

牌二○。卜十十＋十一 ｑ『ｒご

む面①哩国忌信く■■■■ロ四■■■四■屯ご両酉『里■

筐ＯＬ、種ゼミ、ぐ色十十

吟詞つ贈らめ十十十十一

一十

の毎

E
也

曹
｡

§
§

註
二

国
畠

；
①国の。呵で匡．Ｅｍｏ

①釘①。、胸の旦巽。

Ｑ甸山・句壱○口身○角

囚飼』里二万二Ｅロ

也甸のローＣゴロ揖呵、ソ

軍”一く

~ 的の肖○口吻ロ』①畠

昌亀Ｅ⑪軍記

④毎』の罠。。胸、ご

ＩＩＩＩＩｋトー１１１〃卜

④記の口戸揖剣』『〕
く

窪Ｅ堂も房壷包

①砲の。喧○宿團

四句①Ｕ輻で宮門十十十十十

晩空猶のエ

吻劃Ｕ半ｇ国。

ミミ四国

忽晨『宝

□ご『『 ・二・Ｆ卜Ｌ

！
巨己

トー
土

卜

…競

十

弱一

十十十十十％口

十狸

密

十十粁｛十件十蠅十 ３

」』犀

川一Ⅱ卜犀川』一峠一口岬鵠Ⅱ↑］擢ま

唯色じ

吐汀帥川吐叶卦趾趾Ⅱ少皿 ％

麹］ゞ

＋＋＋拝十十食

十十件十件十十弱腐

十十十十十降

雪

十号件什十件十十

十十十十十十％

十斗王に”］

宮Ｊ１Ｊｐｌ口ｌＨＩｌｏ

十十~~~~十●~％
盆ヨ

コニ十二巨‐峠ＩＦ‐」

丹十

十井件十十コＪ蝦

十十宮十 一十一

宰桿担暑扣晨雄心長信鋼一睡勘庖里－１，国

兇
０

,
,
,
,4P%LIP%-←

1％
弱

L

I剛
m耕
作
土

E雪
腐
食
土

，
‘

，
3o路

L_，
，

，
~
里
P%1

，i
5
0
％

1
0
％

％
３］

豊
」

L
y
%

I
ワ

。
,

‘
1

，
0

．
，

7

“ロの月旦』四十己邑巨曽冒鞄十 Ｆ

Ｓ皇電十・昌島冨十旨ミ宝

①①鹿『

~

ｆ

Ｅ。届画釘二口い

“句の○句壱○・二○生

I

’

↓！
恥①

こ
の

首
3
画
U

画
面

堂
・
－

四
＝
~
、

＝
目

①呵申○句壱一』］

鷺ミミロ厨司目

営蜀こめ

Ｌ①Ｕ宝

昌さ匡壁。葛

の旬の。毎弓巨芒“片。三○

の旬の○両壱○コｃ屋の二○

①再④・呵言守匡ゴロ呵塵

の旬の。昌曽の○

⑩ｍ①○両副甸角謂×甸め

の”①。のでこ。Ｅ、○

①砲』の窒一で竺巨。 ~ ~ ~

①面④ローＣコロ』呵、ユ

ー~七Ｆ~ＰＩ、

田④』。ｐ切匡』の隅

明白角の壷

~~

の何のＵロ』のロ芦。

山画④匡胃障呵』ｈソ “ＰＬ

荊
冒|§誰

⑲国⑲Ｕ飼切○唾

電層冒弓串』

唾ミヨ駐ｏＱ

こい』酷斡謂全

吻葛《ト。⑳

ど討筍、

麓四一厘冨芦『

吻斡ミーヨ

い詞信一壷

圏槙ご目

ｇ当匙

いむ這記

吻量巨虫

的昌一“

~目ミ
’

L
C
E
､
2

匪
ル

ド
｜
｜
ー
~

箕
に
←
÷
韓
輯
輯
鳶
#
二
二

十
｡
十

十
十
十
十
十
十
十
十
]
十
十
一
十
弓
戸

÷
．
十

＋
＋
十
十
一
ト

ー
ト

］
十
十
十
気

十
十
口
十

一
+
十
十
一
ﾄ
ｰ
ﾄ
十

十
÷
－
ﾔ
ｰ
．
'一
＋
十
十
二
‐

i

削
謡
厩
罫
二
目

十
÷
歩当
一

十

〕
％

1
0
％

1
o
％

L1
＋
1%弱

一
ト
ト
2%弱

－1′
｜

，
叩
%L_，

，
，

，
．

，
，

＋十十十十十十

十一一一二宮

十十十十斗十

卜トトトトト

ー一一一一二

卜トトト

ー一一一

＋十件~

；
’

十
－
十
十
十

十
一
十
十

〕
％

や
1

，
ｺP％

，
，
29%,-2F％

，
，

，
，
や
%』
%，

．
．
．
部
%LP%準

lP％
，
】
P%,芋

%L
，

，
，

，
や'《

圏
謹
賀

優
翻
難
泥
炭
賀

［
．
火
山
砂

睡
閏
泥
炭
質
砂

唖
副
細
喋

躍
囲
羅
賀

，
，

，
．

．
，

，
‘

，
，
’
や
％

仁
、

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~



Ⅲ西野幌1遺跡

Cyperaceaeは上位にむけて次第に減少する。他にCarduoideae, Rosaceae,Mを"”邦ｵﾙeSが

一時的に増加する。胞子は全般的に低率である。上， 下位でA/""s,My"cα等の出現率が高

く， 中位で草本花粉の出現率が高い。

Loc、 1, 腐植土

樹木花粉，草本花粉の出現率が耕作士と，下位の腐植土居（遺物包含層）で異なり，下位より

1)Q""czzs-A〃"s帯（腐植士層） と, 2)Q""czJs-Abies-Piceα帯（耕作土）の2花粉帯

に分帯した。

1) Q"27℃"s－A〃"s帯

針葉樹のPj"(z,P加況sが1～2%弱出現し, A6jesは一時減少するが10%前後出現し上

位にむけて次第に増加する。広葉樹のQ"eγc"s,AJfzzzs,Tj"α,UJ"z"sが優勢で,他にBe"/",

./W9Z""s,Fγα"""s, Aγα"α“αgが10%にはみたないが出現する。下部でA"z〃sが34~

46％と高率であるが次第に減少し，逆に”"αが10％前後の出現率であったものが増加し上

部で20％前後出現する。

草本花粉ではGramineae, A7'""zisjaが優勢で， 他にCarduoideae, Chenopodiaceae,

Polygonaceae,Haloraginaceae,Umbelliferaeが多く出現する。Aγｵe"zisi(z,Ranunculaceae

が下部で多く出現し上部減少する。Haloragiaceaeは上位で多く出現する。Gramineaeは上部

にむけ次第に減少する。 1～2％弱ではあるがF"gOpy7'況加が検出された。胞子では, Poly-

podiaceaeが優勢で上部で増加する。他にLycopodiaceaが連続して出現する。下部で木本花

粉の比率が高く，上部で胞子比率が高い。

2) Q""czJs-A6ies-Piceα帯

前帯で低率であった針葉樹のPjcefz,P加況sが2～6%と増加し,Abiesも12～16%と増加

する。広葉樹花粉では，前帯で優勢を示したA/""sが減少し, QzJ27'c"s, Ti"α, Fγα獅邦"sも

わずかに減少する。Beｵ〃α, UZ加況S7 .ﾉ"g/α"sが前帯よりもわずかに増加する。 Q"eγ"S,

A/""s, Ti"α, U〃""s,A6iesが優勢である。

草本花粉ではCarduoideae, Polygonaceaeが前帯と同程度出現し, Haloragiaceaeも一時

減少するが前帯とほぼ同率の出現をする。Aγｵez@siaは再び増加するが上位にむけて減少する。

Cruciferaeも4～6%と増加する。Chenopodiaceaeも一時急増し再び減少する。 Gramineae

も35～40％と前帯より増加し， さらに上部にむけ増加する。Gramineae,Aγｵezzisi",Halora-

giaceae, Chenopodiaceaeが優勢を示す。胞子のPolypodiaceaeは一時前帯より増加するが上

部にむけ再び減少する。木本花粉，草本花粉，胞子がほぼ同率で出現する。

3． 考 察

1） 古植生について

Loc. 2,元野幌粘土下部層の古植生：元野幌粘土中部層は支笏火山噴出物を起源としたもの
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でその堆積年代は支笏降下軽石，支笏軽石流が噴出した約30,000年前よりは新しい時代が考え

られる。元野幌粘土下部層はそれより古い時代の堆積物である。又， その一部を構成する泥炭質

粘士と泥炭の間に挾在する灰褐色火山灰砂はSpfaより古い，春日井ほか(1980) のAafa系

の火山灰砂であり，約3万年以前の後期洪積世に堆積時期を限定することができる。花粉組成で

は針葉樹花粉及びB2"/α等の広葉樹花粉が多いが, C"ｼ/"s, Q""℃"s, UZ"z"s, ノ"g/α"S,

Fag"s等の冷温帯落葉広葉樹も多く出現することから後期洪積世， ウルム氷期の初期か亜間氷

期の堆積物が考えられ，花粉組成から約50,000年～30,000年前の寒暖の変化を含むゲットワ

イゲ亜間氷期頃の堆積物と考えている。

CO7'y"sが上，下部で多く出現し， 中部でQ"eγc"s, ["沈況s, J"g/α邦s,F"g"s等の広葉樹

が多く出現するものの全般にわたってPice", Be”/αが高率で出現するとともに, A"9s,

P""sも多く出現し， 最上部ではLαγj〃をわずかに伴うことからウルム氷期の堆積物として

は温暖であるが現在の野幌丘陵の気候よりは寒冷であったと推定される。 A/"〃s, II"jﾉ〃cα，

Mな"yα""es, Cyperaceae等の湿地帯やその周辺に生育する樹木， 小灌木，草本類が多くみら

れることから泥炭層を形成し得る程度の湿原ないし，池沼地帯であったと考えられる。

Loc、 1,腐植土（遺物包含層）の古植生：現在， 遺跡が位置する野幌丘陵は植物地理学上，
はん

亜寒帯針葉樹林と温帯北部の落葉広葉樹林が混交する典型的な汎針広混交林帯の植生を示す。針

葉樹としてはトドマツを主に， エゾマツ， アカエゾマツ，広葉樹としてはウダイカンバ， シラカ

ンバ， サワシバ， ミズナラ，ハルニレ， ホウノキ， キタコブシ， カツラ， ヒロハノキハダ， シナ

ノキ，オオバポダイジ．， コシアブラ， エゾイタヤ，ハリギリ， ヤチダモ， ハクウンボク，沖積

地に接した場所にはヤチハンノキ， オニグルミが生育し， トドマツーネマガリダケ群落， トドマ

ッーェゾイヌガヤーエゾユズリノ､群落， カツラーシナノキーイタヤカエデーエゾイヌガヤ群落，

ハルニレイタヤカエデーネマガリダケ群落，ハリギリーイタヤカエデ群落， ヤチダモハンノ

キースゲ類群落を作っている。古老の談話によると，遺跡周囲に入植した頃にはシナノキ， イタ

ヤカエデ， ミズナラ，ハルニレが多く生育していたという。

また， 山崎（1951)，塚田（1958）は沖積層の江別泥炭地の花粉分析結果から石狩低地帯の沖

積世初期にはQ"eγc"s－A/""s時代，次にQ"eγc"s-Be"/α時代をへてQ"27℃"s-Bg""α－

A〃“時代に変遷したとしている。一方， 中村，塚田(1960),NAKAMuRA． J. (1963), 中村

(1965)， 中村， 山中(1966),塚田(1974)は北海道各地の沖積層の花粉分析を行ない，花粉組

成をもとにR1期, RⅡ期, RⅢ期の三期の花粉帯に分帯し， それぞれの時期の気候変遷を論じ

た。それぞれの時期の特徴は下記の通りである。

RI期：沖積世初期に針葉樹が減少し， 次の時期の落葉広葉樹林に移行するまでの時期で

Bgｵ"/αが増加し，冷涼な気候を推定している。

RⅡ期：沖積世初期末～約3,000年前頃まで続いた温暖な時期で，道南ではFag"s,Q""'c"s,

、加"s,"gZα"s群落からなり，道南以北ではQ""℃"S, ノ"g/fz"s, [""z"sにA6iesが混交
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Ⅲ西野幌1遺跡

した植生によって特徴づけられる。

RⅢ期：約3,000年前から現在までの時期で, RⅡ期と同様な樹木構成を示すが，前の時代よ

りもA"es,Pice", Bet"/αが増加し，前の時代よりも気候が冷涼乾操化したと考えられてい

る。

腐植士から検出された花粉化石の組成から下位より 1)Q"27'c"s-A/""s帯, 2)Q""c"s-

A6"s-Piceα帯の2花粉帯に分帯したが2)Q""'czzS-A6ieS-がcga帯とした耕作土は開拓期

からの農耕活動による土壌の攪乱をうけており，畑地雑草としてよくみられるChenopodiaceae

(アカザ), Caryophyllaceae (ハコベ), Polygonaceae(ヒメスイバ， ギシギシ）が急増してい

る。

耕作士には土壌が攪乱をうける前から含まれていた花粉と農耕がはじまってからの花粉が含ま

れており植生の変遷を正確に反映してはいないが総体としてA"z"sが減少しPi"",Abi",

P〃"sが増加しており前帯よりも寒冷になったことを示している。

1)Qzzg7'czJs-A"z"s帯とした花粉帯は攪乱をうけていない腐植土であるが厚さが18cmと薄

く，火山灰等の鍵層もないことから腐植土の時代区分，花粉帯区分は難しく， ここでは攪乱され

ていない腐植士を一つの花粉帯として遺物包含層の古植生の推定を行った。

遺物包含層は山崎らのQ"eγc"s-B“"/α帯とQ"eγc"s Beｵ"Ja－A6ies帯の一部，

中村らのRⅡ帯, RⅢ帯の一部を包含した花粉組成を示し， ミズナラ， シナノキ， オオバボダイ

ジ．，ハルニレ， ヤチハンノキ， ヤチダモ， オニグルミ， ウダイカンバ， シラカンバ，ハリギリ

等が多く生育し， わずかにトドマツが混じっていたと考えられる。 このような植生は遺跡発掘地

点をはじめとして，現在の野幌丘陵の沢沿いの平坦部によく見られるカツラーシナノキーイタヤ

カエデエゾイヌガヤ群落の樹木構成によく似る。 この林相は，林床にシダ類が多く， トドマツ

が次第に侵入していく途中の姿を示すものである。森林密度は比較的に濃いが，陽当りの良い草

地もありヨモギ， フキ， アザミ， ニガナ， エゾノコンギク等のキク科植物， オオイタドリ， オオ

ハナウド， エゾニユウ， ニリンソウ， アキカラマツ， ススキが繁茂して，水辺にはカヤツリグ

サ， アリノトウグサ， ヨシが生育し，林床にはシダ類やヒカゲのカズラ等が生育していたと考え

られる。

2） FagO力”"碗（ソバ属）花粉について

Loc. 1, No. 4, 6の試料からFagopy7･"加花粉を検出した。

F(z9o"1'""zと同定した花粉は53-40×32-27〃の大きさで長球形～やや長球形で， 極観像

輪郭は円形状を呈する。 3溝孔粒で溝はごく近くまで長く伸び，溝内は平滑で，溝の中に花粉管

の出る孔が各1つずつあり表面模様は不規則な網目模様で各々の網目は花粉膜の内方に向けてロ

ートのように狭まり，小さな孔へと続く構造をもつ。 このような花粉膜をもつ花粉はタデ科の他

の属， また他科では例がない。

これまでに検出されたF"go"γ""zは那須，飯田(1975)によって青森県石亀遺跡（縄文時
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Ⅲ西野幌1遺跡

代晩期）の遺物包含層, NAKAMuRA. J. (1970), 中村(1977)によって福岡県板付遺跡の約

2800年前の堆積物からマクワウリ花粉とともに検出され縄文時代晩期にはF"gopy7･"〃栽培

を行っていたと報告している。

湖沼，湿原堆積物からはTsuKADA.M. (1966) により長野県野尻湖底の弥生時代中期相当

の堆積物より,YAMANAKA.M(1971)により岩手県平館町の湿原，地表下約1m付近から

上位にかけて連続して検出されている。北海道に於いても中村（1968）によって秩父別原野の約

2000年前の泥炭から検出される他， 山田(1975, 1978, 1979)は擦文時代の住居祉床面の土壌試

料の花粉分析を行ない， 天塩町天塩川口遺跡， 名寄市智東B遺跡， 千歳市三角山D遺跡から

F"g"""脚花粉を検出し報告している。

また，本年白老町アヨロ遺跡（続縄文時代） 2号住居祉床面試料の花粉分析を行なうなかで1

個のF(zg"yγ況加花粉を検出した。 さて， このたび花粉分析を行った西野幌1遺跡では続縄文

時代，縄文時代中期末の遺構，遺物が発掘されている。腐植士は薄くそれぞれの遺物包含層の区

分はできないが,F(zg"""郷花粉は続縄文時代の遺物に伴うものと考えられる。本州では縄文

時代晩期から検出され， 北海道では擦文時代の遺構からのみ検出されていたF"go"γ""z花粉

が続縄文時代にさかのぼって検出されることが明らかになった。 このことは，続縄文時代にすで

にF"gopy7'況加が栽培されていたことを示している。

4． まとめ

このたびの花粉分析の結果，次のことがあきらかになった。

1)Loc. 2の元野幌粘土下部層の一部を構成する泥炭はウルム氷期のゲットワイゲ亜間氷期

に堆積したもので，全般にPic",A6ies,Beｵ〃/αが多く，上，下部でCOγy"‘sが多く， 中部で

Q"gγczJs, UJ"z"s,"9Z""s,Fczg"sが多く出現する。現在より寒冷な気候が推定される。

2) Loc. 1の腐植士(No. 4～7)から検出された花粉組成はQ"gγc"s, T/"｡, UJw"s,

"gj""s,A/""s) Araliaceae, Fγα"航"sが多く検出され，現在の野幌丘陵の沢沿いの平坦地

でよく見られるカツラーシナノキーイタヤカエデーエゾイヌガヤ群落の植生に似る。 山崎らの

Q"2ﾉ'c"s-B2ｵ"/α帯Q""c"s-B""/α－Abies帯の一部， 中村らのRⅡ帯, RⅢ帯の一部に

対比される。

3) Loc. 1の腐植士(No. 4, No. 6)からF(zgo"γ"加花粉が検出され， 続縄文時代に

F"g"""加栽培が行われていたことがあきらかになった。
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Ⅳ西野幌3遺跡

1 ． 概 要

西野幌3遺跡は，東野幌1遺跡の対岸，標高17～20mの段丘縁辺部に位置する。今回の調査

区は，縦貫道工事に伴う市道2号線の拡幅工事にかかる部分で，面積は550m2である。遺跡の

層序は，東野幌1遺跡と基本的に同じである。

調査の結果，住居跡の一部が確認された。傾斜地に掘込まれているため東側の一部を除いて床
のり

面は判然としない。また， この住居跡の南側は調査区域外で，北側は道路側溝の法面によって削

り取られている。結局，確認できたのは東壁とそれに続く床面の一部であった。 これから判断し

て，ベンチ状の構造をもつ住居跡と思われる。時期は縄文時代中期に属する。

遺物は，総出土点数2,534点で，詳細は別表で示すとおりである。

調査の経過から，遺跡は今回の調査区域に続く南側の段丘（現状は耕作地である）に拡がると

思われる。
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図4－1 西野幌3遺跡発掘区設定図・遺構配置図
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表1 ． 西野幌3遺跡出土遺物一覧

。 ” ’

数

’
量 数 量名 称 分 類 分 類

総 数 包含層出土数 総 数 包含層出土数

土 里
可

ａ
。 Ⅲa 1 0 スクレイパー ⅡB－ 4 4

Ⅲb－1
房甸八

DIO
〃

512 11 異形石器 ⅢA １

２

１
’
２Ⅲb－2 F･庁

Oイ
『一行

0イ ア ｜ ⅣA．

Ⅲb－3 793
フレイク･ﾁｯﾌﾟ

／′

671 ⅣB
ワロ旬

jOI
庁n句

ｲ。．

Ⅲb一 イハ

』0
〃

使・フレイク
fハ

10 ⅣC 1ワ
エ~』 15

Ⅳa l 58〃 戸扉

Oイ

磨製石斧 | VA2
1 VA-〃

４ 3

″

Ⅳb 9 8 1~

Ⅳ－ たたき石1
ﾉノ １

－

１

VC1 １ 1

Ⅳc ］
ノ〃

VC2〃

0］

不 明 ’ 14 10 VC3 1 1

皇公 言＋
小心 F11 1，526 1,333 VC－ 1

〃

］

’
石やじ り IA4a ２ す り 石1 ⅥB1 1 1

やり先・ナイフ IB2b 2 ⅥB－1 １〃

1

IB－ 砥 石2 VIC2 ６ ，

ドリル・刺突器 IC1a 石皿・台石1 ⅦA1 1 1

IC3 使 ・ 礫〃
2 XA1 17 14

スクレイパー ⅡB6 １ 185礫1 XB2 195

ⅡB8 ６ 総 計 | 1,008 983‘弓

－

俺》
”

一
一一
一

ご=
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2． 遣 構

(1) 住居跡

H－1

位置X-22-a

規模不明

平面形不明

構造上の特徴床面はかなりの凹凸があり，一段高いベンチ状の床をもつと思われる。柱穴

は全部で5個検出され， そのうち2個がベンチ状の床にある。炉跡は発見されていない。

覆土 I 暗黒褐色士（盛土）

Ⅱ黒色土

Ⅲ淡茶褐色士（黒色士に少量の粘土を含む）

Ⅳ暗茶褐色士（黒色土に微量の粘土を含む）

V暗黄褐色士（黒色士に粘土が同量含む）

Ⅵ淡黄褐色士（粘士に黒色士が微量に含む）

。"23．
． 17． 1 1 1

17，2OB

騒ぐ《′職
17128

17．205

／
17. 195

／17．215 17．419

7291

／

17．628

17655

予予
J1

~

V

図4-2H-1
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遺物 数
一
軒

量
名 分 類称 Ｊ

１

二
二
口床

土 器 Ⅲa 0 11

Ⅲb－1 6 58 64〃

Ⅲb－3 122 122ロ〃

Ⅳa 0 １1〃

Ⅳb－1 0 1 1〃

VC 0 1 １

’

４

〃

不明 0 4〃

土 器 計 194

石やじ り IA4a 0 1 1

IB2bやり先・ナイフ 0 1 1

フレイク・チップ ⅣB ３ 41

使・フレイク ⅣC 21 ］

磨製石斧 VA 0 1 １

VA2 0 1 1〃

たたき石 VC2 0 1 1

－7－

仁1砥 VIC2 0 1 1

使 礫 XA1 0 3 ３

礫 XB2 ９ 101

石 器 計
、戸

乙、

合
二J．

面I 219

図示した遺物
材質名 称 分類 大きさ、、 重昌貸 層位Nu

Ⅲb－3 床土 器1

2 〃 〃 〃

３ 〃 〃 〃

4 〃 〃 〃

回ロ~5 〃 〃 〃

６ 〃 〃〃

７ 〃〃 〃

石やじり Obs.IA4a 50×19×7．5 5．148 〃

剥孝． IB2b９ －×21×10 〃 〃~

使・フレイク 覆十ⅣC 25×25×4．5 2．5510 〃

磨製石斧 床VA Sch.一×46×2211
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3． 包含層の遺物

西野幌3遺跡の包含層から出土した遺物の概要は次のとおりである。

土器は，縄文時代の中期，後期にわたって出土した。 これらの土器の分布は，発掘区全域にわ

たっており， とくにⅢ群b－1類， Ⅲ群b－3類の分布密度は濃い。

石器は，石やじり，やり先， ドリル・刺突器， スクレイパー，異形石器，磨製石斧， たたき

石，すり石，砥石，石皿。台石が出土している。包含層出土総数のうち， フレイク・チップは75

％，礫は19％を占め，石器は6％である。 これらの出土した石器のうちⅥ群C－2は，土器分類

Ⅲ群b－1類に伴うものである。

表2図示した包含層出土の土器

名称 分類 発掘区 大きさ、/、Nq 重量9 層位 材質 名称 分類

Ⅳa

発掘区Nq 大きさ、/、 軍量只 材質層位

Ⅲb－1 V－23－b土器

〃

1 Ⅱ 土器20 X－22－a Ⅱ

２ 21 W－20－c
〃 ノノ 〃 〃 ノノ

V－22－b３ n、

乙乙 V－20－b〃 〃 〃 〃

V－22－d4 W－20－dワq
~ぜ

〃 〃 〃 ” 〃

V－23－d5 24 V－23－a
〃 〃 〃 〃 ノノ

6 X－22－a 妬

調

V－23－d
〃 ″

〃

ﾉノ

V－23－b7 U－23－b〃 ﾉﾀ 〃 〃

V－21－b
●
▲ n写

＆』
〃 〃 〃 〃 〃

V－23－c9 塊

”

X－22－’
〃 〃

X－22－d10 〃 W－21－c
〃 〃 〃 〃 〃

皿

蛇

W－21－c Ⅳb V－23－b30〃 " 〃 〃 〃

V－23－d nq

d」
〃 ノタ 〃 〃

1句

』｡ Ⅲa W－20－c 32 V－23－a
ｆノ 〃 〃 〃

14 V－23 a
n句

QO
〃

W－20－c
〃 〃 〃 〃 〃

Ⅲb－1 V－23－d15 V－27－b34〃 ノノ 〃 〃 〃

16 W－21－c
n房

･･
〃

V－23－a
〃 〃 ″

’

〃

〃 〃

17 X－21－a U－23－b36〃 ノノ 〃 〃 〃

18 q7
u’ V－23－a

〃 ノノ 〃 〃 〃 〃

Ⅲb－219 W－21－a 38〃 〃 〃 〃 〃 〃
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1
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一
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図4－7石器(2)

表3． 図示した包含層出土の石器

大きさ、/m
長さ×幅×厚さ

大きさ、/m
長さ×幅×厚さ

名和 分類Nq 発掘区 重量9 層位 材質 Nq 名称 分類 発掘区 重量9 層位 材質

右やじり1 W－20－dIA4a 異形石器－×13×3 Ⅱ 10 ⅢAObs V－23－c 20×9×4 0．6 Ⅱ Obs
~

●胴
り
『
／

や

イ

石

ナ
２ IB V－23－c －×－×8 11 ⅣA V－23－dア 61×54×4 80.4． 〃 〃

Ha一
戸，

｡、｡

｜
ｈ

ｌ
Ｃ

Ｂ
Ｓ

IB2bV－23－b 91×24><103 磨製石斧
吟庁

イロノ 12 VA2 W－21－c〃
－×38×14 〃~

ドリル・

刺突器
4 IC1a V－23－c 26×9×3 1.0 Obs

1，

1｡ U－23－b －×28×15
〃 〃 〃 〃

スクレイ
ノぐ一 V－22－dⅡB6 63×18×9 6.0 1洲

L王 V－23－c 一×46×9
〃

〃 Mud
〃 〃 ~

6 ⅡB8
V 、、 局

A_凸乙一口 36×19×5 4.2 l5 たたき石 W－21－bVC1 106×53×40
ノノ

332.0 And″

’

〃

〃

7 W21－c 54×18×7 4.4 砥 石
〃

16 ⅥC2 W－21－c 156×56×54 636.0 Sa．
〃

〃

8 X－22－a 53×17×6 貝眉
凹口呼

1斤

」イ
〃 〃

W－21－c 111×59×48 400.0
〃 〃 〃 〃

9 V－23－c 67×17×11 6.8
〃 〃 〃 〃
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V東野幌1遺跡

1． 概 要

東野幌1遺跡は，標高16～20mの比較的平坦な段丘にある。 この段丘縁辺部はナラ・カシワを

主体とする二次林であり， これに続く北側の平坦部は耕作地である。また， この段丘の南側と西

側には， ノI､川が流れており， その両岸の沖積地は，現在，水田や畑として利用されている。段丘

とこの沖積面との比高は10m前後である。遺跡の中央部は，野幌市街と道々江別恵庭線を結ぶ市

道2号線によって分断されている。本遺跡の南には西野幌3，西には西野幌1の各遺跡が近接し

ている。

工事路線にかかる東野幌1遺跡の調査対象面積は11,350m2で，今回の発掘で全面積を調査終

了した。

遺跡の層序は，次のとおりである。

I層黒褐色表土層（5～10cm)

調査区内の大半は，重機により抜根が行われた際に，若干の攪乱を受ける。

Ⅱ層黒色士層(20～30cm)

上面はI層同様，攪乱を受ける。

Ⅲ層暗茶褐色漸移層（5～10cm)

Ⅳ層黄褐色粘土層

遺物包含層はI ･Ⅱ層で，Ⅲ層以下は無遺物層である。遺構のうち，焼土の確認面はⅡ層上

面， そのほかの遺構の確認面はⅢ層下面で，Ⅳ層中に掘込まれている。

調査の便宜上，区域内にﾉl､さく入り込んだ沢を境にして，西から東へA・B・C．Dの4地区

に分けた。

本遺跡から発見された遺構は，墓2個, Tピット1個， その他のピット28個， および多数の焼

士である。ほかに近代の炭窯跡が2基と， これに類似す~る窯跡が1基確認された。遺物の総数は

21,527点で，詳細は以下の表で示すとおりである。
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V東野幌1遺跡

表1 ~ 東野幌1遺跡遺物一覧

数 量 数 量
名 称 分 類 称 分 類名

総 数 包含層出土数 総 数｜ 包含層出土数

土 器 つまみ付きナイフⅢa 134 134 ⅡA－ 1 |

Ⅲb－1 2,969 2，954 スクレイパー ⅡB1a 9 9〃

Ⅲb－2 ⅡB1b843 843 7 7〃 〃

mb－3 60 60 ⅡB2a １ 1〃

Ⅲb－ 662 662 ⅡB3 8 8ノノ 〃

〃 Ⅳa 48 47 ⅡB4 7 7〃

〃 Ⅳb qワ
u色 32 ⅡB5 5 5〃

Va
ハハ4

CO」
戸ハイ

DOI ３ⅡB6 3〃 ”

Vb 189 189 ⅡB8 54 54〃 〃

V’ 7,802 7,646 ⅡB一 25 25〃 〃

不 明 382 380
へ
。

ワ
〕ⅣA

n句

‘｡ア■I

総 計 13,782 13,608 フレイク・チップ 6，092ⅣB 6,141

IA2b石やじ り 使・フ･レイク1 ⅣC 138 1381

磨製石斧IA3a 3 ３ ２VA1 ２

IA3b 15 15 VA2 4444〃 〃

IA4a 56 856 VA4 8

IA4b 2 42 4VA5〃 〃

IA5 ３ ９3 VA－ ９〃

打製石斧1A一 ７ 7 VB 1 1〃

やり先。ナイフ たたき石IB1a 911 11
』上 VC1 9

IB1c 81 1 VC2 8" 〃

〃 VC3bIB2a 5 4 4〃 ｡

~

IB2b 2 VC52 1 1〃 〃

す り 石10 2IB－ 10 ⅥB1 2〃

ドリル・刺突器 IC1a 7 ６ 1ⅥB2 1〃

IC1b 3 ３1 １ ⅥB3〃 〃

エC2a ３ ３ ⅥB4 1 1" 〃

IC2b 1 4 41 ⅥB5〃 〃

IC3 1 砥 石 ⅥC1 11 1〃

IC一 ⅥC2 101 １ 10〃 〃

ⅡA1bつまみ付きナイフ 石皿・台石1 7 71 ⅦA

使 ・ 礫ⅡA1c 901 1 XA1 90〃

ⅡA1d 礫 XB1 ３I 1 3〃

966ⅡA1 1 XB2 9721〃 〃

総 数ⅡA2a 2 2 7，745 7,688〃

ⅡA3 ３ 3
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構遣
、

4

墓墳は, C地区の北東側で， その他の上･ツトが密集するところに発見された。 (CP-2, 4)

平面形は円形で， 内部から人骨片と思われるものが検出された。その他のピットは, A地区に2

個, C地区に24個発見された。 24個のうち13個は北東側に密集している。大半は，平面形，規模

ともに前述の墓擴に類似するが， これを墓とする積極的な決め手は得られなかった。墓擴及びそ

の他の上・ツトの時期は，内部や周囲から出土した遺物から，縄文時代晩期と考えられる。

焼土は, A地区の中央部及びC地区の上･ツト集中地点の南側に広範囲にわたって発見された。

それぞれの平面形は一定していない。平均的な厚さは4～7cm程度である。 これらの焼土の一

部には縄文時代晩期V群c類の土器片を伴う。 しかし， 「野幌部落史」 （注1）や土地の人の話な

どによれば，明治時代の開墾初期には林立する大木は，切り倒されその場で多くは焼き払われた

ということである。 ここで検出された焼土群については， このような過程で形成された可能性も

十分考えられる。一部の焼土には縄文時代晩期V群c類の土器片を伴う。 （4） 焼土の項で表に示

したものは, C地区の焼土についてである。
がま

近代の炭窯跡は, B地区の東側斜面とD地区の南側斜面に発見された。平面形は長円形を呈す

る。内部から多数のレンガが検出された。その中には押印されているものもある。 この押印レン

ガから構築時期は， 明治末期ころのものと考える。

注1） 関矢マリ子著1947 「野幌部落史」

(1) 墓

CP-1

位置K-22-a .!s･sz

規模0.78/0.58×0.71/0.50×0.24

平面形円形

頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面は平坦で堅くしまってい

る。壁は， ほぼ直立するが，北壁の一部が

木の根による攪乱をうけている。

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗褐色士（黒色士に少量の粘土を

含む）

Ⅲ黄褐色士（粘土に少量の黒色士を含む）

0 15．46

.' ･'"γ
§｜’~~。～

’
ｄ
－
ｏ

－且｡｣5.47

.|〆
oI
GIe,3D

18．4ヨ

Ｉ

ｑ

ｌ b 18．60~

トーL三〈、

図5-2 CP-1

備考底面には骨粒を含む土と，歯のコニナメル質が残存していた。
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CP-4

位置J-21-a .!.,。

規模0.81/0.55×0.75/0.46×0.26

平面形円形

頭位不明

副葬品なし

構造上の特徴底面はほぼ平坦で堅くしま

っている。壁は全周にわたり，やや急傾 ． ’‘~'&

斜である。

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗茶褐色士（黒色士に少量の粘

土を含む）

Ⅲ暗黄褐色士（粘土に少量の黒色士を含む）

【酒』

｜
で

16．87 §’
、
ｌ
〆

》
ｑ
一

･ I6cBア

b~

｡’16．501

屯I

1698

呉Ⅱ 凹型p

~S"
図5-3 CP-4

(2) Tピット

AP-1

位置O-15-d, O-16-a 規模3.30/2.70×1.00/0.23×0.95

平面形長円形 長軸方向N-79o－W

構造上の特徴底面はほぼ平たん。壁は全周にわたり急傾斜である。

覆土 I 黒色士 Ⅳ暗褐色士

Ⅱ黒褐色士（黒色士に微量の粘土を含む) V淡黄褐色士

Ⅲ淡黄色士

遺物表A

韮

’

二

一

口

三
里数

覆土
分 類名 称

床

２
’
１
－
鵡
一
１
－
妬

不明

ICla

ⅣB

VA4

０
－
０
－
０
－
０

土 器

ドリル・刺突器

フレイク・チップ。

磨製石斧

合 計

２
’
１
一
喝
－
１
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図5-4AP-1と遺物

図示した遺物表B

(3) その他のピット

AP-2

位置M－6-c,-d ~ ~ 1.~，，

M－7-a,-b

規模0.78/0.57×0.70/0.50×0.21

平面形円形

覆土 I 黒褐色士（黒色土に少量の粘土
･ IQ,⑨Z

を含む）
C

Ⅱ黒色士 ＝

Ⅲ暗茶褐色土（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅳ茶褐色士（黒色土に同量の粘土を含む）

遺物表A

I■.｡ﾖ p18．94
81

．I 21γh

胃

旧島8旧島8

I

｡’－
１
１
軸

ゾ
10．93

麺
一

印
一七

-L_F
図5-5AP-2
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~リ
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重量9 層位

覆土

〃
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AP-3

位置M－b－c

規模1．02／0.77×0.96/0.75×0.16

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ褐色士（黒色土に少量の粘土を

含む）

Ⅲ黄褐色士（粘土に少量の黒色土

を含む）

Ⅳ暗茶褐色士（黒色士に同量の粘

土を含む）

遺物表A

~
〔
×
》
．
③
一
口

ソ
－
Ｊ

--里一

~
｡’｡／

鴬I
○
一 “

一

図5-6 AP-3と遺物

数

‐

Ｔ

三

口

皇
皇

分 類名 称

土 器

２

ａ

（

画

Ⅳ

Ｘ

'~ I≦ o
~~~ ~~~~~~~~ ~ ~~~~~~l l o－~~ 0

1

礫 １
－
２~善_L画I合

－

図示した遺物表B

CP-2

位置M-21-a

規模0．60／0.50×0.50/0.40×0. 10

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗黄褐色士（黒色士に多量の粘

土を含む）

1

画
･ IB

E

，田“

訓
、
１
１
１
ノ
ｊ

18． 10

。

~口崎､”

i ‘ 10．oO
I
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V東野幌1遺跡

CP-3

位置L-23-a

規模0.80/0.66×0.55/0.40×0.20

平面形円形

覆土 I 黒色士『(粘土がブロック状に入

る）

Ⅱ暗茶褐色士（黒色士に少量の粘

士を含む） ~．

Ⅲ暗黄褐色士（粘土に少量の黒色

土を含む）

遺物表A

1 6曾7
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，，〆

b

16．27，

｡_一

急

し
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bI6和

而函了
図5-8 CP-3
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７
－
妬

CP-5

位置J-22-b,K-22-a

規模0.86/0.53×0.84/0.52×0.27

平面形円形

覆土 I 黒色土

I′黄褐色士（粘土に少量の黒色士

を含む）

Ⅱ黒褐色士（黒色土に少量の粘土

を含む） ~

Ⅲ黄褐色士（黒色土に同量の粘土

を含む） ~ ~ ′

16. 1

罰’

馴

司
Ｉ

｡I

b

~｡ 16．31q

16．34一一
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○
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１
１
１
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一

図5-9 CP-5
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V東野幌1遺跡

CP-6

位置L-25-b,M-25-a

規模0.75/0.57×0.65/0.45×0.30

平面形円形

覆土 I 赤褐色土（焼士）

Ⅱ暗赤褐色士（黒色士に少量の焼

土を含む）

Ⅲ黒色土

Ⅳ黒褐色士（黒色士に少量の粘土

を含む）

CP-7

位置L-22-c

規模0.59/0.43×0.45/0.29×0．12

平面形円形

覆土 I 暗褐色士（黒色士に同量の粘土

を含む）

Ⅱ暗黒褐色士（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅲ暗茶褐色士（粘土に少量の黒色

士を含む）

遺物表A

。
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。
ｍ
一
旬
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図5-10 CP-6
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図5-11 CP-7

陶.28

CP-8

位置K-21-d

規模0.89/0.61×0.82/0.55×0.32

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗黄褐色士（黒色士に同量の粘

土を含む）

I●､5を

穴

,‘蒜 Ia0I

、
ll1-

○
一

IE坐 一

昭…年度 、

テストピット ’凶

.こ＝

d~
~々且'690

~

Ⅲ茶褐色士（黒色士に微量の粘土

を含む）

図5-12 CP-8
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V東野幌1遺跡

CP-9

位置J-21-d

規模0.84／0.65×0.80/0.57×0.30

平面形円形

覆土 I 黒色士

Ⅱ暗黒褐色士（黒色士に少量の粘

土を含む）

16．60

§’~ケ
／~

一也

･『、.86

1G.70

.’l■､83

ｄ
一 b埠7｡

図5-13 CP-9

CP-10

位置J-21-d

規模0.45/0.22×0.41/0.30×0.10

平面形円形

覆土 I 黒色士

閏

ｉ
ｎ

品

⑲

三

－

１

１

．

』6．7s

d16.動~ｅ
一

~、_／－

図5-14 CP-10

CP-13

位置J-21-c

規模0.62/0.41×0.55/0.44×0.20

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗茶褐色士（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅲ暗黄褐色土（粘土に少量の黒色

土を含む）

Ⅳ茶褐色士（攪乱）

§｜

。戸

口

7Z16．T3．

10．7

Ⅱ8．74

d 16．80C

~ ~

~L一ﾉー
図5-15 CP-13
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V東野幌l遺跡

CP-14

位置J-21-c

規模0．75／0.41×0.74/0.40×0.26

平面形円形

覆土 I 黒色士 ~

Ⅱ黄褐色士(粘土に同量の黒色士）
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Ｊ
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一
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図5-16 CP-14

遺物表A

CP-15

位置 J-21-c

規模0.72/0.35×0.70/0.34×0.27

平面形円形 一

覆土 I 黒色士 ~

Ⅱ黄褐色士（粘土に同量の黒色士

を含む）

マ
／ ・ '6，87
1

3

J
の

で

－－－－皇

15，8堂

⑨

d

~1 6．e40

~ノ
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｡／ ・ '6.画5

b 16．90~。
’

~~

延写一
Ⅱ

図5－17 CP－15

CP-16

位置J-21-c

規模0.60/0.33×0.58/0.32×0.28

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗茶褐色士

Ⅲ黄褐色士（粘土に同量の黒色士

!|L、

J
ll~~

L－

16，79

』,‘“
を含む）

備考CP-17に切られる。

b 16．90

~ｑ
’

~恩(
図5-18 CP-16
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V東野幌1遺跡

CP-17

位置 J-21-c, J-22-b

規模0.95／0.50×0.90/0.50×0.40

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗茶褐色土（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅲ黒褐色士（黒色士に微量の粘土

を含む）

Ⅳ暗黄褐色士（粘土に少量の黒色

士を含む）

備考CP-16を切る。

遺物表A

、

~
○
の
。
④
一

I

己

｡’

｡

16.80
塑望I。

’

図5-19 CP-17

c／

:’16

CP-18

位置 J-22-b

規模0.80/0.40×0.70/0,41×0.27

平面形長円形

覆土 I 黒色士

Ⅱ暗黄褐色士（粘士に同量の黒色

土を含む）

CP-19

位置J-22-b

規模0.91/0．57×0.86/0.54×0.40

平面形円形

覆土 I 赤褐色士（焼土）

Ⅱ黒色土

Ⅲ暗茶褐色士（黒色士に少量の粘

土を含む）

／目
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図5-20 CP-18
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V東野幌1遺跡

CP-20

位置K-22-a

・規模0.70/0.39×0.65/0.38×0.32

平面形長円形

覆土 I 黒色士

Ⅱ暗茶褐色士

Ⅲ黄褐色士

~
~
~ゞ

１
１

~
~
０

辻

の

五

回

９
２

16．39

Ｃ
ｌ dl650~

図5-22 CP-20

1
CP-21

位置N-23-d

規模0.80/0.50×0.60/0.48×0.15

平面形長円形

覆土 I 暗茶褐色土

Ⅱ黄褐色士（粘土に同量の黒色土

を含む）

Ⅲ暗黄褐色士（黒色士に少量の粘

土を含む）

Ⅳ黄褐色士（ブロック状の粘土を

主体とする）

･I

~
○

叩

の

一

℃

じ

， 15．60

2.一

1

．'s蝿』

一

皇孟蛙豐
Ⅲ

回5-23 CP-21

CP-22

位置N-23-d

規模0.78／0.57×0.67/0.57×0.24

平面形円形

覆土 I 暗赤褐色士（焼土）

Ⅱ黒色土

Ⅲ暗黄褐色士（黒色土に同量の粘

土を含む）

備考南壁が，木の根による攪乱をうけ

る。

1568

.’

国~
~
~

噌

○

ト

匹

△

ロ

Ⅷ

ｄ

一
ｃ
一

15．59

｡’
15．48

Ｃ
ｌ d1560~

~Lﾉｰ~
図5-24 CP-22
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V東野幌1遺跡

CP-23

位置L-25-b

規模0.78/0.59×0.66/0.48×0.29

平面形円形

覆土 I 赤褐色士（焼土）

Ⅱ暗茶褐色土

Ⅲ暗黄褐色士
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図5-25 CP-23

遺物表A

CP-24

位置M-25-a

規模0.45/0.34×0.37/0.28×0．08

平面形円形

覆土 I 暗黒褐色士（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅱ暗茶褐色士（黒色士に同量の粘

士を含む）

§|《
~｡，

蕊苓" ’螺。 」／
。
－ bI550~

》
Ⅱ

図5－26 CP-24

CP-25

位置L-23-c

規模0.80/0.68×0.66/0.56×0.06

平面形円形

覆土 I 茶褐色士（黒色士に少量の粘土

を含む）
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V東野幌1遺跡

CP-26

位置L-23-c

規模0.65/0．50×0.57/0.46×0.13

平面形円形

覆土 I 茶褐色士

ツ･ '… 81 1

画WsTJz:" ,1"｜"” ~ ,1
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2－－
15．96■

■ bI6jO

、 ，－一
1

1

図5-28 CP-26

遺物表A

CP-27

位置N-26-a

規模0.64/0.51×0.55/0.40×0.07

平面形円形

覆土 I 暗黒褐色士（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅱ茶褐色士（粘土に少量の黒色土

を含む）

§|’

1
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､ I

q＝

1

A

b14．80
．

＝

==zr-
I Ⅱ

図5-29 CP-27

CP-28

位置M-26-b

規模0.82/0.59×0.75/0,65×0． 16

平面形円形

覆土 I 黒褐色士

Ⅱ暗茶褐色土（黒色士に少量の粘

土を含む）

3
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句
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Ⅲ暗黄褐色士（粘土に少量の黒色

土を含む）

図5-30 CP-28
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V東野幌l遺跡

遺物表A

CP-29

位置L-25-b

規模0．79／0.63×0.59／0.42×0．25

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗黒褐色士（黒色士に少量の粘

土を含む）

Q
唾
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q

~ bEOO~

~ －

図5-31 CP-29

CP-30

位置N-21-d

規模0.50/0.30×0.47/0.32×0.20

平面形円形

覆土 I 黒色土

Ⅱ暗茶褐色士（黒色土に少量の粘

土を含む）

Ⅲ茶褐色士（粘土に少量の黒色土

を含む）
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図5-32 CP-30
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フレイク・チップ。
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V東野幌1遺跡

(4) 焼土

表2． 東野幌1遺跡焼土一覧

馳熟 …”．．晶〆驫鯉＊焼土名称 発掘区墨×驫蝦さ層位

| CF-20 L-23-b LO3×0.52×0.1ヨCF－1 L－21－b O､98×0．24×0．14 Ⅱ

名称 分類 点数

L－23－bL－21－b CF－200.98×0．24×0．14 Ⅱ

１

出土遺物

暦侭践 点数分類

上器 VcⅡ 1

２

~
~

ＦＣ

45L－23－c 1.61×1． 10×0． 18
、l

_乙』0．40×0.26×0．06
ﾉﾀ ”

〃

0.36×0.22×0．06－220．27×0.27×0．05
、

一｡ L－22－a
〃

〃

0.44×0．35×0．08十器 Vc 2
n句

一色｡0.77×0．45×0．09 ﾉｸ〃〃
詮

L－24－a 0.50×0．28×0．07L－22－b －240.73×0．45×0．09 1－5 〃 ノノ 〃

~

0.42×0.29×0．07
nF

－乙・0.48×0．33×0．07
〃〃

－b 〃

L－24－b 0.31×0.21×0.05
、ハ

ー乙、1.50×0．68×0．16
庁

一イ
〃"

土器 Vc 160.37×0.23×0．06－270．46×0.42×0．08T_ワワー行
型 色色 画

〃旧

M－21－b土器 0.84×0．70×0.11Vc 1具
4u －281．94×0．95×0．14

〃

－9 1 〃 〃

－291M 21－． 十器 Vc1.25×0.30×0.09 11.59×0．80×0． 14 ３ 〃

－10 〃 〃 ノノ〃

0.43×0．32×0．07301M－22-aL－22－d 130.72×0．37×0.09－11
ノグ〃

土器 ３Vc〃 ’ 1.26×0.28×0．09L－23－b －311.25×0．29×0．09 1－12
”ノノ 〃

M－22－d 10.99×0．43×0．11－qワ
凹旦0．67×0．43×0． 10 1－13

〃
〃 〃〃

10．70×0．42×0.08一qQ
V写0．97×0．52×0． 11 1

〃

－14
〃〃〃 ノノ 〃〃

0．33×0．24×0．06－340.6lx0.35×0．07
1，
1凸－15 ダダ ノノ

十器 Vc 100．45×0.4lx0．08
nP

－OD M－23－a40．34×0．28×0．05北
一

〃〃〃〃

~

M－23－b 1．10×0．77×0．16－3640.57×0．30×0．06－17
〃〃 〃Jク~~

M 23－d 0．81×0,58×0．13-371．12×1. 12×0．15 15－18
ﾉノ〃

〃

〃〃

! ’ ’-'9 1－19 M－25－b 0.4lx0．40×0．08－380．88×0．45×0． 10 ”〃

図示した遺物

重量9名称 分類 焼土名称 大きさ、、 材質 名称 分類 焼土名称 大きさ、、 重量9 材質N、 Na

土器 VC CF－4 土器 VC
戸戸 ●戸

しr－l｡1
~

9 8 15〃 ”

3 10 9 〃 18”

〃 12 10 〃 27〃 〃
詮

５ 〃 15 ﾉ′ 2711〃 '〃 ノノ

6 〃 15 12 〃
nF

〃 d、
〃 〃 〃
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図5－33焼十出十遺物

（5） 炭焼窯跡

本遺跡では，炭焼窯跡がB地区に2基D地区に1基，発見された。 B地区からD地区の順に

1号窯跡， 2号窯跡， 3号窯跡と呼称し，以下に各々の構造上の特徴について述べる。

1号窯跡

位置J-11-a, J-11-d

規模4．11／3.78×3.34／2.84×0．50

窯は，黄褐色粘土層に掘りこんで作られ，炭化室と窯口からなっている。窯口は方形，炭化室

は円形なので，窯全体の平面形は鍵穴型になる。底面は，木の根による攪乱をうけ凹凸がある。

壁は全周にわたり急傾斜である。

2号窯跡

位置K16-a,K-16-b

規模4.00/(-)×2.50/2．00×1.45

窯は沢の斜面を利用して作られている。炭化室は斜面上方，窯口は斜面の下方に配置され，窯

口とほぼ真向いの壁には排煙口が設けられている。底面はほぼ平坦で，窯全体は長円形である。

壁は全周にわたりほぼ直立で，部分的には周囲からの土砂の流入，壁面の崩落ではっきりしてい

ないところがある。壁面は火熱のため赤褐色や暗茶褐色に変色したところがあり，特に排煙口付

近には粒状のタールが多量に付着している。焚口の左右には軟石板が各1枚立てかけてあり， こ

れとほぼ同じ高さにレンガが3段積まれていた。窯の本体部分から数多くのレンガが出土し， し

257



V東野'幌1遺跡

ンガの出土状況からみると， おそらく壁の全周にわたり窯底から3～4段ほど積まれていたもの

と思われる。 レンガは，完形のものが25個，破損しているものが約260個である。 これらの中に

は「A｣， 「K｣， 「令」の3種の押印があるものが約40個あった(図5－34拓影参照)。押印のある

ものは， 明治から大正時代にかけて製造された「手抜きレンガ」で，押印は製造会社名や職人の

頭文字などを示していると思われる。 （注）なお，昭和のはじめ頃からは， 「機械抜きレンガ」と

なり，押印は特例を除くと，現在までまったく見られない。排煙口は，窯底の中心点と排煙口の

中心が一致するように取り付けられている。また，排煙口は窯底面よりも掘り下げてあり，排煙

口の中心より左右同距離にレンガが2個，半分ほど土中に埋められて固定されている。その上に

軟石が水平に置かれ，更にその上にレンガを数段積みあげていたと思われる。また，排水溝等の

除湿装置は検出されなかった。

（注） レンガの押印等について，松下亘氏（北海道開拓記念館勤務）にご教示いただいた。

3号窯跡（図5－34）

位置J-26-c,K-26-a,K-26-d

規模4．75／(－)×3.43／2.43×1．62

窯は第2号窯跡と同様に斜面に掘り込まれている。長円形の炭化室を主体とし，炭化室の南西

部には焚口が， その真向いの壁には排煙口が1個設けられている。底は全体的に窯口に向ってわ

ずかに傾斜している。壁は全周にわたってほぼ直立し，壁面は火熱により赤褐色に変色している

ところが多い。排煙口は破損がはげしく， レンガが数個，底部に残っており，おそらく第2号窯

のように何段か積まれていたと思われる。底面のススと粘土とが混ざりあう暗褐色土の下面に木
（そだ）

炭があり，湿気を防ぐために敷きつめられた粗朶が炭化したものと思われる。また窯底周縁には

板をV字型に合わせた幅10～15cmの排水溝があり，窯口から窯外に排水するようになってい

る。また出土したレンガは約90個で， ほとんどが破損しており，完形はわずか2個だけである。

窯全体は，周囲からの土砂の流れこみがはげしく，壁面の一部は原形をとどめないほどである。

覆土

I 茶褐色士（粘土に少量のススを含む）

Ⅱ赤褐色士（焼土）

Ⅲ黒色士（ブロック状のタール塊）

Ⅳ褐色士（粘土の再堆積）

v暗黒褐色士（ブロック状の粘土塊に焼土が点在する）

Ⅵ灰白色士（粘土）

Ⅶ灰黒色士（Ⅵにブロック状の黒褐色粘土塊を含む）

Ⅷ黒褐色を主とするススの層

Ⅸ暗褐色士（ススと粘土が同量に混入する）

X木炭の微粉を主とした層
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3． 包含層の遺物

東野幌1遺跡の包含層から出土した遺物の概要は，次のとおりである。

土器は，縄文時代の中期から晩期にわたって出土した。その中でV群c類は，包含層出土総数

の56％，Ⅲ群b－1類は22％を占めている。

これらの土器は，発掘区全域にわたって分布しており，Ⅲ群b－1類, V群c類は,A地区C

地区で分布密度が高い。 とくに晩期のV群c類はC地区に集中している傾向があり，土擴密集地

域にほぼ一致する。

石器は，石やじり，やり先， ドリル・刺突器，つまみ付きナイフ， スクレイパー，磨製石斧，

たたき石，すり石，砥石，石皿・台石が出土している。包含層出土総数のうち， フレイク．チッ

プは79％，礫は13％を占め，石器は8％である。分布状況は，土器の分布に一致しており， とく

に石やじり， スクレイパー，磨製石斧は顕著である。各石器群の中でとくに数量の多い器種は，

石やじり， スクレイパー，磨製石斧である。石やじりでは, I群A-4a, スクレイパーでは，

Ⅱ群B-8,磨製石斧では, V群A－2である。また，つまみ付きナイフのうちつまみ部分の太

いものは，土器分類V群c類に伴うものである。砥石のうちV群C－2では，礫の四面に研磨面

をもったものがあり土器分類Ⅲ群b－1類に伴うものである。

石製品は，滑石製の玉が1個出土しており，土擴群の密集している地点で出土した。

士擴群と関連性のあるものであろう。玉の大きさは，長さ1.8cm,幅0.9cm,厚さ0.6cmで

ある。中心には，径0．2cmの孔がうがたれている。
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表3． 図示した包含層出土の土器
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表4． 図示した包含層出土の石器等

材質筆鶏禮: 重量9
大きさ、/m

長さ×幅×厚さ
名称 分類 発掘区 層位 名称 分類 発掘区 層位 材質重量9NQ NQ

82×34×12 1 31.5石やり・
ナイフ

K－12 dIA2blM－8－bl 57×16×4 2．8 36 IB2a Obs石やじり Ⅱ1 ObsⅡ

印可

.I N ll－b 57×29×9 9．6IA3aL－23 a 31×18×4 1．4ワ 〃 ノノ〃 ノノ〃

IB2b M－22－dIA3b M 8－a 38 63×一×841×14×33 1 頁
』■』

ノノ 〃〃,~ 〃

ドリル・

刺突器
P 12－d〃 L－22－b 35×14×4 qQ

UJ ICla 72×16×8 8．1
午へ
~人口４ 1.5 〃〃

N－9－b〃n
竜U Obs34×10×5 1.5５ K 7 a 31×16×4 1.3 ノノ 〃''〃〃

ａ

~

Ｌ

ｌ

Ｈ

Ｓ
N－7－dIC2a 60×22×10L－23－d 41 7．3 〃6 31×12×3 0．8〃

バワ
詑白 ObsM－10－c 25×13×4 0.97 M－25－a 21×13×2 1 0．5 ノノ 〃ノノ

N－7－d
~4，

4． IC3 41×40×6 10.6 ShL－23－al 20×12×48 0．6 〃 〃 〃 〃〃

つまみ付
きナイフ ~

ａ
１
ｎ

Ｈ
ＳL－23－a 20×11×6 0．7 44 ⅡA1 M－24－a －×28×89 〃〃 ~

45 ⅡA1c N－I1－a 86×36×12 26.8IA4a L－5－d 52×31×8 8． 1
〃 〃 /'

10 〃〃

〃 HA1dlL-23-c 65×30×7 Obs9．3
4戸

4041×18×（ q l
ue 』M－23－a11

〃〃〃

47 ⅡA2aL－22－a 69×33×10 22.41，

』色 L－24－a 42×10×4 1.2
〃ノノ

〃〃

~
ａ
趾

Ｈ
Ｓ7．2ⅡA3 J－5－cl 58×37×648L－6－d 36×16×3 0．9

fn

ld

nB 【－4－，
スクレイ
ノf－

71×30×11 17.049L－8－d 33×15×7 2．41 ノ′ ｜ 〃
〃'

14 〃〃

Obs50 ⅡB1alK－23－c 60×39×14 25.4L－22－d 34×11×5 1.4
〃

15 〃ノノ〃 〃

L－6－c 55×38×8 1 14．351L－6－d 30×14×5 1 ワ
」●今

〃

16
ノノ

〃 〃

N－8 b 58×29×8 8．3
戸n

o色〃 L－23－d 29×16×3 1． 1
〃

17
ﾀノ

〃

〆n

Dd L－22－c 47×34×12
ワワ
』D白

T n句 ハ

L－乙｡_し 29×12×4
" 〃

18 〃 1.3
ノノ〃〃

M－23－d 8．544×22×11540.5
ﾉノ

19 N－8－a 26×11×3
〃 〃〃〃〃

〃 L－22－c 37×26×9 8．51 〃
伊腰

｡｡N－lO－c 26×27×4 1．01 〃ワ、
凸U

〃 〃
ﾉノクノ~~

27×27×（ 4.056 L－23－aK－l4－上 1.0
〃01

凸上 24×17×4 ﾉノ
〃

ⅡB1b L－23－a
『＝旬

Dr 61×52×17 57.3N ll l 20×16×5 0.8
〃

22 〃 〃ノノ

L－6－b 65x39×11
nnn

色。ロム58 ′′ａＰ
Ｄ

Ｉ

23×12×3 0.4
〃

23 〃〃

59 〃 N－10－a ×34×10 －1－6－t 0.5
ﾉノ l 〃

24 〃 〃 23×11×4

■U〃L－16－bl l8×10×3 0.5 55×41×15 32．5M－22 a
｡R

乙・ 60 〃 〃

~〃
〃〃 〃

L－22－b 「－5 bqq
哩■画38×9×726 IA5 55×35×9 14.961〃 〃〃 〃 I 〃

ﾉ′ L－7－c －×17×5 47×28×962 「－4－c 11.0
n斤

‘I
〃 ﾉノ 〃〃,~~

~

L－21－d－×－×4 7.6N－7－a 41×21×1028 63〃〃 〃〃 〃

貼
り
『
／

や

イ

石

ナ
ⅡB2a J－5－d100×40×12 32. （IB1a

ＣＦ
Ｄ

Ｔ
Ｊ 65×39×11 獅

班

、ハ

ムヴ 64〃 ノダ

'1．1 〃N－ll－a 70×25×9 52×40×1130 65 ⅡB3

〃

T_ワ1－伊
些 色上 坤

〃 〃 〃〃

H－9－d 69×22×8 1 9．4 ′′ 23．938×43×1331 〃 侭R
UU

T－ワq－h
四 白U ー

〃〃 ノノ

64×24×12 8．6 M－23－b 32×25×8 7．6
T 々 句

1－一j_回32
戸甸

Oj
〃 〃 〃〃 〃 ノノ

1－8－． 52×23×9 7．0 38×35×14 1 17．3 〃33 〃 〃 681 〃 L－23－cタノ~~

69
貝ヴ
J,』34 N－10－a 46×21×7 L－22－a 41×40xlO 16.9〃 ’〃 〃〃

｜
″
’

〃IB]clO-9-al 81×31×1」
ワ〃ワ
ム玉■白 4.728×25×535 70 M－22－a〃〃 〃 〃〃
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一=一三

字Ⅱ
大きさ、/m
長さ×幅×厚さ’ 材質亙匡名Na 発掘区|琴鳥謹

材質重量9
称

発掘区分類名称層位重量9 Nq分類

Mud128.8スクレイ
ノ寺一

M－10－b 102×44×21磨製石斧 VA2Ⅱ Obs 106I－11－b 12.654×33×9ⅡB471

貢一一
bCn･~詞.L－24－b 47．490×27×12 〃

1076.840×28×8
"

H－9－c
〃 ﾉグ

72 1 ′′

Mud70.397×35×161－4－aI－6－b 1.8 10834×14×5 〃 〃〃

ね ノノノク~~

庁4 公

11．、M－7－d 89×38×13 ノタ〃

109'′ ｜Che4.126×21N－21－a
〃 〃

74 〃

68.287×37×15I－5－c
ノノ

Obs 110M－25－b
11 句

』』､ム53×34×6
〃ノノ〃同『＝

I｡
〃

N－7－b 63.990×30×25 ″
’

〃

L－23－b 8．9 11137×32×10
〃〃同戸

jO
〃

両 77
66.585×41×12L－7－c

ノノ〃11,

11乙35×32×9 8．21 〃L－22－aⅡB5
〃

〃

41．280×34×11N－11－a
ノノ 〃寸1句

110N－9－d 57×28×9 1ワ、
ムー｡U

"〃

78 ﾉノ

69×29×11 44．0〃 lL－23－c
〃

11410.849×27×9L－23－c
ﾉﾀ

79
〃〃

Schqワワ
哩営*律59×31×10K－6－a28.6 115K－23－cl 49×42×14

ﾉノ

80
〃 〃

〃

万司 ア0－12－． 325.0181×143×26VA411667×19×]0 8.5IIB8 1N 8－a副 〃
〃

Gr－

Mud
228.0122×47×30N－10－c11ウ

l』イ

〃

61×17×］3 9.1
〃

J－11－a82
ﾉノ

〃

Sch.~§§ 「〃 39．472×30×11L－15－a1180－11－． 46×19×7 貝 メ
レ■ L

〃
〃

" |Ta･

聰馬〃

K－19－d 29．765×22×1228．2 119'′ L－22－c 46×38×14 〃

84
〃

一×25×14K－19－aVA5T 、、 脂

レームムーU 60×29×17 27．0 120 ノダ

85
〃 ﾉノ〃

Tへ
~八口L－22－b 67×16×8 1 20．712118.0K－23－〔 55×32×10

〃

86 〃
〃

L-23-c 14.7 Mud56×19×101ワワ
▲←~

〃

K－14－上 50×37×13 20．0師 〃
ﾉノ

87.3123 打製石斧 O－9－a 109×39×16VB
ノノ

57×38×10 15．6M－21－c88
ノノ

〃

AndL－23－d 362.0126×71×28たたき石 VC1124〃 〃 ｜M－8－d 40×44×12 9.689
〃

J－5 b Sa一×49×32125
〃

42×35×11 8．9M－2I－c
〃

90
〃 〃ノグ〃

And252．01 ”122×53×26H－3－c126K－22－上 11.8 〃49×31×8
ノノ 〃

91 〃〃

K－24－b 524.0115×62×39VC2
〃1，句

土乙イ
〃

4．529×20×8
T 守 へ

L一f一旦Qウ
J~

〃 ノノ〃〃

VC3b 448.0 Pu、185×68×53L－7－c128
〃

L－22－a 47×31×8 9．8 〃

93 ノグ 〃〃〃

~

Sa一×－×28K－22－c1299．939×28×12L－23－a
〃

94
〃 ノダ〃／／

一×70×25M－24－a13043×28×9 9．5
~

〃

L－7－c95 1 〃
” 〃〃

〃 ｜And1－5－． 598.0136×77×49すり石Tql
4Vﾕ ⅥB15.045×36×7〃 l I－11－c96

〃
〃

万 「万126×84×58 675.0ⅥB3 K－23－c132J-11-b 63.854×32×34ⅣA
〃

97 コ ア
〃

〃482.0M－22－c 178×72×25ⅥB51Qq
4JJ

〃

N－9－d 59×58×30 71． 1
〃

98 〃〃〃

Sa82×35×36 146.3砥 石 ⅥC1a M－22－c134
〃

36×33×32 46．0L－6－a99 〃 〃〃 〃

~

Mud459.0116×45×53ⅥC2 K－26－a1q負
ユリヅ

〃

34×30×14 14.8
〃

N－10－a100
ﾉノ〃 ノノ

M－lO－b Sa－×一×4313622－339×33×27
~

N－11 c
"

101
〃 〃〃 〃

And－×45×52L－23－c1q7
4JI34×23×20 8.8O－16－c

〃〃

102
〃〃

フレイク
・千、叩－7。
~／ジー

Sa－×－×70J－10－c138 石 皿 ⅦA
〃

L-23-dllO8×21×12 24．9ⅣB103
〃〃

| '' 鯨' '391 玉 l
| " |Mudl l l

Gr－

Mud 玉1qQ
LUゾ

'’

Mud〃

ﾋﾆI=: 138×54×'5 1 16L7 Ta18×9×6 1．4L－23－cVA2磨製石斧104

N-9-dlN－9－d 128×45×12 109.2105 〃 ノダ
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付 ‘℃年代測定結果一覧

測定年月日

測定者

'4Cの半減期

測定結果

昭和55年2月29日

社団法人日本アイソトープ協会

5,730年(Libbyの値5,568年を併記）

Na 'ｲC 年 拙コート 採取年月日 遺跡名 遺構および層位 摘 要

4,030士100 （3,910土95）y､B,PN-3657I 西野幌154． 9． 6 NH－l3覆土

3.870±70（3,760士70）y､B・PN-36582 54． 8． 21 NH－5覆土

1,850±70（1,790±70）y､B・P３ N-3659 54． 7． 21 〃 ｜NP－10覆土 Ⅵ(後北C2)伴出

1,810±90（1,760士85）y,B･P4 N-3660 54． 7． 26 NP－18覆土〃 〃

オニグルミ

Ib－2伴出
6,550士100 （6,360±95）y､B､P5 N-3661 大麻154． 6． 25 OP－10覆土

6,550士100（6,360士95）y､B･PN-3662 54． 8． 23 OH－IO 床 Ib－4 伴出
■

Ｕ

植物繊維
Ⅲb－2 伴出

N-3663 3,760士120（3,660±115）y､B・P， 54． 8． 21イ OP－35 底〃

6,900*100 (6,700±'00)yBR | 5@~ ｱ~ 2‘8 N-3664 OP－4 覆土 Ib－2 伴出〃
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